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「名張市子ども条例」（以下「条例」という。）は、名張市で育つ子どもの最善の利益を尊重

し、子どもの権利を保障するとともに、市、市民及び事業者が、子どもを社会の構成員として認

め、それぞれの役割を明確にし、社会全体で子どもの成長を支えることを目的として、平成１８

年３月に制定したものです。 

名張市では、この条例に基づき、子どもの健全育成のための様々な施策を実施しており、条例

第２０条第４項に基づき推進状況を報告します。

１．条例関連事業進捗状況（平成３０年４月～平成３１年３月） 

（１） 子どもの権利救済委員会 

条例第１６条に基づき、法律などの専門知識をもった委員３人で構成する「名張市子どもの

権利救済委員会」（以下「権利救済委員会」という。）を平成１９年７月に設置し、子どもの権

利救済の申立てに対し、虐待やいじめを受けた子どもの保護だけでなく、いじめを行った子ど

もに対しても適切な対応を求めるよう助言等を行います。 

また、相談事例の対応についての確認や相談の体系的な受付方法の検討をする等、子ども相談

員との意見交換を行っています。 

＜子どもの権利救済委員会の開催＞ 

平成３０年６月２１日 ・平成２９年度ばりっ子すくすく計画（第３次）関連事業実績報告 

・ばりっ子会議の運営について 

・相談事例の検討について 

＜救済の申立ての状況＞ 

平成３０年度は、救済の申立てはありませんでした。 

（２） 子ども相談室

権利救済委員会の職務を補助し、子どもの権利の侵害に係る相談又は救済の申立てに応じるた

め、「名張市子どもの権利救済委員会規則」第１０条に規定する「名張市子ども相談室」を設置

し、子ども相談員が相談・調整活動を行っています。 

また、子ども相談室では、携帯電話・スマートフォン・一般電話からも無料で電話がかけられ

相談できる子ども向け相談電話通話無料サービス「ばりっ子ほっとライン」を実施しています。  

「ばりっ子ほっとライン」による相談は、２回の利用がありました。 

＜相談・調整活動＞ 

①相談数の推移（平成２２年度から） 

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

子どもから 101 162 184 135 248 130 3 9 10
大人から 155 135 148 143 119 40 44 51 34
合計 256 297 332 278 367 170 47 60 44
案件数 68 36 63 81 38 28 23 32 23
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②相談受付状況 

平成３０年度は、案件数は２３件で、相談延べ件数は４４件でした。 

案件数の内訳としまして、子ども本人からの相談は９件（３９％）、大人からの相談は１４

件（６１％）でした。男女別では、女性からの相談が１９件（８３％）、男性からは３件（１

３％）、性別不詳の相談が 1件（４％）となっています。 

③相談者・相談対象者の内訳 

    相談者の内訳は、保護者が１４件（６１％）、高校生等が３件（１３％）、中学生が１件（４％）、

小学生が４件（１８％）でした。不明が 1件（４％）ありました。 

    相談対象者の内訳をみると、高校生等が７件（３０％）、中学生が５件（２２％）、小学生

が８件（３５％）、就学前が１件（４％）、不明が２件（９％）でした。 

④相談形態   

    相談形態としては、（案件１件につき、複数回の相談となる場合があるため）相談延べ件数

での内訳で示しますと、電話３８件（８６％）、来室４件（９％）、訪問２件（５％）となっ

ています。

⑤相談内容 

    相談内容は、件数順に「子育ての悩み」が５件（２２％）、「家庭生活上の悩み」、「身体的

な悩み」がそれぞれ３件（各１３％）、「交友関係」、「不登校」がそれぞれ２件（各９％）、「い

じめ」、「教師の指導上の問題」、「学校生活の悩み」、「男女関係の悩み」、「精神的な悩み」が

それぞれ 1件（各４％）で、その他の相談が３件（１３％）でした。 

⑥相談対象者別相談内容 

  就学前については、家庭生活上の悩み相談となっています。小学生については、子育ての

悩みが多く、次いで、身体的な悩み、家庭生活上の悩みがあり、いじめや交友関係の悩みが

続きました。中学生でも、子育ての悩みが多く、次に、学校生活の悩み、教師の指導上の問

題、不登校の相談となっています。高校生等では、子育ての悩みに並んで精神的な悩みが多

く、次いで、家庭生活上の悩み、不登校の相談があり、男女関係の悩みや交友関係の悩みが

挙がっています。 
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〔単位：件〕 

＜関係機関との連携＞ 

・市内にある子どもに関わる相談窓口（適応指導教室・青少年補導センター・教育センター・

伊賀少年サポートセンター・県教委生徒指導担当）との相談機関打合せ会を通じて、連携を

図りました（月１回）。 

・名張市校外生活指導連絡協議会に子ども相談員が参加しました（年６回）。 

・「名張少年サポートふれあい隊」に子ども相談員が所属し、直接、青少年と触れ合う活動に

参加しました（月１回）。 

（３） 子どもの権利の普及（広報・啓発活動） 

条例の趣旨が広く市民に理解されるよう、広報・啓発や研修事業を実施しました。 

＜子どもへの広報・啓発＞ 

① 子ども条例パンフレット配布等 

１学期に市内全ての小学１年生に子ども条例パンフレットと相談室案内カードを配布

しました。また、市内全ての高等学校・県立学校・工業高等専門学校にほっとライン plus

保存用のファイルと子ども条例パンフレットを配布しました。※小中学校へは、平成２９

年度に配布済み。配布の際には、市内全ての小学校及び中学校を訪問しました。 

② 子ども相談室便り「ほっとライン」発行 

平成３０年度より、小中学校共通で発行していた「ほっとライン」を、小学１年生から

３年生を対象にした「ほっとラインぷち」と、小学４年生から中学３年生を対象にした「ほ

っとライン」に再編し市内全小中学校に配布しました。また、ホームページへの掲載も行

いました。 

夏休み期間中には、放課後児童クラブの利用者へ子ども相談室周知チラシの配布を行い

ました。 

・平成３０年 ４月  ほっとライン通算第１５号発行、ほっとラインぷち１号発行 

・平成３０年 ７月  ほっとライン通算第１６号発行、ほっとラインぷち２号発行 

・平成３０年１２月  ほっとライン通算第１７号発行、ほっとラインぷち３号発行 

・平成３１年 ３月  ほっとライン通算第１８号発行、ほっとラインぷち４号発行 

③ 子ども相談室便り「ほっとライン ｐｌｕｓ」発行 

高等学校の生徒へ子ども相談室の紹介と子どもの権利の啓発のため、子ども相談室便り

「ほっとライン ｐｌｕｓ」を市内全高等学校・県立学校・工業高等専門学校に配布し、市

ホームページへも掲載しました。 

  平成３０年 ４月  第 ９号発行 

  平成３０年 ７月  第１０号発行 

  平成３０年１２月  第１１号発行 
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  平成３１年 ３月  第１２号発行 

④ 子ども条例パンフレットの作成 

子ども条例の周知のため、パンフレットを作成しました。

⑤ 小学校人権学習

子ども相談員と担当職員が小学校へ出向き、子どもの権利と子ども条例について授業を

実施しました。 

・桔梗が丘南小学校（３年生）平成３０年 ５月 ２日 

・名張小学校（５年生）   平成３０年１２月１１日

・蔵持小学校（３年生）   平成３０年１２月１２日 

・桔梗が丘南小学校（６年生）平成３１年 ２月２２日 

・桔梗が丘東小学校（６年生）平成３１年 ３月 ６日 

このほか、平成３０年４月１３日開催の市内小中学校長会議にて、名張市子ども条例を

授業で取り組んでいただけるよう検討をお願いしました。 

また、ふるさと学習「なばり学」への子ども条例の記載について検討を行いました。 

⑥ パネル展示 

各種催しに参加し、会場で条例啓発のパネル展示を行いました。 

比奈知地区文化祭                平成３０年１２月１日・２日

教育フォーラムｉｎなばり            平成３０年１２月１日 

第７０回人権週間記念行事「ふれ愛コンサート」  平成３０年１２月９日 

一ノ井解放文化祭                平成３１年 ２月１６日・１７日 

＜報道関係＞ 

・ＦＭなばり 「名張市子ども条例」と「名張市子どもの権利を考える週間」   
平成３０年１１月２１日～２８日[複数回放送] 

・広報なばり ばりっ子すくすく講演会について 平成３０年１１月１０日号 

  ＜大人への広報･啓発＞ 

① 子ども条例啓発チラシの配布等 

・人権・男女共同参画推進室と名張市人権・同和教育推進協議会が行う人権・同和問題企業研 

修会の実施に伴う事前の企業啓発訪問の資料に、子ども相談室案内チラシを加えて市内企業 

約３３０社に配布しました。 平成３０年９月中 

・一般社団法人名賀医師会を通じて、市内医療機関に子ども条例啓発チラシを配布しました。 

平成３１年２月１１日 

② 子ども条例に関する研修会の実施  

・名張市民生委員児童委員協議会連合会児童福祉部会において、名張市子ども条例とばりっ子

すくすく計画について、担当者より説明を行いました。 平成３０年６月１１日 

・伊賀人権擁護委員協議会委員研究会において、「みんなで参加したくなる『ばりっ子会議』を 

目指して～名張市子ども条例制定から１０年を経て～」と題して、ＭＩＫ運動推進委員会と 

子ども家庭室職員とで、子ども条例の説明と「ばりっ子会議」の活動報告を行いました。 

平成３０年１０月３０日 

・子ども相談員と担当職員が放課後児童クラブへ出向き、子どもの権利と子ども条例について、 

「子ども条例研修会」を実施しました。 平成３０年１２月４日 

・子ども条例や子育てについての理解を深めるため、市職員、 

地域づくり組織、「まちじゅう元気！ イクボス宣言なばり」  

賛同事業所を対象とした「子ども条例企業研修会」を、三重 

   県の講師派遣事業「職場及び地域における子育て応援講座」 

を活用し実施しました。５４人の参加がありました。 

平成３１年１月３１日 
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＜子ども相談員等研修活動＞ 

・豊田市子どもの権利擁護委員会・とよた子どもの権利相談室１０周年記念シンポジウム参加 

                            平成３０年８月４日 開催 

・伊賀地区における部落差別をはじめとするあらゆる差別撤廃に関する連絡協議会２０１８

年度第２回人権学習会参加               平成３１年１月２８日開催 

（４） 子ども会議（ばりっ子会議）〔「子ども条例推進事業」委託〕 

条例第２２条に基づき、市長が市政について子どもの意見を求めるため、子どもの自主的及び

自発的な取組により運営される子ども会議を「ばりっ子会議」と命名し開催しています。平成  

３０年度は、ばりっ子モール開催の話合いとともに市政への提言を行いました。 

平成３０年度は、ＭＩＫ運動推進委員会に事業委託し実施しました。 

＜市政への提言＞

ばりっ子会議で話し合った『名張を有名にしたい』、   

『新しい名物を作る』といった意見を市政への提言書と 

してまとめ、１２月１日開催の教育フォーラムにて市長 

へ提出しました。 

提出の際には、ポスターと名張の郷土菓子である「かた  

やき」をアイスクリームにトッピングした「かたやきアイ 

ス」の試食も行いました。 

また、『ばりっ子モール』で募った被災地支援の募金を 

市長へ手渡しした後、災害復旧で派遣された職員を通じて岡山県総社市へ渡すことができました。 

（５） 「子どもの権利を考える週間」行事（ばりっ子ひろば） 
〔「子ども条例推進事業」委託〕 

＜ばりっ子ひろば＞  

平成３０年１１月２３日に、名張市武道交流館いきいきにおいて、ばりっ子会議に参加している 

開催日 テーマ 参加者数 内容 

６月 10 日 
どんな名張市になったらいいかな？ 

どんな店があればいい？ 
２９名 

・ばりっ子会議の説明 

・自己紹介 

７月１5 日 

市長にお願いしたいことは？ 

ばりっ子モールではどんなお店が 

やりたいですか？ 

２４名 

・名張を有名にしたい 

・販売品目の検討 

・お店の種類ごとにグループ分け 

８月２６日 
名張を有名にするには？ 

参加するお店を決めよう 
２１名 

・かたやきアイスの提案 

・お店の名前を決める 

９月８日 お店の名前を決めましょう ２８名 
・看板づくり 

・準備物の検討 

１０月 6 日 役割分担 ２４名 
・役割分担の決定 

・ばりっ子モールまでの予定確認 

１1 月 4日 
抽選会 

最終確認 
２７名 

・ばりっ子モール参加者の抽選 

・ばりっ子美術館出品作品 

・カフェ商品の試作 

１１月２３日 ばりっ子ひろば開催 ３０名 ・「ばりっ子モール」 

１２月１日 教育フォーラム ７名 市政への提言 

１月２０日 反省会 ２０名 
・かたやきアイスの名称とルールの確認 

・ばりっ子モールの反省 
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子どもが中心になって、イベントの内容や目的、方法などを考えた「リアルお店屋さんごっこ『ば

りっ子モール』」が開催されました。 

 今回は、例年協力をいただいている名張Ｋｉｄｓサポータークラブに加え、皇學館大学生の協

力も得られ、かたやきアイスの感想やこんな名張市になってほしいという事についてアンケートを

行いました。会場には、銀行・宝くじ売場・お菓子屋・雑貨屋・お化け屋敷など子どもたちが制作

したお店もありました。入場を２部制にして、たくさんの人が来場できるようにしたり、お店の人

がお客に交代できるようにしたりするなど運営にも工夫を凝らしています。また、会場では被災地

支援の募金活動を行いました。子ども約３００人・保護者約１００人の参加がありました。 

（６） 子ども権利委員会 

条例第２３条に基づき、１０人の委員で構成された「名張市子ども権利委員会」（以下「権

利委員会」という。）は、平成１９年１１月に設置され、「ばりっ子すくすく計画」関連事業の

検証や計画の見直し、「ばりっ子すくすく講演会」等の開催に携わっています。 

また、子どもの政策に関しての審議会機能も担っています。 

＜子ども権利委員会の開催＞ 

・第１回 平成３０年 ６月 ５日   ・委員の委嘱 

・平成２９年度ばりっ子すくすく計画(第３次)関連事 

業実績報告 

・ばりっ子会議の運営について 

・第２回 平成３０年１０月 ４日   ・第二期名張市子ども・子育て支援事業計画（ばりっ 

子すくすく計画第４章）策定について 

・名張市子ども条例に基づく「ばりっ子すくすく計 

画」の平成２９年度実績報告と平成３０年度途中報 

告計画及び平成３１年度計画について 

・第３回 平成３１年 １月２９日   ・子ども・子育て支援法に基づく利用定員の協議につ 

いて 

・第二期名張市子ども・子育て支援事業計画（ばりっ 

子すくすく計画第４章）策定の進捗状況について 

・ばりっ子会議から市政への提言について 

＜ばりっ子すくすく講演会（名張市子ども条例啓発事   

業）の開催＞ 

平成３０年１２月２日、名張市役所大会議室で、

ばりっ子すくすく講演会を開催しました。 

講師に京都精華大学人文学部総合人文学科学修支

援センター長 住友 剛（すみとも つよし）さんを

迎え、「子どもの居場所としての学校・家庭・地域社

会―安心して『ほんとうのこと』が話せる場を創り

出すために―」と題して名張市子ども条例と子ども

の居場所について講演をいただきました。 

参加者からは、「子どもは誰かに迷惑をかけたり、心配されたりしながら、だんだん大人に
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なっていくもの」という気持ちは、ちょっと忘れていました。このことを心に留めておけば『待

つ』ことが出来ると思いました。」、「先生のお話の最後の部分『子ども条例の中身を日常生活

の場面に落とし入れてみる』、ここが納得できました。」等の感想をいただきました。約８０人

の参加がありました。 

（７） 子ども健全育成推進本部

市長の最高意思決定についての助言、その他重要事項の審議の機関として設置した庁議のメン

バーにより、条例第２１条に基づく「子ども健全育成推進本部」の開催を以下のとおり行いまし

た。 

＜子ども健全育成推進本部の開催＞ 

・平成３０年１１月 ７日   ・名張市子ども条例に基づく「ばりっ子すくすく計画」の推進

状況及び今後の予定について 

（８） その他の取組 

平成３０年１０月１４日に、第５２回三重県人権・同和教育研究大会において、「みんなで参 

加したくなる「ばりっ子会議」を目指して～名張市子ども条例制定から１０年を経て～」と題し 

て、ばりっ子会議の委託先であるＭＩＫ運動推進委員会と市職員で報告を行いました。 

（９） これからの取組と課題 

平成３０年度は、子ども条例の啓発について主に取り組みました。 

まず、子どもへの啓発として、市内全ての高等学校等に「ほっとライン plus」保存用のファ

イルと子ども条例のパンフレットを配布しました。小中学校共通で発行していた「ほっとライン」

を、小学１年生から３年生を対象にした「ほっとラインぷち」と、小学４年生から中学３年生を

対象にした「ほっとライン」に再編し市内全小中学校に配布しました。今後も、見やすい紙面づ

くりに努めます。 

また、子ども相談員や市職員が学校へ訪問し、子ども条例に関する授業を行いました。子ども

条例の当事者である子ども自身に、直接内容を伝える良い機会となることから、今後も更に多く

の学校を訪問できるよう努めます。 

  企業への啓発活動では、昨年度の初の試みとして、関係する部署と連携して、「まちじゅう元

気！イクボス宣言 なばり」賛同事業所に参加を呼びかけ研修会を行いました。 

また、昨年度から取り組んでいる「子ども相談室案内チラシ」の配布については、今年度も名

張市人権・同和教育推進協議会が行っている企業訪問の啓発資料にチラシを加えて、市内企業約

３３０社に配布しました。 

地域への啓発活動としては、地域での催しの際に会場で子ども条例啓発のパネル展示を行いま

した。今後も多くの方に周知できるよう内容を工夫し、更なる啓発に努めます。 

子ども相談室については、子どものコミュニケーションツールがＳＮＳ中心となってきている

ものの、無料で電話がかけられ相談できる子ども向け相談電話通話無料サービス「ばりっ子ほっ

とライン」は重要であるといえます。また、子ども相談室では「困りごと」についての相談のみ

でなく、日常の出来事を話せる・聞いてもらえる場であることを、「ほっとライン」等の通信や

「ばりっ子モール」等の催しの際に啓発しました。今後は、子どもたちにとって気軽に相談でき

る場になるよう更に周知に取り組みます。 

次に、「ばりっ子会議」では、例年の名張Ｋｉｄｓサポータークラブに加え、皇學館大学生の

サポートも得られ、子ども権利週間行事「ばりっ子ひろば」での「リアルお店屋さんごっこ『ば

りっ子モール』」を開催することができました。また、『名張を有名にしたい』、『新しい名物を作

る』といった意見をまとめ、市政への提言を行うことができました。市政への提言をきっかけに、

子どもたちのアイデアである「かたやきアイス」が実現することになりました。 

一方で、これらの活動の中で、学校に行きづらい子どもも参加しており、「ばりっ子会議」が
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子どもの居場所としての側面があることを認識することができました。 

今後も、名張市で暮らす全ての子どもが、安全・安心に成長できるよう、行政、地域、企業、

家庭、学校等が連携して、子ども施策の推進に取り組みます。 
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２．ばりっ子すくすく計画(第４次)　具体的施策進捗状況（平成３１年３月末現在）

A
進んだ

B
ある程度
進んだ

C
あまり進ま
なかった

D
進まな
かった

E
未着手

-
評価外

12 4 7 5 0 0 0 0

61 25 47 13 0 0 0 1

33 25 19 11 3 0 0 0

3 3 2 1 0 0 0 0

6 5 2 4 0 0 0 0

6 1 5 1 0 0 0 0

5 2 5 0 0 0 0 0

22 17 13 7 2 0 0 0

6 4 4 2 0 0 0 0

6 3 3 3 0 0 0 0

8 3 5 3 0 0 0 0

6 5 1 5 0 0 0 0

24 23 9 12 3 0 0 0

198 120 122 67 8 0 0 1

130
※ 事業の進捗状況については、事業目標の達成率を各担当室の自己評価にて分類しています。
A：進んだ（100％） D：進まなかった（60％未満）
B：ある程度進んだ（80％以上100％未満） E：未着手

C：あまり進まなかった（60％以上80％未満） ―：評価外

２ヶ所重複の事業数 42
３ヶ所重複の事業数 6
４ヶ所重複の事業数 3
６ヶ所重複の事業数 1
重複分を除く実事業数 78

上記事業の重複分を除く実事業数

１．家庭教育を支援し、明るくいきい
き子育てができるようにします。

４．社会のルールを守り、自立する
心を育みます。

５．地域とともにある学校づくりを進
めます。

７．職員の専門性の向上を図りま
す。

３．守られる

１．いじめ、虐待はしません、許しま
せん。

２．地域とともに子どもを守ります。

４．参加する

１．子どもが、積極的に参画できる
機会と場を広げます。

２．居場所を確保し、体験活動を支
援します。

合計

６．学校教育等を充実させ、生きる
力・豊かな心を育みます。

　　(1)　進捗状況総括表（平成３１年３月末現在）

基本的視点・行動計画 事業数

他の行動
計画と重
複する事
業

１．生きる

事業の進捗状況

１．子どもの権利、命の大切さを学
ぶ機会を提供します。

２．子どもの健康を守ります。

２．育まれる

２．地域での子育てを応援します。

３.企業や市民団体の子育てを応援
します。
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周知・
啓発
の徹
底

内容
見直
し、手
法の
工夫

担当・
スタッ
フ育
成・人
材確
保

関係
機関と
の連
携強
化

組織
強化・
体制
づくり

事業
検証

事業・
サービ
スの充
実

状況
把握

財源
確保

国県
への
要望

その
他

12 5 4 3 5 0 0 3 0 1 0 0

61 20 12 8 27 16 2 18 6 2 2 1

33 13 6 7 16 5 3 8 6 2 0 0

3 0 2 1 0 0 0 2 0 0 0 0

6 1 2 2 2 2 0 4 1 0 0 0

6 2 0 3 4 0 0 0 0 0 0 1

5 1 1 2 3 2 0 0 0 0 0 0

22 1 12 6 5 1 0 5 0 0 0 0

6 1 2 3 1 1 0 0 1 0 0 0

6 2 0 2 2 2 0 1 1 0 0 0

8 1 1 0 1 2 1 4 1 0 0 0

6 0 4 1 3 1 0 1 1 0 0 0

24 13 15 5 2 0 9 1 3 0 0 0

198 60 61 43 71 32 15 47 20 5 2 2

130

２．地域とともに子どもを守ります。

１．子どもの権利、命の大切さを学
ぶ機会を提供します。

　　(2)　事業推進に係る今後の課題（平成３１年３月末現在）

基本的視点・行動計画 事業数

事業推進に係る今後の課題

 １．生きる

２．子どもの健康を守ります。

２．育まれる

２．居場所を確保し、体験活動を支
援します。

合計

上記事業の重複分を除く実事業数

７．職員の専門性の向上を図りま
す。

３．守られる

１．家庭教育を支援し、明るくいき
いき子育てができるようにします。

 ４．参加する

１．子どもが、積極的に参画できる
機会と場を広げます。

６．学校教育等を充実させ、生きる
力・豊かな心を育みます。

２．地域での子育てを応援します。

３.企業や市民団体の子育てを応援
します。

４．社会のルールを守り、自立する
心を育みます。

５．地域とともにある学校づくりを進
めます。

１．いじめ、虐待はしません、許しま
せん。

13



ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

・相談件数　30件
主な内容：子育て
の悩み8件/交友関
係6件/不登校に関
すること6件/いじめ
に関すること3件/
学校生活の悩み2
件/家庭生活上の
悩み1件/精神的問
題1件/その他3件
・子どもの権利救済
の申立て件数　0件

・相談件数　44件
主な内容：子育て
の悩み14件/家庭
生活上の悩み8件/
精神的問題5件/不
登校に関すること4
件/身体に関するこ
と3件/いじめに関
すること2件/交友
関係2件/教師の指
導上の問題1件/学
校生活の悩み1件/
男女関係の悩み1
件/その他3件
・子どもの権利救済
の申立て件数　0件

・相談業務継続 ・相談業務継続

今後の課題

・子ども条例の周知をさらに広めるため、今までの事業の充実を図りながら、小中学校・
地域・企業等市民への啓発活動に努めます。
・権利救済委員会が名張市いじめ防止基本方針のなかでいじめ問題の諮問機関として
位置づけられていることから、組織としての活動の充実が求められます。

目標の進捗状況

（2）　地域とともに子どもを守ります。
④ 子どもの権利侵害に対する相談、援助及
び救済体制を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

・総合福祉センター
「ふれあい」に子ど
もの権利に関する
相談室を開設し、
18歳以下の子ども
からの相談に直接
応じ、関係機関と
連携し問題の解決
を図ります。
・子どもの権利侵害
を救済するために
子どもの権利救済
委員会を設置し、
弁護士や学識経験
者3人が対応しま
す。市や関係機関
に対して勧告や是
正の要望を出すこ
とができます。（１）

・相談件数　60件
主な内容：/子育て
の悩み27件/家庭
生活上の悩み11件
/教師の指導上の
問題5件/不登校に
関すること4件/学
校生活の悩み3件/
いじめに関すること
3件/その他7件
・子どもの権利の救
済の申立て件数　0
件

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・相談業務継続

目
標
値
等

Ｂ　 Ｂ

（令和元年８月末現在）

事業名 　子ども相談室・相談事業

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

３　守られる権利

担当部室名

基本的視点区分 行動計画

１　生きる権利
(1) 子どもの権利、命の大切さを学ぶ機
会を提供します。

① 子どもの権利侵害に対する相談、支援と救
済を実施します。

福祉子ども部

子ども家庭室

具体的施策

事業の概要

・相談業務継続

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

実
績
値
等
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

（令和元年８月末現在）

② 差別を許さない子どもを育成するため、人
権教育を充実します。

・部落差別をはじめ
あらゆる差別の現
実に深く学び、全
ての学校で人権・
同和教育を推進
し、人権意識を高
め、差別を許さない
子どもを育てます。
(２)

　教育委員会事務局

　学校教育室

事業の概要

事業名 　人権教育の推進

具体的施策

担当部室名

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

今後の課題
・人権・同和教育を推進するに当たり、人権意識を高め、差別を許さない子どもを育てる
ために、各校での部落問題学習のあり方を見直していく必要があります。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

・学校人権・同和教
育推進委員会　年
間7回
・中学校区別研修
会の実施　各中学
校区年間2～3回
・各中学校区別「部
落問題を考える小
学生のつどい」（6
年生対象）の実施
・ヒューマンライツ
（中学生対象）、生
徒実行委員会5回
の実施
・担当者研修会1回

A A

・学校人権・同和教
育推進委員会　年
間6回
・中学校区別研修
会の実施　各中学
校区　年間2～3回
・各中学校区別「部
落問題を考える小
学生のつどい」（6
年生対象）
・ヒューマンライツ
（中学生対象）、生
徒実行委員会　5
回
・担当者研修会1回

目
標
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

・学校人権・同和教育
推進委員会を実施
しました。（7回）
・中学校区別研修会
を実施しました。（各
中学校区　2～3回）
・各中学校区別「部落
問題を考える小学生
のつどい」（6年生対
象）を実施しました。
・ヒューマンライツ（中
学生対象）生徒実行
委員会を実施しまし
た。（5回）
・担当者研修会を実
施しました。（1回）

・学校人権・同和教
育推進委員会　2
回/年間7回
・中学校区別研修
会の実施　各中学
校区　1回/年間2
～3回
・各中学校区別「部
落問題を考える小
学生のつどい」（6
年生対象）計画中
・ヒューマンライツ
（中学生対象）計画
中、生徒実行委員
会　２回/5回
・担当者研修会の
実施　1回

目標の進捗状況

(1) 子どもの権利、命の大切さを学ぶ機
会を提供します。

１　生きる権利

・学校人権・同和教
育推進委員会　年
間7回
・中学校区別研修
会の実施　各中学
校区年間2～3回
・各中学校区別「部
落問題を考える小
学生のつどい」（6
年生対象）を実施
します。
・ヒューマンライツ
（中学生対象）、生
徒実行委員会5回
・担当者研修会1回

・学校人権・同和教
育推進委員会　年
間7回
・中学校区別研修
会の実施　各中学
校区年間2～3回
・各中学校区別「部
落問題を考える小
学生のつどい」（6
年生対象）を実施
します。
・ヒューマンライツ
（中学生対象）、生
徒実行委員会5回
・担当者研修会1回

・学校人権・同和教
育推進委員会　年
間7回
・中学校区別研修
会の実施　各中学
校区年間2～3回
・各中学校区別「部
落問題を考える小
学生のつどい」（6
年生対象）の実施
・ヒューマンライツ
（中学生対象）、生
徒実行委員会5回
の実施
・担当者研修会1回
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

１　生きる権利
(1) 子どもの権利、命の大切さを学ぶ機
会を提供します。

② 差別を許さない子どもを育成するため、人
権教育を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・人権週間行事ふ
れ愛コンサートや
人権作文、ポス
ター製作を通じて
人権意識を高め、
差別を許さない子
どもを育てます。(３)

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・人権作品展、ふ
れ愛コンサートでの
表彰、優秀作品の
啓発物品（ポケット
ティッシュ）や啓発
ポスターへの転
用、また人権作品
集も作成します。
・H29年12月人権
週間記念行事ふれ
愛コンサートを開催
し、参加者約650人
を目標にします。

・人権作品展、ふ
れ愛コンサートでの
表彰、優秀作品の
啓発物品（ポケット
ティッシュ）や啓発
ポスターへの転
用、また人権作品
集も作成します。
・H30年12月人権
週間記念行事ふれ
愛コンサートを開催
し、参加者約650人
を目標にします。

・人権作品展、ふ
れ愛コンサートでの
表彰、優秀作品の
啓発物品（ポケット
ティッシュ）や啓発
カレンダーへの転
用、また人権作品
集も作成します。
・H31年度に人権
週間記念行事ふれ
愛コンサートを開催
し、参加者約650人
を目標にします。

・人権作品展、ふ
れ愛コンサートでの
表彰、優秀作品の
啓発物品（ポケット
ティッシュ）や啓発
カレンダーへの転
用、また人権作品
集も作成します。
・R1年度に人権週
間記念行事ふれ愛
コンサートを開催
し、参加者約650人
を目標にします。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業名 　人権教育の推進 担当部室名
地域環境部

人権・男女共同参画推進室（人権啓発担当）

令和元年度目標値（取組予定）

令和2年度実施状況（8月末現在）

今後の課題
・人権作品への取組について、高校生からの応募が低調です。高校との連携強化を図り
ます。
・ふれ愛コンサートへの子どもの参加が低調です。

実
績
値
等

・人権作品展、ふ
れ愛コンサートでの
表彰、優秀作品の
啓発物品（ポケット
ティッシュ）や啓発
カレンダーへの転
用、また人権作品
集も作成する予定
で進めています。
・R1年12月8日人権
週間記念行事ふれ
愛コンサートを開催
し、参加者約650人
を目標にします。

令和元年度実施状況（8月末現在）

・人権作品展、ふ
れ愛コンサート第1
部での表彰、優秀
作品の啓発物品
（ポケットティシュ）
や啓発カレンダー
への転用、また人
権作品集も作成し
ました。
・Ｈ29年12月10日
人権週間ふれ愛コ
ンサートを開催し
（名張市人権セン
ターに業務委託）、
約700人が参加しま
した。

・人権作品展、ふ
れ愛コンサートでの
表彰、優秀作品の
啓発物品（ポケット
ティッシュ）や啓発
カレンダーへの転
用、また人権作品
集も作成しました。
・H30年12月9日人
権週間記念行事ふ
れ愛コンサートを開
催し（名張市人権
センターに業務委
託）、約650人が参
加しました。

目標の進捗状況 Ａ Ａ
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

１　生きる権利
（１） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

② 差別を許さない子どもを育成するため、人
権教育を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・人権学習会等で
活用するための啓
発用映像教材の貸
出しを行っていま
す。幼児・児童を対
象に作られた命や
平和の大切さを描
いたビデオなどもあ
り、主に保育所(園)
や幼稚園での親子
映画会や学習会で
利用されています。
(４)

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・H29年度映像教
材貸出（H29/4～
H30/3）
貸出回数　50回
貸出作品数　20作
品

・H30年度映像教
材貸出（H30/4～
H31/3）
貸出回数　50回
貸出作品数　20作
品

・H31年度映像教
材貸出（H31/4～
H32/3）
貸出回数　50回
貸出作品数　20作
品

・R2年度映像教材
貸出（R2/4～
R3/3）
貸出回数　50回
貸出作品数　20作
品

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業名 　啓発用映像教材等貸出し 担当部室名
地域環境部

人権・男女共同参画推進室（人権啓発担当）

令和元年度目標値（取組予定）

令和2年度実施状況（8月末現在）

今後の課題

・現在、映像教材を活用する手段が、VHSからDVDに移行し、保育所・幼稚園等への貸
出に必要な教材（DVD）の購入が必要となっています。今後、市及び関連機関への予算
要望等と共に、三重県や近隣自治体、また名張市人権センターをはじめとした各地の人
権関連機関・団体の視聴覚ライブラリーとの連携を強化し、教材内容の充実を図ります。
(H28年度から映像教材貸出窓口を名張市人権センターへ一本化）

実
績
値
等

・R1年度映像教材
貸出（H31/4～
R1/8）
貸出回数　28回
貸出作品数　19作
品

令和元年度実施状況（8月末現在）

・H29年度映像教
材貸出（H29/4～
H30/3）
貸出回数　23回
貸出作品数　17作
品

・H30年度映像教
材貸出（H30/4～
H31/3）
貸出回数　47回
貸出作品数　31作
品

目標の進捗状況 Ｂ Ｂ
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

Ａ Ａ

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
社会教育・学校教
育両分野における
各種学習会へ講
師、助言者、ゲスト
ティーチャーとして
派遣します。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
社会教育・学校教
育両分野における
各種学習会へ講
師、助言者、ゲスト
ティーチャーとして
派遣しました（H29
年度3月末現在219
回）。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
社会教育・学校教
育両分野における
各種学習会へ講
師、助言者、ゲスト
ティーチャーとして
派遣しました（H30
年度3月末現在183
回）。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
社会教育・学校教
育両分野における
各種学習会へ講
師、助言者、ゲスト
ティーチャーとして
派遣しました（R1年
度8月末現在43
回）。

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・学習効果を高めるため、これらの職員は自己研鑽を重ね資質向上に努めるとともに、
学校など学習会主催者と連携を密にします。

今後の課題

１　生きる権利

事業の概要

目
標
値
等

目標の進捗状況

◇事業の概要及び目標・実績

（１） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

・人権に関する人
材バンクを作り、講
師派遣を行ってい
ます。(５)

実
績
値
等

② 差別を許さない子どもを育成するため、人
権教育を充実します。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
社会教育・学校教
育両分野における
各種学習会へ講
師、助言者、ゲスト
ティーチャーとして
派遣します。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
社会教育・学校教
育両分野における
各種学習会へ講
師、助言者、ゲスト
ティーチャーとして
派遣します。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
社会教育・学校教
育両分野における
各種学習会へ講
師、助言者、ゲスト
ティーチャーとして
派遣します。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

（令和元年８月末現在）

行動計画 具体的施策

事業名 　人権学習会への講師派遣 担当部室名
地域環境部

人権・男女共同参画推進室（人権啓発担当）
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・道徳教育全体計
画や道徳年間指導
計画に基づく指導
及び、あらゆる活動
を通して、子どもの
権利についての学
習を進めます。

・特別の教科道徳
教育をはじめ、あら
ゆる教科や教育活
動を通して、子ども
の権利について、
正しい認識を深め
命の大切さを学習
します。

・特別の教科道徳
教育をはじめ、あら
ゆる教科や教育活
動を通して、子ども
の権利について、
正しい認識を深
め、実生活と結び
つけて命の大切さ
を学習します。

・特別の教科道徳
教育をはじめ、あら
ゆる教科や教育活
動を通して、子ども
の権利について、
正しい認識を深め
る学習を進めます。

基本的視点区分

（1） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

行動計画 具体的施策

（令和元年８月末現在）

　教育委員会事務局

　学校教育室
　子どもの権利学習

・道徳をはじめ、あ
らゆる教育活動の
中で、子どもの権
利についての認識
を深める学習を進
めます。(６)

③ 子どもの権利について正しい認識を深める
学習を進めます。

◇事業の概要及び目標・実績

事業名 担当部室名

１　生きる権利

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

今後の課題
・一人一人の子どもが、実生活と結び付けながら、権利についての学習を更に深めてい
くとともに、子どもの発達段階に応じた指導を行っていく必要があります。

目標の進捗状況

事業の概要

目
標
値
等

実
績
値
等

・道徳教育全体計
画をもとに、あらゆ
る教育活動の中
で、子どもの権利に
ついての学習を進
めました。

B A

・道徳教育全体計
画をもとに、あらゆ
る教育活動の中
で、子どもの権利に
ついての学習を進
めました。

・道徳教育全体計
画をもとに、あらゆ
る教育活動の中
で、子どもの権利に
ついての学習を進
めています。

19



ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

目
標
値
等

事業の概要

基本的視点区分

１　生きる権利

行動計画 具体的施策

（1） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

③ 子どもの権利について正しい認識を深める
学習を進めます。

令和2年度目標値（取組予定）

・「子どもの人権」そ
のものを取り上げる
だけでなく、「子ども
とのかかわりや会
話をきっかけにさま
ざまな人権課題に
ついて考える」とい
う手法を用いること
で、読者により身近
に感じていただけ
る記事づくりに努め
ます。

事業名

・「子どもの人権」そ
のものを取り上げる
だけでなく、「子ども
とのかかわりや会
話をきっかけにさま
ざまな人権課題に
ついて考える」とい
う手法を用いること
で、読者により身近
に感じていただけ
る記事づくりに努め
ました。

　子どもの権利学習 担当部室名
地域環境部

人権・男女共同参画推進室（人権啓発担当）

・「子どもの人権」そ
のものを取り上げる
だけでなく、「子ども
とのかかわりや会
話をきっかけにさま
ざまな人権課題に
ついて考える」とい
う手法を用いること
で、読者により身近
に感じていただけ
る記事づくりに努め
ます。

・「子どもの人権」そ
のものを取り上げる
だけでなく、「子ども
とのかかわりや会
話をきっかけにさま
ざまな人権課題に
ついて考える」とい
う手法を用いること
で、読者により身近
に感じていただけ
る記事づくりに努め
ます。

◇事業の概要及び目標・実績

・「子どもの人権」そ
のものを取り上げる
だけでなく、「子ども
とのかかわりや会
話をきっかけにさま
ざまな人権課題に
ついて考える」とい
う手法を用いること
で、読者により身近
に感じていただけ
る記事づくりに努め
ます。

平成30年度目標値（取組予定）平成29年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

今後の課題
・より多くの市民に「子どもの人権」について主体的に考えていただけるよう記事の内容
を工夫します。

目標の進捗状況

実
績
値
等

・広報なばりの人権
啓発コーナー「ひま
わり」で、毎年数回
「子どもの人権」を
テーマに取り上げ
ます。(７)

・「子どもの人権」そ
のものを取り上げる
だけでなく、「子ども
とのかかわりや会
話をきっかけにさま
ざまな人権課題に
ついて考える」とい
う手法を用いること
で、読者により身近
に感じていただけ
る記事づくりに努め
ています。

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

Ｂ Ｂ

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・「子どもの人権」そ
のものを取り上げる
だけでなく、「子ども
とのかかわりや会
話をきっかけにさま
ざまな人権課題に
ついて考える」とい
う手法を用いること
で、読者により身近
に感じていただけ
る記事づくりに努め
ました。
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

・地域の小・中・高
生の積極的な受け
入れを継続します。
・看護大学及び保
育士などの養成大
学生の実習を受け
入れます。
・中学校2・3年生の
職場体験を受け入
れます。
・中高生と赤ちゃん
のふれあい体験を
実施します。

Ｂ Ｂ

・地域の小・中・高
生の積極的な受け
入れを継続します。
・看護大学及び保
育士などの養成大
学生の実習を受け
入れます。
・中学校2・3年生の
職場体験を受け入
れます。
・中高生と赤ちゃん
のふれあい体験を
実施します。

・地域の小・中・高
生の積極的な受け
入れを継続します。
・看護大学及び保
育士などの養成大
学生の実習を受け
入れます。
・中学校2・3年生の
職場体験を受け入
れます。
・中高生と赤ちゃん
のふれあい体験を
実施します。

・地域の小・中・高
生来館(3,506人）
・つつじが丘幼稚
園・桔梗が丘小学
校訪問・名張高校
華道部
・桔梗が丘高校3年
(19人）
・出前トーク桔梗が
丘小学校3年
・看護大学・大学生
受け入れ（21人）
・桔梗が丘中学校3
年生の職場体験受
入れ(1人）
・中高生と赤ちゃん
のふれあい体験実
施(台風のため中
止）

・地域の小・中・高生来
館(2,822人）
・桔梗が丘小学校３年
生訪問（82人）
・桔梗が丘南小学校１．
２年生訪問
・桔梗が丘保育園４歳
児訪問
・つつじが丘幼稚園2歳
児訪問
・看護大学・大学生受け
入れ（３人）
・桔梗が丘中学校・名張
中学校３年生の職場体
験受入れ(３人）
・中高生と赤ちゃんのふ
れあい体験実施(鴻之
台・希央台地域の広場
で実施中学生9人・高校
生14人）　　　　　　　・青
峰高校3年生訪問（5
人）
・名張高校華道部交流
(7人）

・地域の小・中・高
生来館(1,235人）
・桔梗が丘小学校３
年生訪問（92人）
・桔梗が丘保育園4
歳児訪問
・看護大学・大学生
受け入れ
・青峰高校3年生訪
問
・中高生と赤ちゃん
のふれあい体験実
施(鴻之台・希央台
地域の広場で実施
中学生5人・高校生
15人）

今後の課題
・視察やボランティアの依頼があれば積極的に受け入れていますが、各学校に年度初
めに各施設の事業概要などを広報し、活動の機会を増やす必要があります。

目
標
値
等

・次世代の担い手
である小中高大学
生が乳幼児と触れ
合い、かかわりを持
つことで、将来、子
どもを生み育てる
意欲が高まるような
取組を実施しま
す。（８）

事業の概要

目標の進捗状況

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・地域の小・中・高
生の積極的な受け
入れ継続
・看護大学及び保
育士などの養成大
学生の実習受入れ
・桔梗が丘中学校2
年生の職場体験受
入れ
・中高生と赤ちゃん
のふれあい体験実
施

◇事業の概要及び目標・実績

基本的視点区分

（令和元年８月末現在）

担当部室名
福祉子ども部

１　生きる権利
（1） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

行動計画

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

④ 義務教育段階から乳幼児と触れ合い、世
話をする体験を持つことで命の大切さを実感
できるようにします。

健康・子育て支援室
事業名

　地域子育て支援センター・保育所幼
稚園でのふれあい活動

具体的施策
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

・Ｈ29年11月30日
に要保護児童対策
及びDV対策地域
協議会と共催で、｢
ばりっ子すくすく講
演会(子ども条例啓
発講演会)」を開
催。
・教育フォーラムｉｎ
なばり、比奈知地
区文化祭、一ノ井
解放文化祭、第６9
回人権週間記念行
事「ふれ愛コンサー
ト」等に参加し、会
場にてパネル展
示。
・市内企業330社
に、子ども条例・子
ども相談室周知チ
ラシを配布。
・H30年3月5日株
式会社ベルウイン
グサービスで企業
内研修を実施。
・市内小学校で子
ども条例啓発授業
を実施。

・Ｈ30年12月2日に
｢ばりっ子すくすく
講演会(子ども条例
啓発講演会)」を開
催。
・教育フォーラムｉｎ
なばり、比奈知地
区文化祭、一ノ井
解放文化祭、第70
回人権週間記念行
事「ふれ愛コンサー
ト」等に参加し、会
場でパネル展示。
・市内企業330社
に、子ども条例・子
ども相談室周知チ
ラシを配布。
・H31年1月31日三
重県の講師派遣事
業「職場及び地域
における子育て応
援講座」を活用し
子ども条例企業研
修会を実施。
・市内小中学校で
子ども条例啓発授
業を実施。

・子ども条例についてあらゆる機会を捉えて市民に啓発する必要があります。また、啓発
のための資料も、子どもを含む市民とともに作成するなど市民との連携を図ることが必要
です。

目標の進捗状況

今後の課題

・子ども条例のリー
フレット配布（小中
高）、子ども相談室
のカードを配布しま
す。
・子ども条例に関わ
る研修会等を開催
します。(９)

A　 A　

⑤ 子どもを条例の周知について更に取組を
進めます。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利
（1） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

実
績
値
等

（令和元年８月末現在）

事業名
　子ども条例及び子ども権利週間の周
知

担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

事業の概要

・教育フォーラムｉｎ
なばり、比奈知地
区文化祭、一ノ井
解放文化祭、第71
回人権週間記念行
事「ふれ愛コンサー
ト」等に参加し、会
場でパネル展示予
定。
・錦生市民センター
祭にてパネル展示
及び工作教室開催
予定。
・市内企業250社
に、子ども条例・子
ども相談室周知チ
ラシを配布予定。
・市内企業へ、企
業内研修を実施予
定。
・市内小中学校で
子ども条例啓発授
業を実施予定。

・｢ばりっ子すくすく
講演会(子ども条例
啓発講演会)」を開
催し、市民とともに
子ども条例につい
て意見交換を行い
ます。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・｢ばりっ子すくすく
講演会(子ども条例
啓発講演会)」を開
催し、市民とともに
子ども条例につい
て意見交換を行い
ます。

・｢ばりっ子すくすく
講演会(子ども条例
啓発講演会)」を開
催し、市民とともに
子ども条例につい
て意見交換を行い
ます。

・｢ばりっ子すくすく
講演会(子ども条例
啓発講演会)」を開
催し、市民とともに
子ども条例につい
て意見交換を行い
ます。

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

４　参加する権利

今後の課題
・ばりっ子会議の参加者を増やす工夫と、会議を支援するスタッフの育成が必要です。
・ばりっ子会議の意義や様子を広報し、子どもの参加を増やす必要があります。

実
績
値
等

目標の進捗状況

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・子どもの思いを市
政に反映するため
子ども会議を開催
します。(１０)

・子ども会議（ばりっ
子会議）を開催し、
子どもの思いを要
望書にまとめ、市長
に提出する予定で
す。

・子ども会議（ばりっ
子会議）を開催し、
子どもの思いを要
望書にまとめ、市長
に提出する予定で
す。

・子ども会議（ばりっ
子会議）を開催し、
子どもの思いを要
望書にまとめ、市長
に提出する予定で
す。

・子ども会議（ばりっ
子会議）を開催し、
子どもの思いを要
望書にまとめ、市長
に提出する予定で
す。

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

（令和元年８月末現在）

① 市政について、子どもの意見を求める子ど
も会議を開催します。

行動計画

　子ども会議･子ども権利週間行事の企
画

（1） 子どもたちが積極的に参画できる
機会と場を広げます。

基本的視点区分

１　生きる権利
（1） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

⑥ 子どもが自己肯定感をもち、自分の思いを
表現する力を育てます。

福祉子ども部

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

担当部室名事業名
子ども家庭室

具体的施策

Ｂ　 A

平成29年度実績（3月末現在）

・「子ども条例推進
事業」委託として
MIK運動推進委員
会に委託。
・子ども会議(ばりっ
子会議)開催9回。

・「子ども条例推進
事業」委託として
MIK運動推進委員
会に委託。
・子ども会議(ばりっ
子会議)開催9回
・市政への提言とし
て皇學館大学の協
力のもと「かたやき
アイス」と「名張を有
名にするためのポ
スター」を提出。
・ばりっ子会議より、
平成30年7月の豪
雨災害の復興に役
立ててもらうよう、
「ばりっ子モール」
の際に集めた募金
を提出。

・「子ども条例推進
事業」委託として
MIK運動推進委員
会に委託。
・子ども会議(ばりっ
子会議)開催予定７
回のうち3回開催。
・市政への提言に
ついては、皇學館
大学のＣＬＬ（Ｃｏｍ
ｍｕｎｉｔｙ　Ｌｅａｒｎｉｎ
ｇ　Ｌａｂｏ）事業を活
用して作成予定。
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今後の課題
・年々、低年齢児（0～2歳）の育児休暇明け予約希望も含めた入所希望が高まってお
り、また一方、全国的にもみられる保育士の不足状況もあり、待機児童解消に向けた対
策が喫緊の課題です。

目標の進捗状況

基本的視点区分 行動計画

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

Ａ Ａ

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

目
標
値
等

事業の概要

・児童福祉法及び
子ども・子育て支援
法に基づき、保護
者の労働又は疾病
等の事由により、保
育が必要と認めら
れる乳児、幼児又
は児童を保育所
（園）等に受け入れ
て保育する事業で
す。(市内保育所
（園）15園)（１１）

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・受け入れ児童数
1,600人
3歳未満児　600人
3歳以上児　1,000
人
（保育所（園）14園・
認定こども園2施
設）

・受け入れ児童数
1,687人
3歳未満児　638人
3歳以上児　1,049
人
（保育所（園）12園・
認定こども園5施
設）

２　育まれる権利
(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

③　就学前の保育・教育を充実します。

（令和元年８月末現在）

事業名

具体的施策

実
績
値
等

担当部室名　通常保育
福祉子ども部

１　生きる権利
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

(2)　子どもの健康を守ります。

・受け入れ児童数
1,678人
3歳未満児　638人
3歳以上児　1,049
人
（保育所（園）12園・
認定こども園5施
設）

・受入人数　1,645
人
３歳未満　712人
３歳以上　933人

・受入人数　1,635
人
３歳未満　683人
３歳以上　952人

・受入人数　1,554
人
３歳未満　549人
３歳以上　1,005人

・受け入れ児童数
1,600人
3歳未満児　600人
3歳以上児　1,000
人
（保育所（園）13園・
認定こども園3施
設）
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２　育まれる権利
(１) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

２　育まれる権利
(１) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。

（令和元年８月末現在）

事業名 　地域子育て支援拠点事業 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・箇所数　5箇所
（公立1・私立2・かがや
き・つくし）
・ひろばの利用、育児相
談、育児講演、保育無
料体験（半日）等のサー
ビス提供
・各施設に応じ、お便り
（予定・活動内容等）作
成。市ホームページに
掲載。
・担当者連絡会議
毎月第3金曜日16時30
分～

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・箇所数　5箇所
（公立1・私立2・かがや
き・つくし）

・箇所数　5箇所
（公立1・私立2・かがや
き・つくし）

事業の概要

目
標
値
等

・地域において子
育て家庭の保護者
と子どもの交流など
を促進する子育て
支援拠点を設置
し、地域の子育て
支援機能の充実を
図り、子育ての不安
等を緩和するととも
に、子どもの健やか
な育ちを促進しま
す。(１２)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

２　育まれる権利
(3) 企業や市民団体の子育てを応援し
ます。

① 子どもの育成に関する自主的な市民活動
を促進します。

・箇所数　5箇所
（公立1・私立2・かがや
き・つくし）
・ひろばの利用、育児相
談、育児講演、保育無
料体験（半日）等のサー
ビス提供
・各施設に応じ、お便り
（予定・活動内容等）作
成。市ホームページに
掲載。
・担当者連絡会議
毎月第3金曜日16時30
分～

今後の課題

・H29年度に私立保育園で新たに開所し、公立１・私立２・かがやき・つくしと計5箇所で実施しています。今後
も、地域の子育て支援機能・事業内容のさらなる充実を図ります。
・地域子育て支援の拠点間のみならず、関係機関との連携の強化により、育児不安や虐待のおそれがある
など、支援の必要な家庭への適切な働きかけが必要です。

目標の進捗状況

・箇所数　5箇所
（公立1・私立2・かがや
き・つくし）

＝公立１園と私立２園年
間実績＝
（かがやき・つくし以外の
数）

・子どもと妊婦の新規登
録
公立163人・私立294人
・総利用者（子ども・大
人・妊婦）
公立3,932人・私立
4,175人
・家庭支援相談件数
公立117件・私立40件
・保育無料体験者数
公立46人・私立51件
・広場事業利用者数（大
人・子ども）
公立1,838人・私立
1,530人

・箇所数　5箇所
（公立1・私立2・かがや
き・つくし）
・ひろばの利用、育児相
談、育児講演、保育無
料体験（半日）等のサー
ビス提供
・各施設に応じ、お便り
（予定・活動内容等）作
成。市ホームページに
掲載。
・担当者連絡会議
毎月第3金曜日16時30
分～
・子どもと妊婦の新規登
録
公立168人・私立362人
・総利用者（子ども・大
人・妊婦）公立2,870人・
私立5,808人
・家庭支援相談件数
公立202件・私立322件
・保育無料体験者数
公立40人・私立91件
・広場事業利用者数（大
人・子ども）
公立850人・私立1,989
人

・箇所数　5箇所
（公立1・私立2・かがや
き・つくし）
・ひろばの利用、育児相
談、育児講演、保育無
料体験（半日）等のサー
ビス提供
・各施設に応じ、お便り
（予定・活動内容等）作
成。市ホームページに
掲載。
・担当者連絡会議
毎月第3金曜日16時30
分～
・子どもと妊婦の新規登
録
公立137人・私立221人
・総利用者（子ども・大
人・妊婦）公立880人・私
立3,276人
・家庭支援相談件数
公立42件・私立246件
・保育無料体験者数
公立9人・私立35件
・広場事業利用者数（大
人・子ども）
公立308人・私立1,419
人

B B

◇事業の概要及び目標・実績
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令和元年度実施状況（8月末現在）

・契約箇所数　3箇
所
・ショートステイ事業
・トワイライトステイ
事業

・契約箇所数　3箇
所
・ショートステイ事業
・トワイライトステイ
事業

・契約箇所数　3箇
所
・ショートステイ事業
・トワイライトステイ
事業

令和2年度実施状況（8月末現在）

・契約箇所数　3箇
所
・ショートステイ事業
・トワイライトステイ
事業

（令和元年８月末現在）

事業名 　子育て短期支援事業 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

Ａ　 Ａ

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

(１) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

今後の課題
・親族などの支援を受けられない方が必要な場合、迅速に対応できるよう、関係機関と
の調整が必要です。

・保護者の疾病そ
の他の理由により
家庭において児童
を養育することが一
時的に困難になっ
た場合、経済的な
理由により一時的
に母子を保護する
ことが必要な場合
等において、保護
を行います。（１３）

事業の概要

目
標
値
等

目標の進捗状況

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・契約箇所数　3箇
所
・ショートステイ事業
28件
・トワイライトステイ
事業　0件

・契約箇所数　3箇
所
・ショートステイ事業
43件
・トワイライトステイ
事業　0件

・契約箇所数　3箇
所
・ショートステイ事業
29件
・トワイライトステイ
事業　0件
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（令和元年８月末現在）

事業名 　病児・病後児保育 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

今後の課題
・今後の利用状況に応じ検証を行い、利用定員や実施施設の拡大等の検討を行うこと
が必要です。
・緊急サポート事業との関係

目標の進捗状況 Ａ Ａ

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

２　育まれる権利
(１) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等・保育所等に通所

している児童が病
気や病気の回復期
であり、集団保育が
困難で、家庭でも
保育することができ
ないときに、一時的
に児童を預かる事
業です。保護者の
子育てと就労の両
立を支援するととも
に、専門家（医師・
看護師・保育士等）
による病気の児童
に適した保育看護
を提供します。(１４)

実
績
値
等

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

・箇所数　１箇所
利用者数　延べ
198人

・箇所数　１箇所
利用者数　延べ
492人

・箇所数　１箇所
利用者数　延べ
423人
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

令和2年度目標値（取組予定）

②　子育て支援を充実します。

行動計画 具体的施策

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

事業の概要

２　育まれる権利

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

(１) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

（令和元年８月末現在）

事業名 　ファミリー・サポート・センター事業 担当部室名
福祉子ども部

健康・子育て支援室

・ファミリーサポート
センター事業
利用件数　700件
依頼会員200人 /
援助会員70人/両
方会員20人/計290
人

今後の課題

・ファミリー・サポート・センター事業として、以前行っていた「緊急サポート事業」の宿泊
等も行うことになり、利用方法などの周知と、より利用しやすいシステムの構築に努める
必要があります。また、この事業は人と人をつなぐというきめ細やかな配慮が必要な事業
であるため、担当者の育成も重要な課題です。
・保護者のニーズ（料金面等）に合わせて一時預かり事業等の他のサービスや支援を紹
介していく必要があります。

・育児の援助を受
けたい人と育児の
援助をしたい人が
センターの会員に
なって、小学生以
下の子どもを持つ
家庭の子育て支援
を行う事業です。
・H21年7月より、委
託している子育て
支援緊急サポート
事業(軽い病児及
び病後児の預か
り、緊急時の預か
り、宿泊を伴う預か
り等)をH23年4月よ
り一緒に実施して
います。(１５)

実
績
値
等

目標の進捗状況

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

B B

目
標
値
等

・ファミリーサポート
センター事業
利用件数　901件
（内緊急サポート２
１件）
依頼会員217人 /
援助会員67人/両
方会員33人/計317
人

・ファミリーサポート
センター事業
利用件数　794件
（内緊急サポート25
件）
依頼会員204人 /
援助会員71人/両
方会員20人/計295
人

・今年度会員の大
幅な見直しを行っ
たため依頼会員の
引っ越しや年齢が
高齢化したことによ
り退会者が増えた。

・ファミリーサポート
センター事業
利用件数　266件
（内緊急サポート30
件）
依頼会員207人 /
援助会員72人/両
方会員20人/計299
人

・ファミリーサポート
センター事業
利用件数　330件
依頼会員270人 /
援助会員75人/両
方会員40人/計385
人

・ファミリーサポート
センター事業
利用件数　500件
依頼会員175人 /
援助会員68人/両
方会員30人/計273
人

・ファミリーサポート
センター事業
利用件数　330件
依頼会員250人/援
助会員70人/両方
会員人40人/計360
人

28



ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

・広場事業:開館日数
242日　総来館者数
30,900人
親子で遊ぼう1,900人/
はじめて広場160人/ぐ
りとぐら（多胎児）の集い
160人/こんにちは広場
１50人/サタパパ(父親
の)広場210人　etc.
・相談事業
健康相談受診者数175
人/健康相談110件/歯
科相談155件
・情報提供
かがやき通信発行2,700
部(毎月発行）
健康だより発行310部
(毎月発行)健康支援室
と連携
・パソコン利用者200件/
遊び道具の貸し出し件
数：170件
学びの場の提供(談話
室）240件/土曜日開催
のミニコンサートなどへ
の参加総数1,１00人
・子育て講演会（わらべ
うた）：8か月までの親子
10組　支援者50人
・子育て講座（歯磨き指
導・子どもの救急・親子
クッキング）：合計85人
・サークル数9団体/地
域の広場16箇所
公立幼稚園の広場利用
者590人/保育所(園）15
箇所2,400人

・広場事業:開館日数
242日　総来館者数
30,900人
親子で遊ぼう1,900人/
はじめて広場160人/ぐ
りとぐら（多胎児）の集い
160人/こんにちは広場
１50人/サタパパ(父親
の)広場210人　etc.
・相談事業
健康相談受診者数175
人/健康相談110件/歯
科相談155件
・情報提供
かがやき通信発行2,700
部(毎月発行）
健康だより発行310部
(毎月発行)健康・子育
て支援室と連携
・パソコン利用者200件/
遊び道具の貸し出し件
数：170件
学びの場の提供(談話
室）240件/土曜日開催
のミニコンサートなどへ
の参加総数1,１00人
・なばり子育て支援員研
修会開催6日間
・子育て講演会親子・支
援者対象3回
・子育て講座（歯磨き指
導・子どもの救急・親子
クッキング4回
・サークル数8団体/地
域の広場16箇所
公立幼稚園の広場利用
者590人/保育所(園）15
箇所2,400人

・広場事業:開館日数
242日　総来館者数
26.000人
親子で遊ぼう1.500人/
はじめて広場90人/ぐり
とぐら（多胎児）の集い
50人/こんにちは広場１
50人/サタパパ(父親の)
広場230人　etc.
・相談事業
健康相談受診者数80人
/健康相談50件/歯科
相談80件
・情報提供
かがやき通信発行2,700
部(毎月発行）
健康だより発行800部
(毎月発行)健康・子育
て支援室と連携
・パソコン利用者/遊び
道具の貸し出し
学びの場の提供(談話
室）500件/土曜日開催
のミニコンサートなどへ
の参加総数780人
・なばり子育て支援員研
修会開催6日間
・子育て講演会4回220
人
・子育て講座（歯磨き指
導・子どもの救急・遊び
の研修他）：合計330人
・サークル数８団体/地
域の広場16箇所利用者
2800人
公立幼稚園の広場利用
者250人/保育所(園）15
箇所800人

・広場事業:開館日数
242日　総来館者数
26.000人
親子で遊ぼう1.500人/
はじめて広場90人/ぐり
とぐら（多胎児）の集い
30人/こんにちは広場１
50人/サタパパ(父親の)
広場230人　etc.
・相談事業
健康相談受診者数200
人/健康相談100件/歯
科相談100件
・情報提供
かがやき通信発行2,700
部(毎月発行）
健康だより発行750部
(毎月発行)
・パソコン利用者/遊び
道具の貸し出し
学びの場の提供(談話
室）500件/土曜日開催
のミニコンサートなどへ
の参加総数780人
・なばり子育て支援員研
修会開催6日間
・子育て講演会4回220
人
・子育て講座（歯磨き指
導・子どもの救急・遊び
の研修他）：合計330人
・サークル数6団体/地
域の広場16箇所利用者
2500人
公立幼稚園の広場利用
者250人/保育所(園）15
箇所800人

・子どもたちが元気に
健やかに育ち合える
拠点施設として、親
子が出会いを通じて
交流し合える場、子ど
も同士が育ち合える
場、市民の子育て参
加の場を提供するとと
もに、子育てに関する
相談や情報を提供し
ます。
〇広場事業（親子で
遊ぼう・子育て井戸端
会議・ぐりとぐらの集
い・シングルマザーの
集い・インターナショ
ナルの集いなど）
〇相談事業（電話・面
接・子育て相談・健康
相談）
〇講座・講演会事業
（子育て講演・救急法
など）
〇一時預かりの連絡
調整（家庭での保育
が一時的に困難と
なった時などに緊急
一時的に保育所での
保育を受けられるよう
連絡調整を行う。）
〇かがやき通信等の
発行(１６)

事業の概要

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

① 子どもが人間関係を築き、安心して心を開
いて話せる居場所の確保に努める。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

事業名 　こども支援センター｢かがやき｣事業 担当部室名
福祉子ども部

健康・子育て支援室

４　参加する権利
（1） 子どもが積極的に参画できる機会
と場を広げます。

⑤ 未就園の子どもを対象とした施設の開放
や遊び場を増やし、サークル活動を支援しま
す。

1　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

２　育まれる権利

① 子どもの育成に関する自主的な市民活動
を促進します。

（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。

２　育まれる権利
（3） 企業や市民団体の子育てを応援
します。

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。
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令和元年度実施状況（8月末現在）

目標の進捗状況

今後の課題

実
績
値
等

B

・地域の子育て力が低下している中、当センターを拠点として各地域との連携の強化が必要で
す。子どもたちの生活には、親の存在が切り離せないため、親への具体的な支援が必要です。
・講座・講演会については毎年好評な内容で実施しています。しかし、価値観の多様化に伴い、
様々な希望もあり、ミニ講座を開催するなど対応する必要があります。講師料などもありできる限り
ボランティアで講座を引き受けてくれる人材の発掘が必要です。
・小中高生の来館者のほとんどが、桔梗が丘地域に偏っています。各地域の様々な取組にも多数
の児童の参加が見られるので、より一層、地域との連携が必要です。また、名張市内の他の児童
館との交流なども検討課題です。
・保護者の価値観が多様化している中で、子育てにとって基本的に大切なことは何か見極め、講
座や講演会を設定する必要があります。
・地域の広場は主任児童委員やボランティア等と連携をとりながら積極的に取り組んでいく必要が
あります。
・サークルについては、今後も新たなサークルの立ち上げや充実に努める必要があります。
・地域や保護者のニーズを把握しながら、慣例になっている取組だけでなく、高齢者や障がい者と
の交流など新たな世代間交流の取組も課題として捉えています。

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・広場事業:開館日数
242日　総来館者数
26,570人
親子で遊ぼう1.542人/
はじめて広場95人/ぐり
とぐら（多胎児）の集い
59人/こんにちは広場１
53人/サタパパ(父親の)
広場226人　etc.
・相談事業
健康相談受診者数78人
/健康相談53件/歯科
相談77件
・情報提供
かがやき通信発行2,700
部(毎月発行）
健康だより発行800部
(毎月発行)健康・子育
て支援室と連携
・パソコン利用者1,237
件/遊び道具の貸し出し
件数：1,284件
学びの場の提供(談話
室）577件/土曜日開催
のミニコンサートなどへ
の参加総数781人
・子育て講演会4回215
人
・子育て講座（歯磨き指
導・子どもの救急・親子
クッキング・遊びの研修
他）：合計333人
・なばり子育て支援員研
修130人
・サークル数8団体/地
域の広場16箇所利用者
2,817人
公立幼稚園の広場利用
者247人/保育所(園）15
箇所811人

・広場事業:開館日数
242日　総来館者数
26,344人
親子で遊ぼう1,468人/
はじめて広場99人/ぐり
とぐら（多胎児）の集い
25人/こんにちは広場
200人/サタパパ(父親
の)広場258人　etc.
・相談事業
健康相談受診者数187
人/健康相談88件/歯
科相談99件
・情報提供
かがやき通信発行2,700
部(毎月発行）
健康だより発行750部
(毎月発行)健康・子育
て支援室と連携
・パソコン利用者1,192
件/遊び道具の貸し出し
件数：1,173件
学びの場の提供(談話
室）515件/土曜日開催
のミニコンサートなどへ
の参加総数721人
・子育て講座3回（歯磨
き指導・子どもの救急
他）：合計144人
・なばり子育て支援員研
修７６人
・サークル数8団体/地
域の広場16箇所
公立幼稚園の広場利用
者227人/保育所(園）・
こども園15箇所829人

・広場事業:開館日数
102日　総来館者数
9,283人
親子で遊ぼう448人/は
じめて広場33人/ぐりと
ぐら（多胎児）の集い20
人/こんにちは広場84
人/サタパパ(父親の)広
場50人　etc.
・相談事業
健康相談受診者数104
人/健康相談43件/歯
科相談44件
・情報提供
かがやき通信発行2,700
部(毎月発行）
健康だより発行750部
(毎月発行)
・パソコン利用者534件/
遊び道具の貸し出し件
数：672件
学びの場の提供(談話
室）188件/土曜日開催
のミニコンサートなどへ
の参加総数194人
・子育て講座3回（歯磨
き指導・子どもの救急
他）：合計106人
・なばり子育て支援員研
修57人
・サークル数6団体/地
域の広場16箇所
公立幼稚園の広場利用
者68人/保育所(園）・こ
ども園15箇所367人

A
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・看護師による保健
相談：面談相談
158件・電話相談
220件
・保育士による育児
相談：面談相談
228件
・電話相談106件
・子育て教室：タッ
チケアー　12回・わ
かば教室　48回

・看護師による保健
相談：面談相談
180件・電話相談
238件
・保育士による育児
相談：面談相談
141件
・電話相談79件
・子育て教室：タッ
チケアー　11回・わ
かば教室　46回

・看護師による保健
相談：面談相談
76件・電話相談
86件
・保育士による育児
相談：面談相談
63件
・電話相談40件
・子育て教室：タッ
チケアー　5回・わ
かば教室　20回

Ｂ Ｂ

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・看護師による保健
相談　400件
・保育士による育児
相談　200件
・子育て教室　65回

・看護師による保健
相談　400件
・保育士による育児
相談　200件
・子育て教室　65回

・看護師による保健
相談　400件
・保育士による育児
相談　200件
・子育て教室　65回

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

福祉子ども部

目標の進捗状況

　子育て支援センター｢つくし｣事業 担当部室名

1　生きる権利

今後の課題
・増加傾向にある児童虐待の原因には育児不安が多く見られることから、支援が必要な
場合には、名張市要保護児童対策及びＤＶ対策地域協議会を含め、関係機関との連
携強化が必要です。

・ひろば型地域子
育て支援センター
として、市内の小児
科医院に設置し、
保健相談に重点を
置いた相談事業、
保育士による育児
相談、各種子育て
教室、子育てサー
クル等への支援を
実施します。（市の
委託事業）（１７）

事業の概要

事業名

②　子育て支援を充実します。

（2）　子どもの健康を守ります。

目
標
値
等

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年目標値（取組予定）

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

健康・子育て支援室

◇事業の概要及び目標・実績

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。
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（令和元年８月末現在）

事業名 　延長保育 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。 ①　子どもの心身の健やかな発達を支援します。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

今後の課題
・今後も保護者の通勤環境や就労状況に配慮し、利用者のニーズに弾力的に対応していくこ
とが必要です。

目標の進捗状況 Ａ Ａ

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

２　育まれる権利
(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

③　就学前の保育・教育を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・保護者の勤務形
態や恒常的な残業
等に対応するた
め、開所時間を超
えて保育を実施し
ます。（１８）

実
績
値
等

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

・箇所数　１3箇所 ・箇所数　１5箇所 ・箇所数　１5箇所
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２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

（令和元年８月末現在）

事業名 　一時保育 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業継続

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

事業の概要

目
標
値
等

・保護者の断続的
な就労や冠婚葬
祭、育児疲れ等に
よる一時的な保育
需要に対応するた
め、全保育所で1日
1～2人を限度とし
た一時保育を実施
します。(１９)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

２　育まれる権利
(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

③　就学前の保育・教育を充実します。

・事業継続　

今後の課題 ・子どもの年齢や、専用の保育室、職員配置など保育環境の検討、整備が必要です。

目標の進捗状況

・一時保育の利用
者は延べ1,332人
でした。
・労働の事由による
利用が多く、次い
で保護者の疾病・
出産・看護等の理
由、また保護者の
育児に伴う心理的・
肉体的負担解消の
ための利用がありま
した。

・一時保育の利用
者は延べ2,339人
でした。
・労働の事由による
利用が多く、次い
で保護者の疾病・
出産・看護等の理
由、また保護者の
育児に伴う心理的・
肉体的負担解消の
ための利用がありま
した。

・一時保育の利用
者は延べ 829人で
す。
・労働の事由による
利用が多く、次い
で保護者の疾病・
出産・看護等の理
由、また保護者の
育児に伴う心理的・
肉体的負担解消の
ための利用となっ
ています。

Ａ Ａ

◇事業の概要及び目標・実績
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（令和元年８月末現在）

事業名 　休日保育 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業継続

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

事業の概要

目
標
値
等

・全保育所入所児
童のうち希望者を
対象とした休日保
育を実施します。
（２０）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

２　育まれる権利
(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

③　就学前の保育・教育を充実します。

・事業継続

今後の課題
・登録人数増加傾向にあり、希望者全員を受け入れられない日もあり定員の見直しや新
たに休日保育実施施設を増設するなど改善が必要です。
・登録基準を整備するなどの見直しが必要です。

目標の進捗状況

・名張西保育園で
実施しました。
利用登録数　４７人
延べ利用数　８５３
人

・名張西保育園で
実施しました。
利用登録数　４３人
延べ利用数　６０７
人

・名張西保育園で
実施しています。
利用登録数　４０人
延べ利用数　２３７
人

Ｂ Ｂ

◇事業の概要及び目標・実績
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（令和元年８月末現在）

事業名 　障がい児保育 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

1　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

今後の課題

・途切れの無い支援を図るためには、発達支援センターをはじめ、関係機関との連携の
強化が必要です。
・個々の発達にあった支援を行うためには、担当保育士やコーディネーターの資質向上
のための研修を充実させていく必要があります。
・医療的なケアが必要なケースや個々の発達に合った支援にも対応できるようなシステ
ムの構築が必要です。

目標の進捗状況 Ａ Ａ

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

２　育まれる権利
(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

③　就学前の保育・教育を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・心身に障がいを
持つ児童を対象と
した障がい児保育
を、原則として保護
者の希望保育所で
実施します。(２１)

実
績
値
等

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

・公・私立保育所
（園）、認定こども
園、公立幼稚園
７１人

・公・私立保育所
（園）、認定こども
園、公立幼稚園
５８人

・公・私立保育所
（園）、認定こども
園、公立幼稚園
６５人
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（令和元年８月末現在）

事業名 　私立幼稚園就園奨励補助(国補) 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・市内に住所を有
し、私立幼稚園に
就園する幼児の保
護者の負担を所得
状況に応じて軽減
し、幼稚園への就
園を奨励します。
(２２)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業廃止（新制度
へ移行）

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

1　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・事業継続

今後の課題
・保護者の保育料に関する負担軽減には効果的であるので、より多くの未就園児の保護
者への周知が必要です。

目標の進捗状況

・今年度におけ
る、幼児教育の無
償化に向けた段
階的推進として、
市民税非課税世
帯の第2子無償
化、及び低所得
者の保護者負担
の軽減措置の拡
大を図りました。
対象者750人
（市内4園・市外3
園）
交付決定
額:104,065,700円

・今年度における、
幼児教育の無償化
に向けた段階的推
進として、市民税非
課税世帯の第2子
無償化、及び低所
得者の保護者負担
の軽減措置の拡大
を図りました。
対象者386人
（市内2園）
交付決定
額:56,280,800円

・10月からの本格
的な幼児教育の無
償化（新制度移行）
に伴い、4月から9
月分までについて
は、市内１園分の
就園を奨励しま
す。

Ａ Ａ
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（令和元年８月末現在）

事業名 　私立幼稚園就園奨励補助(市単) 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・市内に住所を有
し、私立幼稚園に
就園する幼児の保
護者の負担を所得
状況に応じて軽減
し、幼稚園への就
園を奨励します。
(２３)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業廃止 ・事業廃止

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

1　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

今後の課題

目標の進捗状況

・事業廃止
※国補事業対象拡
大のため
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（令和元年８月末現在）

事業名 　私立幼稚園子育て支援事業補助 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・市内に設置されて
いる私立幼稚園が
実施する預かり保
育に要する経費を
軽減するとともに、
未就園児に対する
地域における子育
て支援の強化を図
ります。(２４)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業継続

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

1　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・事業継続

今後の課題
・通常保育以外の時間の預かり保育や、未就園児の子育て相談や親子交流など、制度
の周知に努めていきます。

目標の進捗状況

対象　市内4施設
交付額　2,000,000
円

対象　市内2施設
交付額　1,000,000
円

対象　市内１施設
交付額　500,000円

Ａ A
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２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

（令和元年８月末現在）

事業名 家庭的保育事業 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・保育士の居宅等
において、保育所
に入所できない乳
幼児の保育を実施
する家庭的保育者
に対して委託費の
支弁等を行いま
す。（２５）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・家庭的保育室　3
室
委託児童数　15人

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・家庭的保育室　3
室
委託児童数　15人

・家庭的保育室　3
室
委託児童数　15人

・家庭的保育室　3
室
委託児童数　15人

今後の課題

・家庭的保育事業を行うにあたり、保育以外の事業者としての事務手続きの煩雑さが家
庭的保育者の負担となっており、事業の継続のためにはサポート体制が必要です。
・保護者ニーズに対応するため、3室のうち2室で給食の提供を行っていますが、残り1室
については現在の場所では設備上給食を提供できないため移転も含め今後検討して
いくことが必要です。

目標の進捗状況

・家庭的保育室　3
室
委託児童数　15人

・家庭的保育室　3
室
委託児童数　15人

・家庭的保育室　3
室
委託児童数　13人

Ａ Ａ
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

行動計画 具体的施策

（令和元年８月末現在）

　福祉子ども部

　障害福祉室
事業名 　障害児居宅介護事業 担当部室名

◇事業の概要及び目標・実績

・発達障害を含む障害児の増加が見込まれるため、対応できる資源が求められていま
す。

今後の課題

実
績
値
等

目標の進捗状況

・居宅介護2人(児)

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

― A

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

事業の概要

目
標
値
等

・障害によって、日
常生活を営む上で
支障がある児童に
対し、身体介護、家
事援助、移動介護
などホームヘル
パーによる日常生
活の支援を行いま
す。(２６)

・利用人数　1人 ・利用人数　１人 ・利用人数　2人

・居宅介護１人(児) ・居宅介護2人(児)

・利用人数　20人

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

（令和元年８月末現在）

事業名 　障害児短期入所事業 担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

今後の課題
・発達障害を含む障害児の増加が見込まれるため、対応できる資源が求められていま
す。

目標の進捗状況

事業の概要

・障害児を介護して
いる家族が、疾病、
家事都合等により
介護できない場合
に、一時的に施設
で保護することによ
り障害児や家族の
福祉の向上を図り
ます。（２７）

実
績
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

― A

・利用人数　21人 ・利用人数　20人 ・利用人数　16人

◇事業の概要及び目標・実績

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・利用人数　60人 ・利用人数　20人 ・利用人数　20人 ・利用人数　20人
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・法律や制度改正等に際しての的確かつ迅速な対応とタイムリーな周知啓発が求められ
ます。

・児童発達支援、
放課後デイサービ
ス等に必要となる
経費を給付し、障
害者福祉の向上を
図ります。（２８）

今後の課題

１　生きる権利

（令和元年８月末現在）

事業名 　障害児通所支援事業 担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

目標の進捗状況

・実利用人数173人
延べ人数
・児童発達支援 166
人
・保育所等訪問支援
　116人
・放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
　603人

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

― A

平成29年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

実
績
値
等

（２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

事業の概要

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

・実利用人数191人
（延べ465人）

・実利用人数177人
延べ人数
・児童発達支援 559
人
・保育所等訪問支援
　267人
・放課後等ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
　1,088人

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・利用人数381人 ・利用人数381人 ・実利用人数200人
（延べ475人）

・実利用人数200人
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

目
標
値
等

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・利用人数　25人 ・利用人数　25人

（令和元年８月末現在）

事業名 　日常生活用具給付事業 担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

今後の課題 ・地域で安心して暮らせるサービスの充実が求められています。

事業の概要

実
績
値
等

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・重度の障害のある
方や児童に対し、
浴槽や便器等日常
生活用具を給付す
ることにより、日常
生活の便宜を図り
ます。（２９）

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

目標の進捗状況

平成29年度目標値（取組予定）

Ａ A

・利用人数　25人 ・利用人数　15人

・利用人数　13人 ・利用人数　12人 ・利用人数　11人

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

◇事業の概要及び目標・実績

行動計画 具体的施策

１　生きる権利
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

（２）　子どもの健康を守ります。

（令和元年８月末現在）

事業名 　補装具の給付、修理事業 担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

今後の課題

目
標
値
等

実
績
値
等

・地域で安心して暮らせるサービスの充実が求められています。

事業の概要

目標の進捗状況

・身体に障害のある
方や児童に対し、
車いすや補聴器等
補装具を交付し、
又は修理すること
により、その失われ
た身体機能を補
い、日常生活の向
上を図ります。
（※世帯の課税状
況等により自己負
担有）（３０）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・給付件数　25件
・修理件数　15件

・給付件数　25件
・修理件数　15件

Ａ A

・給付件数　25件
・修理件数　15件

・給付件数　15件
・修理件数　 5件

・給付件数　13件
・修理件数　1件

・給付件数　11件
・修理件数　3件

・給付件数　8件
・修理件数　3件
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

（令和元年８月末現在）

事業名
　タクシー料金、ガソリン等燃料費の助
成事業

担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

◇事業の概要及び目標・実績

今後の課題
・法律や制度改正等に際しての的確かつ迅速な対応とタイムリーな周知啓発が求められ
ます。

・在宅の重度障害
児（者）に対し、タク
シー料金の一部又
は燃料費の一部を
助成することにより
福祉の向上を図り
ます。（３１）

実
績
値
等

目
標
値
等

事業の概要 平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

目標の進捗状況

令和2年度目標値（取組予定）

・タクシー料金助成
15人（年間12,000
円/1人）
・自動車燃料費助
成　50人（年間
12,000円/1人）
※一人につきタク
シー料金か燃料費
のどちらか一方の
助成となります。

・タクシー料金助成
15人（年間12,000
円/1人）
・自動車燃料費助
成　50人（年間
12,000円/1人）
※一人につきタク
シー料金か燃料費
のどちらか一方の
助成となります。

・タクシー料金助成
15人（年間12,000
円/1人）
・自動車燃料費助
成　50人（年間
12,000円/1人）
※一人につきタク
シー料金か燃料費
のどちらか一方の
助成となります。

・タクシー料金助成
5人（年間12,000円
/1人）
・自動車燃料費助
成　40人（年間
12,000円/1人）
※一人につきタク
シー料金か燃料費
のどちらか一方の
助成となります。

Ｂ A

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・タクシー料金助成
2人
・自動車燃料費助
成　36人

・タクシー料金助成
　6人
・自動車燃料費助
成
　40人

・タクシー料金助成
　2人
・自動車燃料費助
成
　34人
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今後の課題
・法律や制度改正等に際しての的確かつ迅速な対応とタイムリーな周知啓発が求められ
ます。

実
績
値
等

・在宅の重度障害
児に対し、その重
度の障害のために
生じる負担の一助
として手当を支給し
ます。（国の法律に
基づく手当）（３２）

平成29年度実績（3月末現在）

目標の進捗状況 Ｂ Ｂ

・認定人数　50人
（内新規5人）
（支払月5、8、11、2
月）

平成30年度実施（3月末現在）

・認定人数　42人
（新規　4人）

・認定人数　42人
（新規  2人）

・認定人数　39人
（新規　2人）

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・認定人数　45人
（内新規5人）
（支払月5、8、11、2
月）

事業名 　障害児福祉手当(国) 担当部室名
　福祉子ども部

・認定人数　50人
（内新規5人）
（支払月5、8、11、2
月）

・認定人数　50人
（内新規5人）
（支払月5、8、11、2
月）

事業の概要

目
標
値
等

　障害福祉室

◇事業の概要及び目標・実績

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）
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具体的施策

目標の進捗状況

平成29年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

事業名 　育成医療 担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

令和2年度実施状況（8月末現在）

・認定件数(再認定
含む）　50件

・認定件数(再認定
含む）　50件

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

・法律や制度改正等に際しての的確かつ迅速な対応とタイムリーな周知啓発が求められ
ます。

・身体に障害のある
18歳未満の児童
が、治療することに
よってその障害を
取り除いたり軽くす
るために必要な医
療に伴う医療費を
助成します。（３３）

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

事業の概要

実
績
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

今後の課題

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

A A

・認定件数（再認定
含む）30件

・認定件数（再認定
含む）40件

・認定件数 31件 ・認定件数 36件 ・認定件数　13件

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）
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・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

Ａ Ａ

【定期予防接種接種率
(％)】
・BCG　99.0％
・Ｂ型肝炎1回目95.4％
2回目94.9％　3回目
96.4％
・四種混合(DPTIPV）　1
回目96.3％　2回目
97.3%　3回目98.6％　追
加83.0％
・二種（DT）混合2期
84.4％
・MR混合1期96.7％
・MR混合2期95.6％
・日本脳炎　1期1回
94.4%　2回95.0%　追加
51.0%　2期56.8%　（特例
は除く）
・水痘１回目99.5％　2
回目83.7％
・ヒブ1回目96.4%　2回
目96.7%　3回目98.2%
追加87.5%
・肺炎球菌　1回目96.7%
2回目97.0%　3回目
98.6%　追加85.6%
・子宮頸がん（積極的勧
奨外）
個別通知により接種適
正時期の啓発と接種勧
奨を実施
・平成29年度より乳幼児
インフルエンザ予防接
種費用助成実施

【定期予防接種接種率
(％)】
・BCG　97.6％
・Ｂ型肝炎1回目96.4％
2回目96.7％　3回目
99.8％
・四種混合(DPTIPV）　1
回目96.8％　2回目98%
3回目93.6％　追加
84.2％
・二種（DT）混合2期
89.1％
・MR混合1期99.1％
・MR混合2期96.7％
・日本脳炎　1期1回
93.5 %　2回93.7 %　追
加86.6 %　2期56.3 %
（特例は除く）
・水痘１回目99％　2回
目84.2％
・ヒブ1回目99%　2回目
97.2%　3回目98.6%　追
加87.6%
・肺炎球菌　1回目
99.27%　2回目97.6%　3
回目99%　追加88.7%
・子宮頸がん（積極的勧
奨外）
個別通知により接種適
正時期の啓発と接種勧
奨を実施
・ロタ、乳幼児インフル
エンザ予防接種費用助
成実施中

事業継続中

実
績
値
等

今後の課題

・年齢が大きくなると、接種率が悪くなる傾向にあるので、保育所(園)・幼稚園・学校(小・
中・高）と連携し、接種勧奨を継続して実施します。 乳児家庭全戸訪問事業や子育て
相談において予防接種啓発を充実させるために関係機関と研修会を実施する必要があ
ります。
・定期接種のワクチンの種類が増え、適切な時期の受け忘れ防止やスケジュールに関
する相談にも対応できるよう医師会と連携を取りすすめていきます。

目標の進捗状況

事業の概要 目
標
値
等

【定期予防接種に
ついて】
・ヒブ、小児用肺炎
球菌、Ｂ型肝炎、ジ
フテリア、百日咳及
び破傷風、不活化
ポリオ、麻しん及び
風しん(MR)、水痘、
日本脳炎、結核
（BCG）、子宮頸が
ん予防接種を委託
医療機関で実施し
ます。
・適切な時期に予
防接種を受け、疾
病の予防ができる
よう支援します。
・幼稚園、保育所
（園）及び学校と連
携しながら接種勧
奨を行います。
【任意予防接種に
ついて】
・ロタウイルスワクチ
ン、乳幼児インフル
エンザ予防接種費
用助成事業を実施
し疾病の予防がで
きるよう支援しま
す。(３４)

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続

（令和元年８月末現在）

事業名 　予防接種 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

◇事業の概要及び目標・実績

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。
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申請数
特定不妊（県）98件
特定不妊（市）31件
一般不妊　　　  4件
不育症　　　　　 0件

申請数
特定不妊（県）95件
特定不妊（市）33件
一般不妊　　　  5件
不育症　　　　　 2件

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 事業継続

申請数
特定不妊（県）40件
特定不妊（市）20件
一般不妊　　　  0件
不育症　　　　　 0件

・事業継続
・事業拡充

・事業継続
・市の補助金につ
いては、申請書受
理後1か月以内に
支給します。
・不妊相談、交流
会の窓口の案内を
します。

・事業継続
・男性不妊治療費
助成事業の拡大
・市の補助金につ
いては申請書受理
後１か月以内に支
給します。
・不妊に関して悩
みがある人には、
不妊専門の相談窓
口を案内します。

・事業継続

◇事業の概要及び目標・実績

（令和元年８月末現在）

事業名 　不妊治療費助成事業 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。

今後の課題

目
標
値
等

・平成31年4月から、男性不妊治療費の助成額が拡大されたので、このことの周知を図り
ます。

事業の概要

・少子化対策の一
環として、不妊症の
ため子を希望しな
がらも恵まれない
夫婦への不妊治療
の費用助成（男性
不妊・不育症も含
む）を通し、支援を
します。(３５)

目標の進捗状況 Ａ Ａ

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・事業継続

・公費健診（14回）

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

・出産年齢の上昇等によって、健康管理がより重要となる妊婦が増加傾向にあるととも
に、経済的な理由等により健診を受診しない妊婦も増えています。また、3人目以上の妊
娠時に不安が高くなる傾向があることから、妊娠・出産に係る経済的不安などを軽減し、
安心、安全な妊娠・出産に向けて、医療機関との連絡体制・産後ケアの体制整備と共に
名張版ネウボラの推進として妊婦の健康管理と相談・支援の体制の整備に努めます。

実
績
値
等

今後の課題

事業の概要

・出産年齢の上昇
等によって、健康
管理がより重要とな
る妊婦が増加傾向
にあるとともに、経
済的な理由等によ
り健診を受診しな
い妊婦も増えてい
ます。妊娠・出産に
係る経済的不安を
軽減し、安心、安全
な妊娠・出産に向
けて、医療機関や
地域、子育て支援
機関など多様な主
体と共に妊婦の健
康管理と相談・支
援に努め、子育て
支援に切れ目なく
つなげます。(３６)

目標の進捗状況

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

Ａ Ａ

・公費健診(14回)
6,583 人

・公費健診（14回）
6,062人

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

　福祉子ども部

　健康・子育て支援室
事業名 　妊婦一般健康診査 担当部室名
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

・訪問実施率100％ ・訪問実施率100％

・対象数504件/訪
問数497件（98．
6％）/訪問後要支
援158件
未訪問は対象とし
た後に転出、面接
相談、電話での状
況確認となった。
・養育支援訪問(保
健師助産師による
専門訪問）　321件

事業継続中

目標の進捗状況

目
標
値
等

・保護者の育児力の弱さや不安、経済的な悩みによる支援が必要なケースが増えています。妊娠期からの
支援体制が必要です。家庭児童相談や養育支援訪問（家事支援訪問等）、未熟児訪問や産後ケア事業利
用者、病院からのケース連絡も増加しています。さらなる連携が必要です。
・委託を行っている主任児童委員と連絡会をもち、資質の向上を図り、連携体制を深めます。
・主任児童委員やまちの保健室、地域づくり組織における子育て支援活動や相談・支援との更なる連動が必
要です。名張版ネウボラ推進の要として充実します。
・産前産後、子育て支援に対するのニーズ把握の重要な機会として活用することが必要です。
・今後も生後2週間目全戸電話相談事業から早期に訪問や教室、乳腺炎予防ケア事業等に繋げ支援してい
きます。

今後の課題

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

・訪問実施率100％ ・訪問実施率100％

Ａ Ａ

◇事業の概要及び目標・実績

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

・生後4か月までの
乳児がいる家庭を
主任児童委員等が
訪問し、子育ての
孤立化を防ぐため
に、その居宅にお
いて様々な不安を
聞き、子育て支援
に関する情報提供
等を行うとともに、
支援が必要な家庭
に対しては適切な
サービス提供に結
び付けます。子育
て支援サービスや
予防接種について
の情報提供や身近
な相談者とのつな
がりとして重要な機
会です。本事業前
の生後2週間目全
戸電話相談や連絡
会、本訪問から地
域づくり組織の子
育て支援への連携
や相談・支援につ
なげることができる
よう体制の整備に
努めます。（名張版
ネウボラの推進）
(３７)

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

事業の概要

・対象数545件/訪
問数532件（97．
6％）/訪問後要支
援106件
未訪問は対象とし
た後に転出、長期
入院により、面接相
談、電話での状況
確認となった。
・養育支援訪問(保
健師助産師による
専門訪問）　325件
・H28年度から赤
ちゃん訪問時に子
育てガイド配布

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業名 　こんにちは赤ちゃん訪問事業 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

51



ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

目標の進捗状況

・気軽に相談してもらえるよう広報なばり、ホームページ、チラシ等で周知を継続して実施します。
・こんにちは赤ちゃん訪問や地域での健康相談等、子育て支援関連部署や地域の育児支援事業
などとの連続性をもった育児支援ができるようにまちの保健室やこども支援センターかがやき、マ
イ保育ステーションと連携します。特に産後早期の相談支援を実施しながら、ニーズ把握に努めま
す。（名張版ネウボラの推進）
・乳幼児の健康診査や産後の相談事業や他の子育て支援事業（安心・育児おっぱい教室、母乳
育児相談、産後ママのゆったりスペース、乳腺炎予防ケア）や発達支援、教育との連続性の強化
が必要です。

今後の課題

実
績
値
等

目
標
値
等

事業の概要 平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

Ａ Ａ

・事業継続

　健康・子育て支援室

（令和元年８月末現在）

令和2年度実施状況（8月末現在）

事業名 　乳幼児健康相談 担当部室名
　福祉子ども部

◇事業の概要及び目標・実績

・身体計測、育児
相談、発達相談及
び健康相談に加
え、産後早期から
対応できるよう助産
師による母乳哺育
等相談、歯科衛生
士による歯科相談
も実施し、乳幼児
の健康な育ちを支
援します。まちの保
健室や地域の子育
て広場など、身近
な地域においての
相談・支援体制の
整備を各機関と連
携して行います。
・母乳育児など、
ニーズの高い産前
産後の相談の場を
増やし、各事業や
機関との連携を図
ります。(３８)

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

・事業継続
・身近な地域での相談
支援体制の充実

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

平成29年度実績（3月末現在）

・保健センターや地域
づくり組織において開
催される広場において
の健康相談やこども支
援センター等において
実施しました。【地域の
広場は別集計】
・保健センター等実施
　乳幼児健康相談　12
回　参加者数　乳児195
人/幼児204人
　母乳・育児相談48回
乳児123人/幼児10人
産婦124人/妊婦1人
その他3人
・かがやき健康相談12
回　54名
・安心育児おっぱい教
室　49回　　保護者、妊
婦497人　児537人
・安心育児おっぱい個
別相談　36回　90人
・産後ママのゆったりス
ペース　44回　児333人
保護者313人、妊婦1人
・おっぱいケア事業（乳
腺炎予防ケア）　119件
・来所相談：健康・子育
て支援室10件/日平均

・保健センターや地域
づくり組織において開
催される広場において
の健康相談やこども支
援センター等において
実施しました。【地域の
広場は別集計】
・保健センター等実施
　乳幼児健康相談　12
回　参加者数　乳児232
人/幼児268人
　母乳・育児相談50回
乳児241人/幼児3人
産婦240人/妊婦0人
その他８人
・かがやき健康相談12
回　92名（歯科相談は
別集計）
・安心育児おっぱい教
室　48回　　保護者、妊
婦502人　児603人
・安心育児おっぱい個
別相談　32回　51人
・産後ママのゆったりス
ペース　41回　児310人
保護者300人
・おっぱいケア事業（乳
腺炎予防ケア）　115件
・来所相談：健康・子育
て支援室10件/日平均

事業継続中

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・事業継続
・身近な地域での相談
支援体制の充実

・事業継続

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。
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・事業継続
・教育の充実
・相談体制の強化
・個別支援計画
・支援の充実

・事業継続
・教育の充実
・相談体制の強化
・個別支援計画
・支援の充実

・母子健康手帳発行
数　530件
＜年齢別＞
20歳未満8人
（1.5％)/20～34歳
408人（77.0％）/35歳
以上114（21.5％）
妊娠11週以下での届
出率96.0％
・発行後保健師・助産
師とでケース検討会
を開催し、必要な場
合妊娠期からの支援
へつなげました。全
妊婦に身近な相談者
としてまちの保健室
（チャイルドパート
ナー）を周知しまし
た。

・母子健康手帳発行
数　503件
＜年齢別＞
20歳未満13人
（2.6％)/20～34歳
362人（72.0％）/35歳
以上128（25.4％）
妊娠11週以下での届
出率97.4％
・発行後保健師間で
ケース検討会を開催
し、必要な場合妊娠
期からの支援へつな
げました。全妊婦に
身近な相談者として
まちの保健室（チャイ
ルドパートナー）を周
知しました。

・母子健康手帳発行
数189件

・事業継続
・教育の充実
・相談体制の強化
・個別支援計画
・支援の充実

・事業継続
・教育の充実
・相談体制の強化
・個別支援計画
・支援の充実

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業の概要

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

◇事業の概要及び目標・実績

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

（令和元年８月末現在）

事業名
　母子健康手帳発行・母子健康手帳発
行教室

担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

Ａ

今後の課題

・母子健康手帳発行教室は、母子支援のスタートとなります。支援が必要と予測される方のみでな
く、すべての妊婦に対しての相談・支援の強化が育児期まで切れ目なく行う必要があります。（名
張版ネウボラ）
・妊婦自身の心身状況、家族関係、妊婦を取り巻く環境は、育児に大きく関係してくるので、母子
健康手帳発行時に、妊婦の心身・社会環境などの状況を把握し、健康診査受診など健康管理の
大切さを啓発し、健康教育を充実させます。また、産後の養育支援が必要な場合は、特定妊婦と
して関係機関（こども支援センターや家庭児童相談室等）や助産師とともに妊娠中からの早期の
対応に努めます。

実
績
値
等

目
標
値
等

・妊娠届の受理を行い、
母子健康手帳を発行し
ます。妊娠出産育児の
切れ目ない支援（名張
版ネウボラ）の重要な機
会となります。
・母子健康手帳を妊娠
11週以下で発行し、妊
婦を対象としたサービス
を早期から提供できるよ
うにします。
・母子健康手帳発行教
室において、妊婦の心
身の状況把握を行い、
妊娠中からの健康支援
を行います。産後ケアを
中心とした体験を行い
ながら出産、育児に関
する情報提供を行いま
す。また、心身の健康管
理や相談や虐待防止に
ついての教育を充実し
ます。
・マタニティーマークを
配布し、妊婦に優しい
環境づくりを目指しま
す。
・働く妊産婦の妊娠、出
産が安全で快適なもの
になるよう母性健康管
理指導事項連絡カード
の活用を説明します。
(３９)

目標の進捗状況

平成29年度実績（3月末現在）

Ａ
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Ｂ Ｂ

・事業継続
・他事業、他機関と
の連携

12回
・対象児数　140人
・来所児数　85人
・受診率　 60.7%
・必要な子どもは心
理相談、子ども発
達支援センターに
よる継続支援や地
域資源の紹介につ
なげました。未来所
者に対しては電話
相談や、訪問、園
巡回において状況
把握と支援を行い
ました。

12回
・対象児数　110人
・来所児数　72人
・受診率　 65.5%
・必要な子どもは心
理相談、子ども発
達支援センターに
よる継続支援や地
域資源の紹介につ
なげました。未来所
者に対しては電話
相談や、訪問、園
巡回において状況
把握と支援を行い
ました。

事業継続中

令和2年度目標値（取組予定）平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

・発育発達等の支援が必要と思われる幼児について子ども発達支援センター等関係機関と連携
をとり、引き続き発育発達の確認をしながら必要時には支援を行うことを継続します。未来所児の
状況把握と支援に努め、事業の効果を検討する必要があります。
・必要に応じて他の子育て支援事業、家庭児童相談や地域においての相談・支援との連携の強
化が必要です。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

行動計画 具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

１　生きる権利

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・子ども発達支援セ
ンターと共に事業
検討中

・事業継続
・他事業、他機関と
の連携強化

・事業継続
・他事業、他機関と
の連携

今後の課題

（令和元年８月末現在）

事業名 　２歳児健康相談 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

（２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

基本的視点区分

目
標
値
等

・1歳6か月児健康
診査において、発
達や発育、子育て
の悩み等を継続的
に観察支援したほ
うが良いと思われる
幼児や未受診の幼
児の保護者のうち
希望者に対し、発
育・発達の確認及
び相談、子育て支
援へのつなぎを行
います。（４０） 実

績
値
等

事業の概要

目標の進捗状況

令和元年度目標値（取組予定）
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

Ａ A

【こあらっこ教室】
・健康・子育て支援
室、保育幼稚園
室、こどもセンター
かがやきと事業協
力して、健診後や
教室後のフォロー
を行います。
【うさぎさん教室】
・就園情報や療育・
医療受診の情報を
必要に応じて提供
し、教室後のフォ
ローを行います。

【こあらっこ教室】
・健康・子育て支援
室、保育幼稚園
室、こどもセンター
かがやきと事業協
力して、健診後や
教室後のフォロー
を行います。
【うさぎさん教室】
・就園情報や療育・
医療受診の情報を
必要に応じて提供
し、教室後のフォ
ローを行います。

【こあらっこ教室】
・健康・子育て支援
室、保育幼稚園
室、こどもセンター
かがやきと事業協
力して、健診後や
教室後のフォロー
を行います。
【うさぎさん教室】
・就園情報や療育・
医療受診の情報を
必要に応じて提供
し、教室後のフォ
ローを行います。

【こあらっこ教室】
・健康・子育て支援
室、保育幼稚園
室、こどもセンター
かがやきと事業協
力して、健診後や
教室後のフォロー
を行います。
【うさぎさん教室】
・就園情報や療育・
医療受診の情報を
必要に応じて提供
し、教室後のフォ
ローを行います。

【こあらっこ教室】
・計２３回開催　参
加親子２１組　延べ
７４組
【うさぎさん教室】
・計２３回開催　参
加親子１５組延べ７
１組

【こあらっこ教室】
・計２０回開催　参
加親子１９組　延べ
９５組
【うさぎさん教室】
・計２０回開催　参
加親子２４組　延べ
８８組

行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

（令和元年８月末現在）

事業名 　就園前教室 担当部室名
福祉子ども部

子ども発達支援センター

今後の課題

・教室で観察をした結果、健康・子育て支援室とともに教室の事後も含め、母子が健やか
に発達・育児できるような支援を途切れなく行えるよう継続します。
・切れ目ない発達支援の強化のために、保育園・幼稚園の個別支援や療育・医療等、本
事業以降の支援の方向性を本事業においてアセスメントを行い、保護者との相談につな
げるよう継続します。
・他の子育て支援事業、地域においての相談・支援との連携の強化のため、健康・子育
て支援室やこども支援センターとの連携に努めます。

実
績
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

【こあらっこ教室】
・計８回開催　参加
親子７組　延べ２６
組
【うさぎさん教室】
・計５回開催　参加
親子５組　延べ１５
組

目標の進捗状況

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

目
標
値
等・遊びを通して幼児

を継続的に観察支
援し、育てにくさを
感じている母親に
健やかな母子関係
が図れるよう支援し
ます。教室に参加
している幼児の発
達の観察及び必要
時子育て情報の提
供・個別相談や入
園予定の保育所
（園）との連携を図
り、切れ目のない発
達支援を行いま
す。（４１）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）
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A

今後の課題

・保護者の就労等によりセンターで開催する発達支援教室に参加することが困難な状況
にあるため、あそびの教室（出前教室）や支援者を対象としたペアレントトレーニング研修
などを実施し、保育所等地域における支援力のスキルアップを強化する必要がありま
す。
・保育所等における支援が継続され、就学時には支援の移行シートにて円滑に引き継
がれるよう関係機関との連携強化を図ります。

実
績
値
等

目標の進捗状況

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・あそびの教室（出
前教室）
実施園４園　実施
回数１２回

・あそびの教室（出
前教室）
実施園４園　実施
回数１５回

・あそびの教室（出
前教室）
実施園２園　実施
回数４回

Ａ

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等・保育所（園）・幼稚

園・こども園に入所
（園）している幼児
が、遊びを通して社
会性やコミュニケー
ション力を伸ばし、
自信をもって日常
生活が送れることを
目的に、あそびの
教室やペアレントト
レーニング研修、園
巡回等を実施しま
す。
・就学時には支援
の移行シートで就
学移行をし、支援
が継続できるように
します。
（４２）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・5歳児健診後の
フォローとして、あ
そびの教室やペア
レントトレーニング
研修を実施し、保
育所等地域の支援
力のスキルアップを
図ります。
・就学時には園で
の支援が引き継が
れるよう「支援の移
行シート」で就学移
行を行います。

・5歳児健診後の
フォローとして、あ
そびの教室やペア
レントトレーニング
研修を実施し、保
育所等地域の支援
力のスキルアップを
図ります。
・就学時には園で
の支援が引き継が
れるよう「支援の移
行シート」で就学移
行を行います。

・5歳児健診後の
フォローとして、あ
そびの教室やペア
レントトレーニング
研修を実施し、保
育所等地域の支援
力のスキルアップを
図ります。
・就学時には園で
の支援が引き継が
れるよう「支援の移
行シート」で就学移
行を行います。

・5歳児健診後の
フォローとして、あ
そびの教室やペア
レントトレーニング
研修を実施し、保
育所等地域の支援
力のスキルアップを
図ります。
・就学時には園で
の支援が引き継が
れるよう「支援の移
行シート」で就学移
行を行います。

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

（令和元年８月末現在）

事業名 　就学前教室 担当部室名
福祉子ども部

子ども発達支援センター
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・健診時の歯科保
健指導を1歳6か月
児健康診査受診児
全員に、3歳6か月
児健康診査受診児
の50％以上に実施
します。

・健診時の歯科保
健指導を1歳6か月
児健康診査受診児
全員に、3歳6か月
児健康診査受診児
の50％以上に実施
します。

・健診時の歯科保
健指導を1歳6か月
児健康診査受診児
全員に、3歳6か月
児健康診査受診児
の50％以上に実施
します。

・1歳6か月児健康
診査受診児　564
人中　475人
（84.2%）指導
・3歳6か月児健康
診査受診児　617
人中　286人
（46.4%）指導
・3歳6か月児健康
診査でむし歯のあ
る者　18.5％
・歯科保健相談・教
育
かがやき健康相談
77人
乳幼児健康相談
193人
親子への歯の健康
教育　254人
保育園・幼稚園で
の歯の健康教育
150人

・1歳6か月児健康
診査受診児　555
人中514人（92.6%）
指導
・3歳6か月児健康
診査受診児576人
中　277人（48.1%）
指導
・3歳6か月児健康
診査でむし歯のあ
る者　16.3％
・歯科保健相談・教
育
かがやき健康相談
99人
乳幼児健康相談
219人
親子への歯の健康
教育　233人
保育園・幼稚園で
の歯の健康教育
123人

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・健診時の歯科保
健指導を1歳6か月
児健康診査受診児
全員に、3歳6か月
児健康診査受診児
の50％以上に実施
します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

１　生きる権利

令和2年度目標値（取組予定）

（２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

（令和元年８月末現在）

事業名 　歯科保健指導 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

実
績
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

今後の課題

・1歳6か月児健康
診査・3歳6か月児
健康診査時に、歯
科衛生士によるブ
ラッシング指導を行
います。
・地域づくり組織か
らの依頼に応じて、
歯科健康教育を行
います。
・母子健康手帳発
行教室において妊
娠期の歯・口の健
康の大切さ、また、
離乳食教室におい
て乳児期からのむ
し歯予防等につい
ての教育を行いま
す。（４３）

目標の進捗状況

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

Ａ Ａ

・早期からのう蝕予防対策が必要です。妊娠期(胎児期)に始まり、離乳食期等繰り返し
指導の機会を設け、正しい生活・食習慣、歯みがき習慣の大切さ、また歯や口の健康は
健やかな成長につながることなどを保健指導を通じて保護者に伝え、歯を大切にするこ
とへの興味や理解を強化していきます。
加えて、食を通じての歯科保健指導にも取り組んでいきます。離乳食期からの正しい食
事介助が口腔機能の健やかな発達(歯並び)にも影響があることをわかりやすく保護者に
伝えていきます。

事業継続中
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・相談事業継続
・他事業、他機関との連
携強化

・相談事業継続
・他事業、他機関との連
携強化

令和2年度実施状況（8月末現在）

・相談事業継続
・他事業、他機関との連
携強化

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

Ａ Ａ

・相談事業継続
・他事業、他機関との連
携強化

・健康・子育て支援室助
産師、保健師、歯科衛
生士、管理栄養士、事
務職において心身の発
達発育、予防接種や離
乳食などの育児手技、
疾病、保護者の健康づ
くり、養育環境や夫婦関
係の悩み、保育園や療
育等についての相談を
電話や訪問により受け
ました。また、産後早期
に全数架電し相談を受
けます。各健診後の事
後把握についても必要
な家庭に架電します。
・訪問（乳児家庭全戸訪
問、未熟児訪問、養育
支援訪問として実施しま
した。各事業にて実績
報告）同時に保護者へ
の相談支援も実施しま
した。　妊婦25件、産婦
738件、新生児78件、未
熟児49件、乳児627件、
幼児59件、小学生5件、
中学生以上0件　（延べ
1,581件数）
・随時電話相談　10件/
日平均
・生後2週間目全戸電話
523件
・健診後等の電話相談
301件
・妊婦の電話相談　167
件
・来所相談
健康・子育て支援室
10件/日平均

・健康・子育て支援室助
産師、保健師、歯科衛
生士、管理栄養士、事
務職において心身の発
達発育、予防接種や離
乳食などの育児手技、
疾病、保護者の健康づ
くり、養育環境や夫婦関
係の悩み、保育園や療
育等についての相談を
電話や訪問により受け
ました。また、産後早期
に全数架電し相談を受
けます。各健診後の事
後把握についても必要
な家庭に架電します。
・訪問（乳児家庭全戸訪
問、未熟児訪問、養育
支援訪問として実施しま
した。各事業にて実績
報告）同時に保護者へ
の相談支援も実施しま
した。　妊婦12件、産婦
711件、新生児60件、未
熟児53件、乳児601件、
幼児64件、小学生7件、
中学生以上6件　（延べ
1,514件数）
・随時電話相談　10件/
日平均
・生後2週間目全戸電話
497件
・健診後等の電話相談
447件
・妊婦の電話相談　162
件
・来所相談
健康・子育て支援室
10件/日平均

事業継続中

今後の課題

・気軽に相談してもらえるよう広報なばり、ホームページ、チラシや子育ての見通しが立てられるように、母子
健康手帳発行時の子育て支援プランの提案などの方法において積極的な周知を継続して実施します。
・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援（名張版ネウボラ）のために、母子保健事業・子育て支援事業、地域に
おいての相談・支援、医療機関など他機関との連続性、連携の強化が必要です。
・相談事業の実績の集計や効果についての評価指標について検討が必要です。
・中・高校を卒業した年代に相談の機会を周知する必要があり、教育との連携を強化します。
・妊娠出産前の年代に健康づくりや妊娠に関する正しい知識の啓発子育て等に向けた相談の機会を周知
する必要があります。

目標の進捗状況

行動計画

目
標
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。 ①　子どもの心身の健やかな発達を支援します。

事業の概要

・電話・訪問等によ
り、育児支援が必
要な時に安定した
親子関係が保てる
よう、個別支援を実
施します。まちの保
健室や子育て支援
広場など地域にお
ける相談・支援の
充実を図ります。
・妊娠中からまちの
保健室を身近な相
談場所として周知
を行い、妊娠中や
産後早期からのこ
ども支援センター
等の活用を含めた
相談機会の啓発を
しています。（名張
版ネウボラの推進）
・保健師や助産師
からの相談機会の
きっかけ作りや状
況把握、ニーズ把
握を目的として生
後2週間目（出生届
後すぐ）に全戸電
話相談を実施して
います。(４４)

実
績
値
等

具体的施策

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

（令和元年８月末現在）

事業名 　電話・訪問等相談支援 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき子
育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

58



ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

平成30年度目標値（取組予定）

・受診率の向上 ・受診率の向上
・未受診児の全把
握

Ａ Ａ

・対象児数568人/
来所児数564人
（受診率99.3％）
・未受診児への受
診勧奨、発育や養
育状況の確認など
のため保健師が各
園や自宅を訪問し
ました。
・子ども発達支援セ
ンターや保育所
(園)等とともに発達
の継続支援を行い
ました。
・健診の待ち合い
場面でこども支援
センターかがやきと
連携して、情報提
供・子どもの遊びの
場・親子のふれあ
いの場を確保しま
した。

・対象児数568人/
来所児数555人
（受診率97.7％）
・未受診児への受
診勧奨、発育や養
育状況の確認など
のため保健師が各
園や自宅を訪問し
ました。
・子ども発達支援セ
ンターや保育所
(園)等とともに発達
の継続支援を行い
ました。
・健診の待ち合い
場面でこども支援
センターかがやきと
連携して、ボラン
ティアによる子ども
の遊びの場・親子
のふれあいの場を
確保しました。

（令和元年８月末現在）

事業名 　１歳６か月児健康診査 担当部室名

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

　健康・子育て支援室

　福祉子ども部

今後の課題

・未受診児の状況を把握していくために、関係機関との連携を図っていく必要がありま
す。
・子ども発達支援センターとともに発達の継続支援を行う必要があります。
・他の子育て支援事業、地域、医療機関、まちの保健室などにおいての相談・支援との
連携の強化が必要です。
・養育環境などの支援が必要な子どもは、引き続き家庭児童相談室、児童家庭支援セ
ンターなどの関係機関と連携を図り支援していきます。

・受診率の向上
・未受診児の全把
握

・受診率の向上
・未受診児の全把
握

目標の進捗状況

事業継続中

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

具体的施策行動計画

事業の概要

実
績
値
等

・問診・計測・内科
診察・歯科診察を
実施し、疾病・異常
の早期発見を図る
とともに、育児状況
の確認と助言、子
育て支援情報の提
供とつなぎ、さら
に、保護者自身の
健康支援の場とし
ます。
・事前事後フォ
ロー、未受診者フォ
ローとして保育所
（園）や関係機関、
地域における子育
て支援と連携を図
り、発育発達を支
援します。
・未受診者の追跡
と相談支援を行い
ます。（４５）

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

目
標
値
等

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

基本的視点区分

◇事業の概要及び目標・実績

平成29年度目標値（取組予定）
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

Ａ Ａ

平成30年度実施（3月末現在）

・対象児数622人/
来所児数617人
（受診率99.2％）
・未受診児への受
診勧奨、発育や養
育状況の確認など
のため保健師が各
園や自宅を訪問し
ました。
・5歳児健康診査や
子ども発達支援セ
ンターとともに発達
の継続支援を行い
ました。
・健診の待ち合い
場面でこども支援
センターかがやきと
連携して、情報提
供・子どもの遊びの
場・親子のふれあ
いの場を確保しまし
た。
・健診前後に子ども
発達支援センター
と母子保健連絡会
議を行い情報共
有、今後の支援の
検討を行いました。

・対象児数589人/
来所児数576人
（受診率97.8％）
・未受診児への受
診勧奨、発育や養
育状況の確認など
のため保健師が各
園や自宅を訪問し
ました。
・5歳児健康診査や
子ども発達支援セ
ンターとともに発達
の継続支援を行い
ました。
・健診の待ち合い
場面でこども支援
センターかがやきと
連携して、ボラン
ティアによる子ども
の遊びの場・親子
のふれあいの場を
確保しました。
・健診前後に子ども
発達支援センター
と母子保健連絡会
議を行い情報共
有、今後の支援の
検討を行いました。

事業継続中

令和2年度実施状況（8月末現在）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・受診率の向上
・未受診児の全把
握

平成29年度実績（3月末現在）

・受診率の向上 ・受診率の向上
・未受診児の全把
握

・受診率の向上
・未受診児の全把
握

（令和元年８月末現在）

事業名 　３歳６か月児健康診査 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

今後の課題

・保育所（園）・幼稚園と連携し、受診勧奨を進めます。また、未受診児の把握を継続して
行います。
・発達や養育環境などの支援が必要な子どもを把握した場合は、健診後も引き続き子ど
も発達支援センター、家庭児童相談室、児童家庭支援センターなどの関係機関との連
携を図り、就学などに向け、支援に途切れのないようにすることが必要です。
・他の子育て支援事業、地域においての相談・支援との連携の強化、まちの保健室や地
域など身近な場においての発達支援が必要です。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・問診・計測・内科・
耳鼻科・眼科・歯科
診察を実施し、疾
病・異常の早期発
見を図るとともに、
育児状況の確認と
助言、子育て支援
情報の提供とつな
ぎ、保護者自身の
健康支援の場とし
ます。また、保育所
（園）･幼稚園や子
ども発達支援セン
ターなど関係機関
と連携を図り、発育
発達を支援します。
・未受診者の追跡
と相談支援を行い
ます。（４６）

目標の進捗状況

目
標
値
等

事業の概要

令和元年度実施状況（8月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

実
績
値
等

60
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事業名 　事故防止の啓発 担当部室名

基本的視点区分

Ａ Ａ

・母子健康手帳発
行時、こんにちは
赤ちゃん訪問時、
男の子育て孫育て
教室、健康診査の
場等でパンフレッ
ト・リーフレットを配
布しました。子育て
支援に関係する支
援者に向けての事
故予防の情報提
供、産後早期の
SIDS・窒息予防に
関する知識の普及
に努めました。
・まちの保健室や
主任児童委員、総
合窓口センター、
地域の子育て支援
広場と協力し、体
験型の啓発方法の
工夫をしました。

平成29年度実績（3月末現在）

・事業継続

目標の進捗状況

・事業継続

行動計画 具体的施策

平成30年度目標値（取組予定）

・母子健康手帳発
行時、こんにちは
赤ちゃん訪問時、
男の子育て孫育て
教室、健康診査の
場等でパンフレッ
ト・リーフレットを配
布しました。子育て
支援に関係する支
援者に向けての事
故予防の情報提
供、産後早期の
SIDS・窒息予防に
関する知識の普及
に努めました。
・まちの保健室や
主任児童委員、総
合窓口センター、
地域の子育て支援
広場と協力し、体
験型の啓発方法の
工夫をしました。

事業継続中

6月に実施した、な
ばり子育て支援員
研修では事故予防
に関する演習を実
施しました。

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

今後の課題

・継続して事故予防の啓発を行います。
・産後早期のSIDS・窒息予防に関する知識の普及や、1歳6か月児健康診査時の啓発方
法の工夫が必要です。医療機関(産科）との連携が必要です。
・乳児家庭全戸訪問事業や総合窓口センターにおける事故予防啓発事業とのさらなる
連携が必要です。
・乳児の外傷や疾患の事例があり、虐待防止と事故予防の連携と家族支援が必要で
す。

（令和元年８月末現在）

実
績
値
等

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

目
標
値
等

　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

・乳幼児期の事故
の危険性について
保護者に認識して
もらうため、健診や
相談、教室、案内
郵送等の様々な機
会に、パンフレット
やポスター、展示
物や体験などを実
施し、啓発を行いま
す。
・関係機関からの
依頼に応じて、事
故予防に関する健
康教育を行いま
す。
・他機関における
啓発事業（総合窓
口センターにおけ
る消費者庁からの
啓発）との連携を図
ります。
・まちの保健室など
の身近な相談場所
や子育て支援の広
場と協力し、啓発を
強化します。（４７）

平成29年度目標値（取組予定）
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平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

目標の進捗状況 Ｂ Ａ

・今後も引き続き個人通知により受診勧奨を図りながら未受診児の状況把握に努めま
す。また、事後フォローや未受診者も含め医療機関との連携に努めます。
・他の子育て支援事業、地域においての相談・支援、発達支援との連携の強化が必要
です。こんにちは赤ちゃん訪問後の支援と健診が活用できるように、医師会による乳児
健診委員会等において必要な情報交換を行います。

今後の課題

事業の概要

・4か月･10か月児
を対象に、医療機
関委託による個別
健診を行っていま
す。
・問診･計測･診察
を通して子どもの発
育・発達の評価及
び、疾病の早期発
見を図ります。事後
フォローの方法を
検討するため、実
施医療機関との健
診結果検討会に参
加しています。ま
た、親の心配を解
消できるよう、地域
における子育て支
援やまちの保健室
と連携します。
・未受診者の追跡
と相談支援を行い
ます。（４８）

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・4か月児受診率
98％以上
・10か月児受診率
96％以上

・4か月児受診率
98%以上
・10か月児受診率
96%以上

・4か月児受診率
98%以上
・10か月児受診率
96%以上

・4か月児受診率
98％以上
・10か月児受診率
96％以上

・4か月児健康診査
対象児563人/受診
児554人(受診率
98.4％）
・10か月児健康診
査　対象児571人/
受診児534人（受診
率93.5％）

・4か月児健康診査
対象児506人/受診
児501人(受診率
99.0％）
・10か月児健康診
査　対象児544人/
受診児533人（受診
率98.0％）

平成29年度実績（3月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

（２）　子どもの健康を守ります。

実
績
値
等

（令和元年８月末現在）

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

事業名

具体的施策

１　生きる権利

行動計画

　４か月・１０か月児健康診査 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

事業継続中
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目標の進捗状況

平成29年度実績（3月末現在）

Ａ Ａ

・低出生体重児の
届出　42件
・未熟児訪問　37
件
・未訪問　5件
（Ｈ30年度に入って
から訪問4件、教室
参加時に確認1件）

・低出生体重児の
届出　44件
・未熟児訪問　35
件
・未訪問　9件
（令和元年度に
入ってから訪問8
件、里帰り後面接
で対応1件）

・低出生体重児の
届出　15件
・未熟児訪問　9件
・未訪問　6件
（令和元年9月に訪
問予定6件）

今後の課題

・育児や児の成長発達に対しての不安が強いため、退院後も安心して育児できるよう、
早期に訪問し支援を開始できる体制が必要です。
・医療機関や在宅医療支援センターと連携を図り、退院後すぐからの支援に結び付けま
す。
・乳児家庭全戸訪問や乳児健診、その他子育て支援などに配慮し、切れ目ない支援を
行います。
・療育センターや発達支援センター、保育等との連携を強化します。

実
績
値
等

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・未熟児訪問指導
100%

・未熟児訪問指導
100%

・未熟児訪問指導
100％

（令和元年８月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・母子保健法第18
条に基づき低出生
体重児の届出、第
19条未熟児の訪問
指導を行います。
・低出生体重児の
届出は、早期に適
切な養育が行われ
るよう、低出生体重
児の出生を速やか
に把握することを目
的とします。
・未熟児訪問指導
は、低出生体重児
の届出等に基づ
き、保健師等が訪
問し、保護者に対
し、育児や発育発
達に関する相談や
支援に応じることを
目的としています。
・医療機関と連携
し、支援が必要な
家庭に対しては適
切なサービス提供
に結び付けます。
(４９)

事業名
低出生体重児の届出及び未熟児訪問
指導

担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・未熟児訪問指導
100%
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Ａ

・事業継続
・申請から1週間以
内に医療券を発送
します。
・申請時に産婦の
心身、新生児の身
体の状態を確認
し、不安や相談が
ある場合は保健師
がきめ細やかな支
援を実施します。
・資料を使いながら
制度の説明を丁寧
に行います。

・事業継続
・申請から1週間以
内に医療券を発送
します。
・申請時に産婦の
心身、新生児の身
体の状態を確認
し、不安や相談が
ある場合は保健師
がきめ細やかな支
援を実施します。
・資料を使いながら
制度の説明を丁寧
に行います。

・養育医療の申請
17件

・養育医療の申請
19件

・養育医療の申請
3件

・事業継続
・申請から1週間以
内に医療券を発送
します。
・申請時に産婦の
心身、新生児の身
体の状態を確認
し、不安や相談が
ある場合は保健師
がきめ細やかな支
援を実施します。
・資料を使いながら
制度の説明を丁寧
に行います。

Ａ

（２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

目
標
値
等・名張市に住民票

のある満1歳未満の
乳児であって、出
生時体重2000ｇ以
下又は生活力が特
に弱い未熟児のた
め、一般状態等に
異常を示すもの
で、指定医療機関
の医師が入院を必
要と認めた場合、
その医療（保険診
療分）を給付する
制度です。(５０)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・申請から1週間以
内に医療券を発送
します。
・申請時に産婦の
心身、新生児の身
体の状態を確認
し、不安や相談が
ある場合は保健師
がきめ細やかな支
援を実施します。

今後の課題

・医療機関と連携を図りながら、養育医療の給付を行います。
・申請時の相談や退院後、未熟児訪問等を行い早期から関わることで、退院後も安心し
て育児できるよう支援します。
・在宅医療や子育て支援、保育等との連携を強化します。

（令和元年８月末現在）

事業名 養育医療の給付 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

目標の進捗状況

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

１　生きる権利
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・医療費助成件数
  45,500件
・１件当たりの
  助成額3,200円

・医療費助成件数
  4６,000件
・１件当たりの
  助成額3,200円

・医療費助成件数
  43,899件
・ 助成額
　140,652,643円

・医療費助成件数
  45,049件
・助成額
  143,805,869円

今後の課題
・市の助成制度対象者と県の補助対象者が一部異なることから、市単事業の対象者が
県の補助対象になるよう引き続き県に要望を行います。

目標の進捗状況 AＢ　

平成30年度実施（3月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・重度の障がい者
に対し、保健の向
上並びに福祉の保
持及び増進を図る
ことを目的に医療
費の一部を助成し
ます。（５１）

実
績
値
等

・医療費助成件数
  19,125件
・助成額
  59,025,983円

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・医療費助成件数
  44,000件
・１件当たりの
　助成額3,418円

・医療費助成件数
  45,000件
・１件当たりの
  助成額3,200円

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）平成29年度実績（3月末現在）

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

事業名 　心身障害者医療費助成 担当部室名
　市民部

　保険年金室

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策
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今後の課題
・未就学児（６歳年度末まで）の医療費の窓口負担をなくす現物給付について、対象地
域を令和元年９月から三重県内に拡大したことにより医療費の波及増が懸念されます。

目標の進捗状況

・18歳未満(18歳に
なった年度末まで)
の児童を扶養して
いる一人親家庭の
母又は父及びその
児童又は父母のい
ない18歳未満(18
歳になった年度末
まで)の児童を対象
に医療費の保険診
療による自己負担
相当額を助成しま
す。（５２）

令和2年度目標値（取組予定）

実
績
値
等

・医療費助成件数
　16,432件
・助成額
　39,265,502円

・医療費助成件数
　7,319件
・助成額
　17,451,307円

Ｂ Ａ

・医療費助成件数
　16,520件
・助成額
　39,495,487円

令和元年度実施状況（8月末現在）平成30年度実施（3月末現在）平成29年度実績（3月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

（２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

事業名 一人親家庭等医療費助成 担当部室名
　市民部

　保険年金室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

（令和元年８月末現在）

・医療費助成件数
　17,700件
・１件当たりの
　助成額2,300円

・医療費助成件数
　17,１00件
・１件当たりの
　助成額2,300円

・医療費助成件数
　16,500件
・１件当たりの
　助成額2,300円

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年目標値（取組予定）

・医療費助成件数
　17,300件
・１件当たりの
　助成額2,390円

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

目
標
値
等

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利
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令和元年度実施状況（8月末現在）

・医療費助成件数
　104,000件
・1件当たりの
　助成額1,702円

・医療費助成件数
　109,000件
・1件当たりの
　助成額1,700円

・医療費助成件数
　110,000件
・1件当たりの
　助成額1,800円

令和2年度実施状況（8月末現在）平成29年度実績（3月末現在）

今後の課題

・中学生の通院についてH28年9月から助成を実施しましたが、財源確保が厳しくなって
いるので、県補助の対象になるよう引き続き県に要望を行います。
・未就学児（６歳年度末まで）の医療費の窓口負担をなくす現物給付について、対象地
域を令和元年９月から三重県内に拡大したことにより医療費の波及増が懸念されます。

目標の進捗状況

・医療費助成件数
　107,395件
・助成額
　200,867,252円

・医療費助成件数
　105,438件
・助成額
　196,957,103円

Ａ Ａ

・医療費助成件数
　47,976件
・助成額
　87,179,544円

・中学校卒業まで
の子どもを対象に
医療費の保険診療
による自己負担相
当額を助成しま
す。（５３）

実
績
値
等

平成30年度実施（3月末現在）

・医療費助成件数
　112,000件
・1件当たりの
　助成額1,800円

目
標
値
等

（令和元年８月末現在）

事業名 　子ども医療費助成 担当部室名
　市民部

　保険年金室

（２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

平成29年度目標値（取組予定）

行動計画 具体的施策

１　生きる権利

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）
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今後の課題

・残る4保育所（薦原・赤目・錦生・大屋戸）は施設用地の整理等の課題がある一方、低
年齢児の受入れに特化した施設運営が市の方針により可能であり、名張版ネウボラに
おける子育て支援のための人材を育成・確保する上においても、公立保育所の存続が
不可欠となります。このため、4保育所は今後も公立保育所として運営していくこととし、
民営化は当面の間、実施しないこととします。（Ｈ27年2月13日全員協議会にて議会へ
説明済み。）

実
績
値
等

目標の進捗状況

平成29年度目標値（取組予定）

令和2年度実施状況（8月末現在）

〔当面、休止〕 〔当面、休止〕 〔当面、休止〕

― ―

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業名 　公立保育所民営化 担当部室名
　福祉子ども部

　保育幼稚園室

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・市立保育所の民
営化の実施をしま
す。(５４)

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

令和2年度目標値（取組予定）

〔当面、休止〕 〔当面、休止〕 〔当面、休止〕 〔当面、休止〕
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

行動計画 具体的施策

（令和元年８月末現在）

事業名 　歩行訓練等事業 担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

基本的視点区分

実
績
値
等

・法律や制度改正等に際しての的確かつ迅速な対応とタイムリーな周知啓発が求められ
ます。

・視覚障害児（者）
に対し、歩行訓練
及び生活訓練を行
い、障害者福祉の
向上を図ります。
（事業対象児は現
在1人）
（５５）

今後の課題

１　生きる権利

目標の進捗状況

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）事業の概要

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

（２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・利用人数　１人
（視覚障害児数）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・利用人数　1人(視
覚障害児数)

・利用人数　1人
（視覚障害児数）

・利用人数　１人
（視覚障害児数）

― ―

・利用人数　１人・利用人数　1人・利用人数　1人
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・法律や制度改正等に際しての的確かつ迅速な対応とタイムリーな周知啓発が求められ
ます。

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

事業の概要

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

今後の課題

目標の進捗状況

実
績
値
等

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・小児慢性特定疾
患児に対して、必
要な日常生活用具
を給付し、障害者
福祉の向上を図り
ます。
（５６）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・利用人数　5人

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

事業名
小児慢性特定疾患日常生活用具給付
費事業

担当部室名
　福祉子ども部

　障害福祉室

Ｂ Ｂ

・利用人数　5人 ・利用人数　2人

・利用人数　1人 ・利用人数　0人 ・利用人数　0人

・利用人数　5人
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Ａ

（令和元年８月末現在）

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

事業名 個別乳幼児特別支援事業 担当部室名
福祉子ども部

子ども発達支援センター

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。

実
績
値
等

目
標
値
等

今後の課題

・保育施設の民営化や新設により、それぞれ特色ある運営が行われていく中、必要な子
どもに必要な支援が確実に行われるよう保育との連携を強化する必要があります。
・就学時の学校への支援の引き継ぎがより円滑に行われるよう、資料の引き継ぎ方法に
ついて教育との連携・調整を行う必要があります。
・就学後も支援が途切れることがないよう、定期的または必要に応じて保護者との面談の
実施や教育や関係機関との連携強化を行う必要があります。

目標の進捗状況

◇事業の概要及び目標・実績

・保健、福祉、教
育、保育などの関
係機関が情報を共
有しながら、発達障
害児の自立及び社
会参加に資するよう
専門機関による支
援を総合的に実施
する個別乳幼児特
別支援事業を実施
し、就学前の発達
障害のある乳幼児
の個別支援を行い
就学後の支援に引
き継ぎます。（５７）

A

・就学時の支援をよ
り円滑に引き継ぐと
ともに、就学後のよ
りよい支援のため、
関係機関との連携
を強化します。

・就学時の支援をよ
り円滑に引き継ぐと
ともに、就学後のよ
りよい支援のため、
関係機関との連携
を強化します。

・個別乳幼児特別
支援事業
対象児数８１人

・個別乳幼児特別
支援事業
対象児数８６人

・個別乳幼児特別
支援事業
対象児数６１人

・就学時の支援をよ
り円滑に引き継ぐと
ともに、就学後のよ
りよい支援のため、
関係機関との連携
を強化します。

・就学時の支援をよ
り円滑に引き継ぐと
ともに、就学後のよ
りよい支援のため、
関係機関との連携
を強化します。

事業の概要 平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

令和元年度目標値（取組予定）
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・子どもの発達に関
する相談件数延べ
652件
・小児発達支援外
来受診者数延べ
2,139人
・5歳児健診の実施
20園（市内全園）
対象者　652人
受診者　647人
・支援の移行シート
120人

・5歳児健診の実施
18園【前期】
対象者　306人
受診者　298人

今後の課題

・事業の推進に伴い、未就園児から高校生まで相談者の子どもの年齢層の幅が広がり、
内容も多様化してきています。関係機関との連携を強化し、柔軟な相談体制の構築が求
められています。
・支援の移行シートが就学後の支援に活かされるように、教育との更なる連携強化と調整
に努めます。また、学校での移行シートの有効性を分析し、結果をフィードバックすること
で今後の保育所・幼稚園等でのよりよい支援につなげる必要があります。

目標の進捗状況 Ａ A

・子どもの発達に関
する相談件数延べ
553件
・小児発達支援外
来受診者数延べ
1,516人
・5歳児健診の実施
21園（市内全園）
対象者　676人
受診者　669人
支援の移行シート
133人

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

目
標
値
等

事業の概要 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

◇事業の概要及び目標・実績

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

１　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。

平成29年度目標値（取組予定）

・子ども発達支援セ
ンターにおいて、家
族相談、発達支援
教室、5歳児健康
診査等を実施し、
発達障害の児童に
対して早期発見、
早期支援を行いま
す。（５８） 実

績
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・子どもの発達に関
する相談件数　500
件
・5歳児健診の実施
市内の満5歳児全
員

・子どもの発達に関
する相談件数　500
件
・5歳児健診の実施
市内の満5歳児全
員

・子どもの発達に関
する相談件数　500
件
・5歳児健診の実施
市内の満5歳児全
員

・子どもの発達に関
する相談件数　500
件
・5歳児健診の実施
市内の満5歳児全
員

（令和元年８月末現在）

事業名 　子ども発達支援推進費 担当部室名
福祉子ども部

子ども発達支援センター
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Ａ A

・継続 ・継続

・療育現場の見学
受入件数　２０件
・支援者への専門
相談
実施回数　８回
相談件数　１５８件
・ダウン症児等と保
護者の居場所づく
り
実施回数　１１回
参加家族数　２４件

・療育現場の見学
受入件数　７件
・支援者への専門
相談
実施回数　１３回
相談件数　２６５件
・ダウン症児等と保
護者の居場所づく
り
実施回数　１１回
参加家族数　６件

・療育現場の見学
受入件数　８件
・支援者への専門
相談
　実施回数　　２回
　相談件数　１１件

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・継続 ・継続

目標の進捗状況

今後の課題
・児童発達支援センターどれみと連携を密接に図りながら事業を推進していく必要があり
ます。

子ども発達支援センター

（2）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等・子ども発達支援セ

ンターの初期相談
機能の一つである
発達支援機能を果
たすための未就園
児教室、診断後教
室、就学前教室、
ペアレントトレ－ニ
ング教室に専門的
な支援を行うため、
言語聴覚士、作業
療法士等専門職員
を有する社会福祉
法人名張育成会に
事業委託を行いま
す。（５９）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利

（令和元年８月末現在）

事業名 障害児支援体制整備事業 担当部室名
福祉子ども部
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Ａ A

・継続 ・継続

・相談等実施件数
　２５５件

・相談等実施件数
　３１９件

・相談等実施件数
　１８３件

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・継続 ・継続

目標の進捗状況

今後の課題
・困難事例に対応できるよう、児童発達支援センターどれみと連携を密接に図りながら事
業を推進していく必要があります。

子ども発達支援センター

（2）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・言語聴覚士等の
専門職を配置して
いる社会福祉法人
育成会に子どもの
発達を心配する家
族からの相談に対
応する初期相談業
務を委託することに
より、初期相談の段
階で家族に対して
療育の理解を促
し、円滑に専門相
談につなぐことがで
きる体制を確保しま
す。（６０）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利

（令和元年８月末現在）

事業名 障害者相談支援事業（発達障害分） 担当部室名
福祉子ども部
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① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、学校とばりっ子
チャレンジ教室との
連携を進めます。

令和2年度目標値（取組予定）平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・H29前期ばりっ子
チャレンジ教室に6
名、後期ばりっ子
チャレンジ教室に７
名の児童が参加
し、学校との連携に
より有効な支援方
法を見出すことが
できました。

・H30前期ばりっ子
チャレンジ教室に6
名、後期ばりっ子
チャレンジ教室に７
名の児童が参加
し、学校・保護者と
の連携により有効
な支援方法を見出
すことができまし
た。

・Ｒ１前期ばりっ子
チャレンジ教室に５
名の児童が参加
し、学校・保護者と
の連携により有効
な支援方法を見出
すことができまし
た。

事業の概要

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、学校とばりっ子
チャレンジ教室との
連携を進めます。

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、学校とばりっ子
チャレンジ教室との
連携を進めます。

（令和元年８月末現在）

①　学校教育を充実します。

　教育委員会事務局

　学校教育室

◇事業の概要及び目標・実績

基本的視点区分

2　育まれる権利

行動計画

事業名 発達障害早期支援研究事業

具体的施策

(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

担当部室名

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。

今後の課題
・本事業の取り組みを市内各小学校へ還流し、チャレンジ教室や通級指導教室等と連
携して通常の学級における特別支援を充実させるための仕組み作りが必要です。

・名張市における
特別支援学級在籍
児童生徒及び、通
常の学級に在籍す
る特別な支援が必
要な児童生徒に係
る支援として、拠点
校1校と指定校に
発達障害支援アド
バイザー（拠点校ア
ドバイザー1名、指
定校アドバイザー7
名）を配置し、通常
の学級に在籍する
児童について、ア
セスメントシートを
活用した見取りから
要因分析を行い、
支援が必要な児童
を特定し、具体的
な支援のあり方に
ついての知見を高
める研究等を行
い、特別支援教育
の充実を図ります。
(６１)

目標の進捗状況

目
標
値
等

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

A A

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、学校とばりっ子
チャレンジ教室との
連携を進めます。
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(2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

（令和元年８月末現在）

事業名 　ひとり親家庭等日常生活支援事業 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

行動計画 具体的施策基本的視点区分

１　生きる権利

・利用延件数　35
件
（利用延時間　422
時間）

・利用延件数　19
件
（利用延時間　226
時間）

Ｂ　 Ｂ　

２　育まれる権利
(1) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

今後の課題

・支援のニーズに応えられるよう支援員の資質向上と登録者数の増加に努めるとともに、
県事業から市事業となったことで、事業が利用しやすくなったことの制度の周知に努めま
す。
・本事業には利用制限があることから、要支援家庭に対する支援として、ファミリー・サ
ポート・センター事業等関係機関とより一層連携を図ることが求められます。
・利用促進にあたっては、必要な支援が提供できるよう市の予算確保に努めます。

実
績
値
等

目標の進捗状況

・育児、生活の援助
を受けたい人と援
助したい人が会員
となって必要な生
活援助、保育等を
助け合う相互援助
組織であるひとり親
等日常生活支援事
業を実施します。
（６２）

令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続

・利用延件数　18
件
（利用延時間　333
時間）

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）
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令和2年度目標値（取組予定）平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業継続

令和元年度実施状況（8月末現在）平成30年度実施（3月末現在）

・事業継続

（令和元年８月末現在）

事業名
ひとり親家庭等学習支援ボランティア事
業

担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・親との死別、離婚
等により精神面や
経済面で不安定な
状況におかれ、学
習及び進学意欲の
低下、学習機会が
充分に与えられな
い等の母子家庭及
び父子家庭（以
下、「ひとり親家庭」
という。）の児童に
対して、ボランティ
アが学習の支援を
行い、児童の悩み
等を受けることに
よって、当該児童
が学習習慣や生活
習慣を確立し、学
習意欲や進学率の
向上を図ることを目
的とします。（６３）

行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
(1) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

・事業継続

今後の課題
・子どもの貧困対策として貧困の連鎖を断ち切るための継続的な事業実施に向けて、学
習支援ボランティアの確保及び対象となるひとり親家庭の保護者への事業の周知が必
要です。

目標の進捗状況

実
績
値
等

・事業継続

平成29年度実績（3月末現在）

・実施方法：学習教
室方式
・対象者：ひとり親
家庭の市内在住小
中学生
・実施回数　115回
・実施場所：福祉ま
ちづくりセンター
・利用登録児童数
11人
・学習支援ボラン
ティア登録人数　20
人

・実施方法：学習教
室方式
・対象者：ひとり親
家庭の市内在住小
中学生
・実施回数　113回
・実施場所：福祉ま
ちづくりセンター
・利用登録児童数
14人
・学習支援ボラン
ティア登録人数　21
人

B　 Ｂ　

・実施方法：学習教
室方式
・対象者：ひとり親
家庭の市内在住小
中高生
・実施回数　36回
・実施場所：福祉ま
ちづくりセンター
・利用登録児童数
11人
・学習支援ボラン
ティア登録人数　15
人

令和2年度実施状況（8月末現在）
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今後の課題
・小規模保育事業は、待機児童の解消に有効な施設ですが、3歳からの受け入れ先の
確保が重要であり課題となります。

目標の進捗状況

・小規模保育事業
所　5箇所
　委託児童数　69
人

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・小規模保育事業
所　6箇所
　委託児童数　81
人

・小規模保育事業
所　6箇所
　委託児童数　69
人

Ｂ Ａ

・H27年度に子ど
も・子育て支援新
制度が施行され、0
歳～2歳の子どもを
対象とした地域型
保育事業が市町村
の認可事業として
創設されました。地
域型保育事業のう
ち、小規模保育事
業については、市
では事業者に対
し、施設整備に係
る経費を支援する
とともに運営費とし
て地域型保育給付
を支給します。
（64）

目
標
値
等

・小規模保育事業
所　5箇所
　委託児童数　72
人

・小規模保育事業
所　5箇所
　委託児童数　74
人

・小規模保育事業
所 ５箇所
　委託児童数　74
人

・小規模保育事業
所
５箇所
　委託児童数　74
人

令和2年度目標値（取組予定）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

2　育まれる権利 (2)　地域での子育てを応援します。 ①　地域の子ども育成活動を支援します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

（令和元年８月末現在）

事業名 　小規模保育事業 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室
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(3) 企業や市民団体の子育てを応援し
ます。

2　育まれる権利

・事業所内保育事
業所　2箇所
　委託児童数　52
人

（令和元年８月末現在）

　事業所内保育事業 担当部室名

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

福祉子ども部

保育幼稚園室
事業名

行動計画 具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

① 子どもの育成に関する自主的な市民活動
を促進します。

今後の課題
・事業所内保育事業は、従業員以外の一般の子どもも地域枠として受け入れることにな
り、待機児童の解消に有効な施設ですが、3歳からの受け入れ先の確保が重要であり課
題となります。

事業の概要

目
標
値
等

・Ｈ27年度に子ど
も・子育て支援新
制度が施行され、0
歳～2歳の子どもを
対象とした地域型
保育事業が市町村
の認可事業として
創設されました。地
域型保育事業のう
ち、事業所内保育
事業については、
市では運営費とし
て地域型保育給付
を支給します。
（65）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・事業所内保育事
業所　2箇所
　委託児童数　59
人

・事業所内保育事
業所　2箇所
　委託児童数　59
人

・事業所内保育事
業所　2箇所
　委託児童数　59
人

・事業所内保育事
業所　2箇所
　委託児童数　50
人

目標の進捗状況

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業所内保育事
業所
2箇所
　委託児童数　59
人

・事業所内保育事
業所
2箇所
　委託児童数　63
人

Ａ Ａ
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令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続 第2次名張市ばり
ばり食育計画に
沿った事業を展開
します。

事業名 　食育教育（アレルギー対応） 担当部室名
　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

子育て家庭に対し
て、母子保健事業
を通じて、発達・発
育に応じた食生
活・栄養に関する
情報提供・指導を
しました。
なばり子育て支援
員研修において、
子どもの栄養・食生
活に関する内容を
取り入れたり、地域
の支援者向けに食
に関する映画『いた
だきます』と『ＧＩＦ
Ｔ』のセット上映会
を行ないました。

子育て家庭に対し
て、母子保健事業
を通じて、発達・発
育に応じた食生
活・栄養に関する
情報提供・指導を
しました。
平成29年度に実施
した食に関する映
画『いただきます』
の上映会が各地域
で地域づくり組織
や学校、ＰＴＡ等、6
団体で開催され、
計794名が参加しま
した。

子育て家庭に対し
て、母子保健事業
を通じて、発達・発
育に応じた食生
活・栄養に関する
情報提供・指導を
しています。
令和2年度からの５
か年計画である、
第２次名張市ばり
ばり食育計画の策
定に向けて準備中
です。

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

１　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。

具体的施策

② 保育所(園)、地域型保育事業所、認定こど
も園、幼稚園、学校での食育を推進します。

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・各部署、関係機関とともに食育の体制づくりに努めます。
・各事業や機関と連携した名張市食育推進計画を推進する必要があります。
・各世代の健康づくりの課題や地域の特徴に合わせた推進に努めます。

今後の課題

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

事業の概要

実
績
値
等

・生涯にわたる食生
活の基礎を培いこ
ころと体の発達を支
援するため、学校、
PTA、関係団体と
連携し、食に関す
る情報提供、啓発、
教室の開催や食育
の体制づくりの推
進計画を立案し、
進めます。（66）

・事業継続

目標の進捗状況 B Ｂ

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）
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（令和元年８月末現在）

事業名 　食育教育（アレルギー対応） 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・食育のミニ講座を
実施したり、一時保
育利用者のアレル
ギー児について対
応し、食を営む力
を培います。（67）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・保育所・幼稚園におけ
る食育の推進をします。
・保育指針・幼稚園教育
要領に基づく年齢や発
達段階に応じた食育の
推進をします。
・食育に関する継続した
取組みをします。
・保育所給食・幼稚園で
の食事を通じた食育の
推進をします。
・家庭や小学校・地域・
関係機関と連携した食
育の推進をします。
・引き続き公立・私立と
も入所・一時保育に関
わるアレルギー児童に
ついて、医師の指示書
に基づき除去食、代替
食の対応を行います。

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・保育所・幼稚園におけ
る食育の推進をします。
・保育指針・幼稚園教育
要領に基づく年齢や発
達段階に応じた食育の
推進をします。
・食育に関する継続した
取組みをします。
・保育所給食・幼稚園で
の食事を通じた食育の
推進をします。
・家庭や小学校・地域・
関係機関と連携した食
育の推進をします。
・引き続き公立・私立と
も入所・一時保育に関
わるアレルギー児童に
ついて、医師の指示書
に基づき除去食、代替
食の対応を行います。

・保育所・幼稚園におけ
る食育の推進をします。
・保育指針・幼稚園教育
要領に基づく年齢や発
達段階に応じた食育の
推進をします。
・食育に関する継続した
取組みをします。
・保育所給食・幼稚園で
の食事を通じた食育の
推進をします。
・家庭や小学校・地域・
関係機関と連携した食
育の推進をします。
・引き続き公立・私立と
も入所・一時保育に関
わるアレルギー児童に
ついて、医師の指示書
に基づき除去食、代替
食の対応を行います。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

１　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。
② 保育所(園)、地域型保育事業所、認定こど
も園、幼稚園、学校での食育を推進します。

・保育所・幼稚園におけ
る食育の推進をします。
・保育指針・幼稚園教育
要領に基づく年齢や発
達段階に応じた食育の
推進をします。
・食育に関する継続した
取組みをします。
・保育所給食・幼稚園で
の食事を通じた食育の
推進をします。
・家庭や小学校・地域・
関係機関と連携した食
育の推進をします。
・引き続き公立・私立と
も入所・一時保育に関
わるアレルギー児童に
ついて、医師の指示書
に基づき除去食、代替
食の対応を行います。

今後の課題

・アレルギー児童がここ数年で急増しており、またアレルゲンとなる食品の種類も複数で
あったりアトピー性皮膚炎や喘息などの疾患との関連があったりと状況は複雑化してい
ます。そのような中、限られた時間、施設・設備でできる限り本来の献立に近い栄養価の
確保を考えた対応が課題です。

目標の進捗状況

・引き続き入所児童及
び一時保育利用者のア
レルギー対応が必要な
幼児は栄養士との連携
を図りました。
・各保育所で自園調
理、市統一の給食献立
を基本として地産地消
の推奨を含み、安心・安
全な給食の実施に努め
られるようにしました。
・各保育所で調理保
育、栽培活動、地域の
食文化、行事と関わっ
たり、地域の人々や、田
畑等社会資源との関わ
りを進めました。
アレルギー対応児童
数：延べ　９８９人

・引き続き入所児童及
び一時保育利用者のア
レルギー対応が必要な
幼児は栄養士との連携
を図りました。
・各保育所で自園調
理、市統一の給食献立
を基本として地産地消
の推奨を含み、安心・安
全な給食の実施に努め
られるようにしました。
・各保育所で調理保
育、栽培活動、地域の
食文化、行事と関わっ
たり、地域の人々や、田
畑等社会資源との関わ
りを進めました。
アレルギー対応児童
数：延べ　３６３人

・引き続き入所児童及
び一時保育利用者のア
レルギー対応が必要な
幼児は栄養士との連携
を図っています。
・各保育所で自園調
理、市統一の給食献立
を基本として地産地消
の推奨を含み、安心・安
全な給食の実施に努め
られるようにしています。
・各保育所で調理保
育、栽培活動、地域の
食文化、行事と関わっ
たり、地域の人々や、田
畑等社会資源との関わ
りを進めています。
アレルギー対応児童
数：延べ　２５０人（市統
一の給食献立使用の施
設内）

Ａ Ａ
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（令和元年８月末現在）

事業名 　食育教育（アレルギー対応） 担当部室名

１　生きる権利 （2）　子どもの健康を守ります。

教育委員会事務局

具体的施策基本的視点区分

・子どもたちの望ま
しい食習慣や健康
的な生活習慣が形
成されるよう、栄養
教諭等を中心とし
た学校と家庭、地
域の連携による食
育の取組を推進し
ます。（68）

・各小中学校にお
いて、食育月間を
設け、食に関する
指導を強化的に行
いました。
・子どもたちが、食
に関心を持ち自分
の食生活を振り返
る機会を設けること
ができました。

・各小中学校にお
いて、食育月間を
設け、食に関する
指導を強化的に行
いました。
・子どもたちが、食
に関心を持てるよう
体験活動を取り入
れた学習を実施す
ることができました。

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

事業の概要

・アレルギーの対応は、安全性を第一に考え、学校の施設や設備、人員等によっては、
保護者の希望に添えない場合があります。保護者の考え方も多様化している中、連携を
密にして、理解と協力を得ながら進めていく必要があります。
・児童生徒の発達段階を踏まえた上で食物アレルギーに関する指導に取り組む必要が
あります。

今後の課題

目標の進捗状況

学校教育室

② 保育所(園)、地域型保育事業所、認定こど
も園、幼稚園、学校での食育を推進します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

行動計画

実
績
値
等

・食習慣や健康的
な生活習慣の形成
のため、「食に関す
る指導の全体計
画」「年間指導計
画」に基づき、食の
指導を行います。
・食育担当者会を
開催し、幼稚園、保
育所、学校での取
組を交流します。

・食習慣や健康的
な生活習慣の形成
のため、小中９年間
を見据えた「食に関
する指導の全体計
画」「年間指導計
画」に基づき、食の
指導を行います。
・食育担当者会を
開催し、幼稚園、保
育所（園）、学校で
の取組を交流しま
す。

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・各小中学校にお
いて、「食に関する
指導の全体計画」
「年間指導計画」に
のっとって食の指
導を行います。

・食習慣や健康的
な生活習慣の形成
のため、「食に関す
る指導の全体計
画」「年間指導計
画」に基づき、食の
指導を行います。

・各小中学校にお
いて、食育月間（６
月）と食育の日を意
識して、強化的に
食に関する指導を
行っています。
・子どもたちが、食
に関心を持てるよう
に体験活動を取り
入れた学習を実施
しています。

A A

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

事業名
　教育センター

② 保育所(園)、地域型保育事業所、認定こど
も園、幼稚園、学校での食育を推進します。

（2）　子どもの健康を守ります。

（令和元年８月末現在）

　食育 担当部室名
　教育委員会事務局

具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

実
績
値
等

・食育に係る図書
の閲覧・貸出しを行
いました。
・食教育部会（グ
ループ研究部会）
において幼・小・中
の教職員がともに
食教育の実践研究
を年間8回行いまし
た。

・食育に係る図書
の閲覧・貸出しを行
いました。
・食教育部会（グ
ループ研究部会）
において幼・小・中
の教職員がともに
食教育の実践研究
を年間8回行いまし
た。

・食育に係る図書
の閲覧・貸出しを
行っています。
・食教育部会（グ
ループ研究部会）
において幼・小・中
の教職員がともに
食教育の実践研究
を年間3回行いまし
た。

１　生きる権利

・食育の新刊図書
の閲覧・貸出しを行
います。
・食教育部会(グ
ループ研究部会）
において食教育の
実践研究を行いま
す。
・栄養教諭・職員の
研修を行います。

事業の概要

・食育の新刊図書
の閲覧・貸出しを行
います。
・食教育部会(グ
ループ研究部会）
において食教育の
実践研究を行いま
す。
・栄養教諭・職員の
研修を行います。

・食育の新刊図書
の閲覧・貸出しを行
います。
・食教育部会(グ
ループ研究部会）
において食教育の
実践研究を行いま
す。
・栄養教諭・職員の
研修を行います。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

目標の進捗状況

・グループ研究部会や幼児教育等の研修講座の内容を検討し、幼稚園・保育所と学校
がともに食育を推進していく必要があります。

今後の課題

B

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

B

・食育の新刊図書
の閲覧・貸出しを行
います。
・食教育部会(グ
ループ研究部会）
において食教育の
実践研究を行いま
す。
・栄養教諭・職員の
研修を行います。

・食育の新刊図書
の閲覧・貸出しを行
います。
・食教育部会（グ
ループ研究部会）
における食教育の
実践研究や、栄養
教諭等の研修にお
いて、食に関する
研修を行います。
（69）

目
標
値
等
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。

（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。

① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

今後の課題

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

Ａ

・母親に離乳食の
意義や進め方を理
解してもらい、子ど
もの成長に合わ
せ、離乳食を楽しく
進めていけるよう教
室を通じて支援し
ます。
・健診など発育発
達の確認、子育て
の相談、歯科保健
の推進、食育の推
進などの目的と共
に実施します。
・平成30年度より、
離乳食教室は、毎
月同じ内容とし、子
どもの月齢に関わ
らず参加できるよう
にします。(７０)

・気軽に相談してもらえるよう、こんにちは赤ちゃん訪問時、子育てガイド、広報なばり、
ホームページなどで周知を継続して実施します。名張版ネウボラの推進、切れ目ない支
援として他事業や身近な相談場所であるまちの保健室、こども支援センターにおいての
相談も充実し、食育推進計画との連携を図ります。
・教室参加がなく、必要な方に対しての相談や指導にも随時柔軟に対応する必要があり
ます。
・平成31年3月に改定された『授乳・離乳の支援ガイド』に基づき、妊産婦や子どもに関
わる多機関・多職種の関係者が基本的な事項を共有し、一貫した支援に取り組む必要
があります。

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

目標の進捗状況 Ａ

・月1回開催
前期（5～8か月児
対象）：6回、参加
者103組
後期（9～18か月児
対象）：6回、参加
者69組
・管理栄養士による
離乳食の進め方、
歯科衛生士による
歯科衛生教育を実
施しました。また、
質疑応答では内容
によって、管理栄
養士・歯科衛生士・
保健師が対応しま
した。まちの保健室
や各教室において
も相談や指導を行
いました。

離乳食教室
12回　132組

平成30年度より、離
乳食教室は、毎月
同じ内容とし、子ど
もの月齢に関わら
ず参加できるように
しました。
子育てガイド2018
では、新たに離乳
食に関する情報を
掲載しました。

離乳食教室
5回　37組

２　育まれる権利

平成30年度実施（3月末現在）

・事業継続

事業の概要

実
績
値
等

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

・事業継続

◇事業の概要及び目標・実績

基本的視点区分 具体的施策

　福祉子ども部

　健康・子育て支援室

行動計画

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

事業名 　離乳食教室 担当部室名
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４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

② 地域で行う子どもの体験活動を支援するた
め、情報の提供や、事業の円滑な実施を支援
します。

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

目標の進捗状況

・今年度もジュニア
リーダー養成講座の
実施を予定（11月2
日・12月7日）していま
す。
・今年度もKidsサポー
タークラブと青少年育
成市民会議等の共催
による青少年の体験
活動事業を２回（８月
は実施済み・１0月）
実施する予定です。
・ジュニアリーダーの
活動に必要な基礎知
識や技術の向上をす
るための研修会を実
施します。

Ａ A

実
績
値
等

・ジュニアリーダー養
成講座として、希望
者を募集し、１８名の
応募がありました。
・講座は全2回実施し
１７名が修了し、その
うち１５名が名張Ｋｉｄｓ
サポータークラブに
加入しました。
・Ｋｉｄｓサポータークラ
ブと青少年育成市民
会議等の共催による
体験活動事業を２回
実施しました。
・活動に必要な基礎
知識や技術の向上を
するための研修会を
２回実施しました。

・ジュニアリーダー養
成講座に２２名の応
募がありました。
・講座は全2回実施し
２２名が修了し、その
うち２１名が名張Ｋｉｄｓ
サポータークラブに
加入しました（サポー
タークラブ会員数７０
名）。
・Ｋｉｄｓサポータークラ
ブと青少年育成市民
会議等の共催による
体験活動事業を２回
実施（ワンパク広場、
ハロウィンランプづく
り）しました。
・活動に必要な基礎
知識や技術向上のた
めの研修会を実施し
ました（13名参加）。

・子どもたちの活動
を支援する目的で
活動する、小学６年
生、中学生、高校
生、大学生を主な
構成員とする青少
年ボランティア
（ジュニアリーダー
クラブ、シニアリー
ダークラブ）を養成
します。（７１）

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

平成30年度目標値（取組予定）

・養成講座を実施
します。
・団体（Ｋｉｄｓサポー
タークラブ）の育成
に努めます。

・養成講座を実施
します。
・団体（Ｋｉｄｓサポー
タークラブ）の育成
に努めます。

・ジュニアリーダー
養成講座を実施し
ます。
・養成講座を修了
した者が活動を継
続的に活動するた
めに青少年ボラン
ティア団体(名張Ｋｉ
ｄｓサポータークラ
ブ）への活動機会
の提供や育成等の
支援に努めます。

・ジュニアリーダー
養成講座を実施し
ます。
・養成講座を修了
した者が活動を継
続的に活動するた
めに青少年ボラン
ティア団体(名張Ｋｉ
ｄｓサポータークラ
ブ）への活動機会
の提供や育成等の
支援に努めます。

今後の課題
・部活動や進学等により活動できなくなるメンバーが多いため、継続的に活動を行えるよ
う支援していく必要があります。

２　育まれる権利 （2）　地域での子育てを応援します。 ①　地域の子ども育成活動を支援します。

（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

① 子どもが人間関係を築き、安心して心を開
いて話せる居場所の確保に努めます。

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

令和元年度目標値（取組予定）

４　参加する権利

平成29年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

行動計画 具体的施策

事業名 　青少年ボランティアの養成 担当部室名
　教育委員会事務局

　文化生涯学習室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分
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（令和元年８月末現在）

事業名 　学校施設開放 担当部室名

２　育まれる権利 (2)　地域での子育てを応援します。

　教育委員会事務局

具体的施策

　市民スポーツ室

①　地域の子ども育成活動を支援します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

・地域住民の健康
増進とコミュニティ
づくりのため、学校
教育に支障のない
範囲で学校の体育
施設の開放を行い
ます。
（７２）

行動計画

実
績
値
等

139,846人 58,672人

・利用人数145,000
人

・利用人数145,000
人

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

① 子どもが人間関係を築き、安心して心を開
いて話せる居場所の確保に努めます。

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

② 地域で行う子どもの体験活動を支援するた
め、情報の提供や、事業の円滑な実施を支援
します。

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

③ 様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実し
ます。

・年間調整会議で利用日を抑えているが、実際には、利用していない団体がいる。

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

今後の課題

目標の進捗状況

140,105人

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

Ｂ Ｂ

事業の概要

・利用人数145,000
人

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・利用人数145,000
人
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Ａ　 Ａ　

・手当支給継続 ・手当支給継続

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・関係室と連携を深め、制度の周知を進める必要があります。

２　育まれる権利 ②　子育て支援を充実します。

今後の課題

実
績
値
等

（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

◇事業の概要及び目標・実績

目標の進捗状況

・中学校修了前の
児童を養育してい
る者に支給されま
す。（所得制限あ
り）
＜支給額：月額 ＞
3歳未満の児童　一
律15,000円
3歳以上の児童第1
子・第2子　10,000
円
第3子以降 15,000
円
中学生　一律
10,000円
所得制限限度額以
上　一律5,000円
※子ども手当（特措
法）がＨ24年3月で
終了し、Ｈ24年4月
より児童手当に替
わりました。（73）

目
標
値
等

・支給額
1,230,660,000円
・支給要件児童の
月平均人数　9,321
人

・支給額
1,203,920,000円
・支給要件児童の
月平均人数　9,125
人

・支給額
396,565,000円
・支給要件児童の
月平均人数　9,026
人

・手当支給継続 ・手当支給継続

（令和元年８月末現在）

事業名 　児童手当 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業の概要 平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）
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実
績
値
等

目
標
値
等

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

・手当支給継続 ・手当支給継続 ・手当支給継続

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

・必要な方に必要な支援を受けてもらえるよう、的確な対象者の把握に努めるとともに、
制度の周知をより一層行う必要があります。

目標の進捗状況

今後の課題

（令和元年８月末現在）

事業名 　児童扶養手当 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

・父母の離婚などに
より、父又は母と生
計を同じくしていな
い児童を養育する
一人親家庭等の生
活の安定と自立を
助け、児童の福祉
増進を図るために
18歳までの児童を
扶養している父又
は母や、父母に代
わってその児童を
養育している者に
支給されます。（所
得制限あり）
＜支給額：月額＞
H31年4月分より法
改正により手当額
が変更になりまし
た。
全部支給42,910円
一部支給42,900円
 10,120円
児童が2人の場合
上記金額に全部支
給10,140円
一部支給10,130円
～5,070円を加算
3人以上はさらに
全部支給6,080円
ずつ加算
一部支給6,070円
～3,040円ずつを
加算（74）

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業の概要

◇事業の概要及び目標・実績

・手当支給継続

Ａ　 Ａ

・受給者  620人 ・受給者  603人 ・受給者  624人
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今後の課題

目標の進捗状況

・関係室と連携を深め、制度の周知を進める必要があります。

・身体や精神に障
がいのある20歳未
満の児童の福祉の
増進を図るために、
児童を監護してい
る父若しくは母又は
母に代わって児童
を養育している者
に支給されます。
（障がいの程度に
ついては、別に定
める。所得制限あ
り）(75)

目
標
値
等

実
績
値
等

・手当支給継続 ・手当支給継続 ・手当支給継続

・受給者数　229人
1級　児童1人につ
き51,450円
2級　児童1人につ
き34,270円

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

Ａ　

令和2年度目標値（取組予定）

・手当支給継続

Ａ

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

◇事業の概要及び目標・実績

②　子育て支援を充実します。

事業の概要

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

平成29年度目標値（取組予定）

事業名 　特別児童扶養手当 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

平成29年度実績（3月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・受給者数　247人
1級　児童1人につ
き51,700円
2級　児童1人につ
き34,430円

・受給者数　245人
1級　児童1人につ
き52,200円
2級　児童1人につ
き34,770円
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目標の進捗状況

今後の課題
・家庭教育を学習する機会の提供は重要であり、身近な地域にある市民センター等で提
供できるよう教育センターとも連携を図りながら取組んでいくことが必要です。その中で
機会を提供するためには、スタッフを派遣出来るよう充実を図る必要があります。

Ｂ Ｂ

・市民センター等に
おける家庭教育講
座を実施します。
（７6） ・引き続き教育セン

ターと連携し、家庭
教育連続講座を計
５回実施しました。
また、これまで継続
して受講されている
家庭教育スタッフを
各市民センターの
地域のひろばへ派
遣し、家庭教育の
充実をはかりまし
た。

令和2年度実施状況（8月末現在）

・今年度も教育セン
ターと連携し、家庭
教育連続講座を２
回実施しました。
（全５回）
・家庭教育スタッフ
がリーフレットを作
成し、研修会等で
配布しました。

実
績
値
等

・引き続き、教育セ
ンターと連携し、家
庭教育連続講座を
２回実施しました。
（全５回）
・家庭教育スタッフ
が作成したリーフ
レットを地域のひろ
ば等で配付しま
す。

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

（令和元年８月末現在）

事業名 　家庭教育講座 担当部室名
　教育委員会事務局

　文化生涯学習室

（3） 企業や市民団体の子育てを応援
します。

① 子どもの育成に関する自主的な市民活動
を促進します。

２　育まれる権利

（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

・今後も各市民セン
ター地域のひろば
等で家庭教育の必
要性や大切さを説
明し、講座の開催
や内容の充実につ
いて助言や情報提
供を行います。

・各市民センター地
域のひろば等で家
庭教育の必要性や
大切さを伝え、講
座の開催や内容の
充実について助言
や情報提供を行い
ます。

具体的施策

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・今後も各市民セン
ター等に家庭教育
の必要性や大切さ
を説明し、講座の
開催や内容の充実
について助言や情
報提供を行いま
す。

・今後も各市民セン
ター等に家庭教育
の必要性や大切さ
を説明し、講座の
開催や内容の充実
について助言や情
報提供を行いま
す。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

２　育まれる権利
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今後の課題

平成29年度の「まちじゅう元気！イクボス宣言なばり」後も、イベントの活用や常時啓発に
より、継続的に市内事業主、人事担当者、労働者へのセミナー参加の促進、市民への
制度の周知に努め、以て、賛同事業所の増加を目指します。
平成29年度まで事業の進捗指標としていた「男女がいきいきと働いている企業」認証・表
彰制度は、平成29年度に「みえの働き方改革推進企業」登録・表彰制度へと県により制
度変更がなされ、これに伴い、市内の登録企業が無くなるなど、指標として経年比較が
できなくなったことや、同様の指標として、県の関連事業としては「みえのイクボス同盟」、
「女性の大活躍三重県会議」等存在していることから、平成30年度以降事業の進捗指標
として、市としてより主体的に事業展開していくことができる「まちじゅう元気！イクボス宣
言なばり」の賛同事業所数を新たに設定します。

目標の進捗状況

実
績
値
等

B B

・関係室や名同協
企業部会運営委員
と連携して企業
（160社）を訪問し、
「マタハラ・パタハ
ラ」防止啓発リーフ
レットを配布しまし
た。

・「男女がいきいき
と働いている企業」
には、名張市の企
業が引き続き2社認
証されています。

・平成29年9月22日
に、名張市におけ
るイクボス宣言とし
て、賛同事業所と
合同で「まちじゅう
元気！イクボス宣
言なばり」を行いま
した。
（全65事業所）

・関係室や名同協企
業部会運営委員と連
携して企業（160社）
を訪問し、「マタハラ・
パタハラ」防止啓発
リーフレットを配布し
ました。

・「まちじゅう元気！イ
クボス宣言なばり」賛
同事業所数は68事業
所（Ｈ29年度比＋３事
業所）

・名張市男女共同参
画推進フォーラムで
井村屋グループの中
島氏を講師とし、職場
におけるイクボス、女
性の活躍推進等につ
いて啓発を行い、130
人が参加しました。

平成30年度実施（3月末現在）

・関係室や名同協
企業部会運営委員
と連携して企業
（135社）を訪問し、
仕事と家庭の両立
を応援する「イクボ
ス」についての啓発
資料を配布予定で
す。
※名同協加盟企業
を中心に、より効果
的な啓発を実施す
ることとしたため、
訪問企業数が△25
社となっている。

・「まちじゅう元気！
イクボス宣言なば
り」賛同事業所の増
加に向けて取り組
んでいます。

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・仕事と家庭生活
の両立について企
業向け啓発や講演
会の開催、資料の
提供をします。(77)

・企業への訪問
200社

・「男女がいきいき
と働いている企業」
登録・表彰企業　4
社

・企業への訪問
200社

・「まちじゅう元気！
イクボス宣言なば
り」賛同事業所数
80事業所

・企業への訪問
200社

・「まちじゅう元気！
イクボス宣言なば
り」賛同事業所数
80事業所

・企業への訪問
150社

・「まちじゅう元気！
イクボス宣言なば
り」賛同事業所数
80事業所

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
（3） 企業や市民団体の子育てを応援
します。

② 子ども健全育成への企業のかかわりを促
進します。

（令和元年８月末現在）

事業名 　ワーク･ライフ･バランス 担当部室名
　地域環境部

　人権･男女共同参画推進室（男女共同参画担当）
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事業名
　教育センター

①　学校教育を充実します。
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

（令和元年８月末現在）

　名張市小中学校音楽会 担当部室名
　教育委員会事務局

具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

実
績
値
等

２　育まれる権利

令和2年度実施状況（8月末現在）

・市内14小学校、5
中学校の児童生徒
の参加により、日常
の音楽の授業の成
果を交流し、音楽
活動を通して豊か
な情操を養うととも
に親睦をはかりま
す。
・保護者の鑑賞の
場を設けます。

・市内14小学校、5
中学校の児童生徒
の参加により、日常
の音楽の授業の成
果を交流し、音楽
活動を通して豊か
な情操を養うととも
に親睦をはかりま
す。
・保護者の鑑賞の
場を設けます。

目標の進捗状況 A

・児童数の減少により、保護者の鑑賞者を増やすこともできますが、音楽会の目的や児
童の教育的効果を鑑み、慎重に検討していく必要があります。

今後の課題

・小学校の部（5年
生）と中学校の部
（3年生）でそれぞ
れ日頃の音楽の授
業の成果を発表
し、豊かな情操を
養うとともに、交流
を通じて児童生徒
の親睦を図ります。
（７8）

目
標
値
等

事業の概要

・日常の音楽の授
業の成果を交流
し、音楽活動を通し
て豊かな情操を養
うとともに親睦を図
るという目的が達成
できました。「練習
の成果を発揮し、
質の高い発表だっ
た」など、十分成果
がありました。中学
校の部は平成28年
度から引き続き、3
年生全員が一堂に
会し、達成感を味
わうことができまし
た。
・小学校の部は希
望する保護者全員
が鑑賞できました。
（小学校の部302
人、中学校の部9人
の参加）

・日常の音楽の授
業の成果を交流
し、音楽活動を通し
て豊かな情操を養
うとともに親睦を図
るという目的が達成
できました。「練習
の成果を発揮し、
質の高い発表だっ
た」など、十分成果
がありました。中学
校の部は平成28年
度から引き続き、3
年生全員が一堂に
会し、達成感を味
わうことができまし
た。
・小学校の部は希
望する保護者全員
が鑑賞できました。
（小学校の部307
人、中学校の部10
人の参加）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

A

・市内14小学校、5
中学校の児童生徒
の参加により、日常
の音楽の授業の成
果を交流し、音楽
活動を通して豊か
な情操を養うととも
に親睦をはかりま
す。
・保護者の鑑賞の
場を設けます。

・市内14小学校、5
中学校の児童生徒
の参加により、日常
の音楽の授業の成
果を交流し、音楽
活動を通して豊か
な情操を養うととも
に親睦をはかりま
す。
・保護者の鑑賞の
場を設けます。

※未実施
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（令和元年８月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

事業名 　名張市立学校･園美術展覧会 担当部室名
　教育委員会事務局

　教育センター

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

①　学校教育を充実します。

行動計画 具体的施策基本的視点区分

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・市内各小中学校
より、図画作品418
点、工作・工芸品
209点、書写作品
368点の他市立幼
稚園からも図画もし
くは工作工芸作品
を出品します。

・市内各小中学校
より、図画作品400
点、工作・工芸品
200点、書写作品
350点の他市立幼
稚園からも図画もし
くは工作工芸作品
を出品します。

・市内各小中学校
より、図画作品400
点、工作・工芸品
300点、書写作品
350点の他市立幼
稚園からも図画もし
くは工作工芸作品
を出品します。

・市内各小中学校
より、図画作品400
点、工作・工芸品
300点、書写作品
350点の他市立幼
稚園からも図画もし
くは工作工芸作品
を出品します。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

※未実施（R元年11
月29日～12月2日
実施予定）

今後の課題
・美術展覧会は、教職員の日頃の教育実践の検証の場でもある。特に小中一貫教育が
本格実施となる中、幼小中の子ども達の創造性や技能、さらに美的情操を系統的に高
めていくための有効な研修のあり方を工夫し、指導法の改善につなげる必要がある。

目標の進捗状況 A A

・子どもたちの思い
や願いが表現され
た絵画、工作、書
写などの作品展。
市立幼稚園の園児
の作品も展示しま
す。（７9）

実
績
値
等

目
標
値
等

事業の概要

・市内各幼小中学
校より図画作品441
点、工作工芸323
点（内市立幼稚園
作品72点を含む）、
書写371点あり、来
場者数は4,199人
（前年度より263人
増）でした。

・市内各幼小中学
校より図画作品439
点、工作工芸291
点（内市立幼稚園
作品63点を含む）、
書写369点あり、来
場者数は3,709人
（前年度より490人
減）でした。

令和元年度目標値（取組予定）
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実
績
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

・10月に赤目中校
区、桔梗が丘中校
区、北中校区、南
中校区において、
それぞれ錦生赤目
小、蔵持小、すずら
ん台小、南中を会
場に「もみじのつど
い」を実施しまし
た。11月には名張
中校区において、
名張中を会場に「も
みじのつどい」を実
施しました。
・7月に赤目中、2月
に北中を会場に、
中学校特別支援学
級交流会を2回実
施しました。

・10月に桔梗が丘
中校区、南中学校
区、赤目中学校
区、北中学校区に
おいて、それぞれ
桔梗が丘小、つつ
じが丘小、箕曲小、
北中を会場に「もみ
じのつどい」を実施
しました。11月には
名張中学校区にお
いて、比奈知小を
会場に「もみじのつ
どい」を実施しまし
た。
・2月に教育セン
ターを会場に、中
学校特別支援学級
交流会を1回実施
しました。

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

・特別支援学級の
児童生徒が中学校
区ごとに集まる「も
みじのつどい」と、
市内5中学校の特
別支援学級生徒が
集う「中学校特別支
援学級交流会」を
行う予定です。特
別支援学級に在籍
する児童生徒の自
立と社会性の養成
を目指すとともに、
会場校の児童生徒
との交流を通して、
互いに理解し合う
場とします。（80）

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

①　学校教育を充実します。

基本的視点区分

事業名 　もみじのつどい 担当部室名
　教育委員会事務局

　教育センター

行動計画 具体的施策

今後の課題

・本事業が、「特別支援学級在籍の児童生徒の自立と社会性の養成をめざす」「会場校
の児童生徒との交流を通してお互いに理解し合う。」というねらいに沿ったものとなるよう
に、今後も担当者同士の充分な話し合いや会場校との充分な打ち合わせが必要です。
・児童の参加体制を鑑み、中学校特別支援学級交流会の実施回数を1回にするなど見
直しが必要です。

目標の進捗状況 Ａ A

事業の概要

※未実施

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・「もみじのつどい」
を各中学校区別に
10月～11月に実施
します。また、市内
中学校特別支援学
級交流会を実施し
ます。

・「もみじのつどい」
を各中学校区別に
10月～11月に実施
します。また、市内
中学校特別支援学
級交流会を実施し
ます。

・「もみじのつどい」
を各中学校区別に
10月～11月に実施
します。また、市内
中学校特別支援学
級交流会を実施し
ます。

・「もみじのつどい」
を各中学校区別に
10月～11月に実施
します。また、市内
中学校特別支援学
級交流会を実施し
ます。
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１　生きる権利 （２）　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

（令和元年８月末現在）

　学校教育室
事業名 　名張市教育支援委員会

具体的施策

担当部室名

事業の概要

（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

①　学校教育を充実します。２　育まれる権利

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

目標の進捗状況

　教育委員会事務局

今後の課題
・対象児の増加により、審議に係る時間が増加しており、審議の進め方の工夫が必要で
す。

実
績
値
等

行動計画

◇事業の概要及び目標・実績

・5歳児の障がいの
ある就学前の幼児
の状況を慎重に審
議し、適切な就学
を図ります。(81)

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・障がいのある就学
前の幼児の状況を
慎重に審議し、適
切な就学を図るた
めに4回委員会を
実施します。

・障がいのある就学
前の幼児の状況を
慎重に審議し、適
切な就学を図るた
めに4回委員会を
実施します。

Ａ A

・障がいのある就学
前の幼児の状況を
慎重に審議し、適
切な就学を図るた
めに4回委員会を
実施します。

・障がいのある就学
前の幼児の状況を
慎重に審議し、適
切な就学を図るた
めに4回委員会を
実施します。

・6月に第１回委員
会を実施し、障が
いのある就学前の
幼児の状況を把握
し、適切な就学を
図るための年間計
画を作成しました。
また、9月、11月、
12月と計4回の委
員会を実施し、障
がいのある児童生
徒の適切な就学に
向けて審議を重ね
るとともに、保護者・
学校からの相談に
対応しました。

・6月に委員会を実
施し、障がいのある
就学前の幼児の状
況を把握し、適切
な就学を図るため
の年間計画を作成
しました。また、9
月、10月、12月と計
4回の委員会を実
施し、障がいのある
児童生徒の適切な
就学に向けて審議
を重ねるとともに、
保護者・学校から
の相談に対応しま
した。

・6月に委員会を実
施し、障がいのある
就学前の幼児の状
況を把握し、適切
な就学を図るため
の年間計画を作成
しました。
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

（令和元年８月末現在）

事業名
　名張市教育センター事業「ちょっとホッ
との会」(適応指導教室)

担当部室名
　教育委員会事務局

　教育センター

２　育まれる権利

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

①　学校教育を充実します。
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

今後の課題
・教職員対象の会を設けて2年目となりましたが、参加者数も多く、ひとつひとつのケース
に対する質疑応答の時間をしっかり確保し、不登校児童生徒の対応や理解に役立てて
もらえるように、時間設定の工夫を行っていきます。

「ちょっとホッとの
会」
・子どもの不登校・
行きしぶりなどでお
悩みの保護者や教
職員のつどいを開
催します。（８２）

実
績
値
等

目標の進捗状況 A

・保護者を対象に年
間3回実施し、延べ10
人の参加がありまし
た。

・教職員対象に1回実
施し、25人の参加が
ありました。
・保護者を対象に年
間2回実施し、延べ10
人の参加がありまし
た。

・教職員対象に1回実
施し、28人の参加が
ありました。

B

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

令和2年度目標値（取組予定）

・年間3回実施 ・年間3回実施
（保護者対象2回、
教職員対象1回）

・年間3回実施
（保護者対象2回、
教職員対象1回）

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

・年間3回実施
（保護者対象2回、
教職員対象1回）

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）
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（令和元年８月末現在）

事業名
　名張市教育センター事業「(保育士・幼
稚園教諭対象講演会)」

担当部室名
　教育委員会事務局

　教育センター

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

（7）　職員の専門性の向上を図ります。
① 育児や子どもへの指導力の向上を図る研
修や今日的課題に応じた研修を実施します。

２　育まれる権利

具体的施策行動計画

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

①　学校教育を充実します。

今後の課題
・保育所（園）・幼稚園の現状に合った内容にするために、保育所（園）・幼稚園と連携を
して情報収集・情報提供するとともに、少しでも参加しやすいように運営の工夫が必要で
す。

実
績
値
等

・「幼児教育」の研
修講座を1回実施
し、50人の参加が
ありました。その中
で保育士、幼稚園
教諭からは38人の
参加がありました。
・「美術展運営委員
研修」の講座へ保
育士、幼稚園教諭
からは2人の参加が
ありました。

・「幼児教育」の研
修講座を1回実施
し、45人の参加が
ありました。その中
で保育士、幼稚園
教諭からは22人の
参加がありました。

目標の進捗状況 B B

令和2年度実施状況（8月末現在）平成30年度実施（3月末現在）

・「幼児教育」の研
修講座を実施しま
す。
・主に小中学校教
職員対象であって
も、講座の内容に
よっては、保育士、
幼稚園教諭も参加
できるように研修講
座を企画します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・研修講座「幼児教
育」保育士、幼稚
園教諭等を対象に
した具体的な支援
方法の講演会を開
催します。（８３）

・「幼児教育」の研
修講座を実施しま
す。
・主に小中学校教
職員対象であって
も、講座の内容に
よっては、保育士、
幼稚園教諭も参加
できるように研修講
座を企画します。

・「幼児教育」の研
修講座を実施しま
す。
・主に小中学校教
職員対象であって
も、講座の内容に
よっては、保育士、
幼稚園教諭も参加
できるように研修講
座を企画します。

・「幼児教育」の研
修講座を実施しま
す。
・主に小中学校教
職員対象であって
も、講座の内容に
よっては、保育士、
幼稚園教諭も参加
できるように研修講
座を企画します。

令和元年度実施状況（8月末現在）

・「幼児教育」の研
修講座を1回実施
し、40人の参加が
ありました。その中
で保育士、幼稚園
教諭からは18人の
参加がありました。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）
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（令和元年８月末現在）

事業名
　名張市教育センター事業「(子育て支
援講演会)」

担当部室名
　教育委員会事務局

　教育センター

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

今後の課題

・子育ての不安や悩みに耳を傾け、その思いに寄り添った講演や家庭教育に関する講座を継続
し、より多くの方に受講してもらえるように工夫・改善をします。
・各市民センターや幼稚園・保育所（園）等、より参加しやすい場所で講座を開催したり、スタッフ
がより多くの「ひろば」に参加したりするなど、今後も子育てに関する支援を行う必要があります。

実
績
値
等

２　育まれる権利

行動計画 具体的施策

①　家庭教育を支援します。
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

・子育て支援や家
庭教育に関する講
演会、講座を実施
します。（８４）

・「子育て支援研修
会」では、特別支援
教育士の新山君代さ
んを講師として、テー
マごとに3回実施しま
した。延べ144人の参
加があり、放課後児
童クラブ指導員も多
数参加されました。
・家庭教育連続講座
では、松原利子さん
を講師とし5回実施し
ました。延べ、189人
の参加がありました。
・家庭教育スタッフの
育成にも力を入れ、
志治優美さんを招い
てファシリテーション
スキルについて研修
会を2回実施しまし
た。

・「子育て支援研修
会」をテーマごとに3
回実施しました。現
在、延べ156人の参
加がありました。
・家庭教育連続講座
は5回実施し、現在、
延べ230人の参加が
ありました。主任児童
委員や他市の方も参
加いただき、より多く
の方で活発に話し合
いがされました。
・家庭教育スタッフ
が、4地域の親子が市
民センター等に集ま
り、遊び等を行う「ひ
ろば」活動に参加し、
ミニ講座を実施しまし
た。
・家庭教育リーフレッ
トを作成し、「ひろば」
等で配布しました。

・「子育て支援研修
会」をテーマごとに2
回実施しました。現
在、延べ69人の参加
がありました。
・家庭教育連続講座
は2回実施し、現在、
延べ76人の参加があ
りました。主任児童委
員や他市の方も参加
いただき、より多くの
方で活発に話し合い
がされています。
・家庭教育スタッフ
が、地域の親子が市
民センター等に集まり
遊び等を行う「ひろ
ば」活動に参加し、ミ
ニ講座を実施しま
す。
・家庭教育リーフレッ
トを作成し、「ひろば」
等で配布していま
す。

２　育まれる権利

（3） 企業や市民団体の子育てを応援
します。

① 子どもの育成に関する自主的な市民活動
を促進します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・「子育て支援研修
会」をテーマごとに3
回実施します。
・家庭教育連続講座
を受講して育ったス
タッフを講師やファシ
リテーターとして講座
を実施します。また、
各市民センターや各
PTA事業にも派遣し
ます。
・新たな講師を招いて
家庭教育講座を実施
します。

・「子育て支援研修
会」をテーマごとに3
回実施します。
・家庭教育連続講座
を受講して育ったス
タッフを講師やファシ
リテーターとして講座
を実施します。また、
各市民センターや各
PTA事業にも派遣し
ます。
・新たな講師を招いて
家庭教育講座を実施
します。

・育てにくさを感じて
いる保護者等を対象
に「子育て支援研修
会」をテーマごとに3
回実施します。
・講師を招いて5回連
続の家庭教育講座を
実施します。
・家庭教育連続講座
を受講して育ったス
タッフを講師やファシ
リテーターとして市民
センターや各PTA事
業に派遣します。
・各地域の「ひろば」
に参加し、ミニ講座を
実施します。

・育てにくさを感じて
いる保護者等を対象
に「子育て支援研修
会」をテーマごとに3
回実施します。
・講師を招いて5回連
続の家庭教育講座を
実施します。
・家庭教育連続講座
を受講して育ったス
タッフを講師やファシ
リテーターとして市民
センターや各PTA事
業に派遣します。
・各地域の「ひろば」
に参加し、ミニ講座を
実施します。

A A目標の進捗状況

H29年度実績（H30.3月末現在） H30年度実施状況（8月末現在） H31年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）
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今後の課題
・保健体育代表者会における子どもの体力向上に向けた取組、講師を招いての実技研修講座、
グループ研究部会による研究等をより一層充実・推進していく必要があります。

・保健体育代表者会
を4回実施し、市内の
全小中学校で子ども
の体力向上につなが
る統一した取組「中学
校ブロック体力向上
の取組」を進めていま
す。グループ研究部
会も8回開催し、研究
を進めています。ま
た、2回の研修講座を
実施し、延べ80人の
教職員が参加しまし
た。

目標の進捗状況 Ａ A

実
績
値
等

・保健体育代表者会
を4回実施し、「中学
校ブロック体力向上
の取組」の昨年度ま
での取組の総括と来
年度に向けた取組に
ついて検討しました。
・グループ研究部会
は8回実施し、児童生
徒の体力向上のため
の研究を進めました。
・器械運動を充実さ
せる目的で研修講座
を実施し、32人の教
職員が参加しました。

・保健体育代表者会
を2回実施し、「中学
校ブロック体力向上
の取組」の昨年度ま
での取組の総括と来
年度に向けた取組に
ついて検討しました。
・グループ研究部会
は3回実施し、児童生
徒の体力向上のため
の研究を進めました。
・走力と柔軟性を向
上させる目的で研修
講座を実施し、28人
の教職員が参加しま
した。

（令和元年８月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・体力低下などの
課題解決に向け、
運動の楽しさや喜
びを味わい、運動
に親しむ資質や能
力を育てるため、各
校代表者による保
健体育代表者会、
グループ研究部
会、研修講座で子
どもの体力向上の
ための取り組みを
進めます。（８５）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・保健体育代表者会
では、引き続き「中学
校ブロック体力向上
の取組」に取り組むこ
とで、小中一貫教育
の完全実施に向け、9
年間を見通した系統
的な体力向上のため
の教育を推進しま
す。
・グループ研究部会
において、子どもの体
力向上に向けた方策
を研究、発信するとと
もに、研修講座を開
催し教職員の指導力
向上に努めます。

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

平成29年度目標値（取組予定）

２　育まれる権利

・保健体育代表者
会、グループ研究部
会において、子どもの
体力向上に向けた方
策を研究、発信すると
ともに、研修講座を開
催し教職員の指導力
向上に努めます。

・保健体育代表者会
では、引き続き「中学
校ブロック体力向上
の取組」に取り組むこ
とで、小中一貫教育
の完全実施に向け、9
年間を見通した系統
的な体力向上のため
の教育を推進しま
す。
・グループ研究部会
において、子どもの体
力向上に向けた方策
を研究、発信するとと
もに、研修講座を開
催し教職員の指導力
向上に努めます。

・保健体育代表者
会、グループ研究部
会において、子どもの
体力向上に向けた方
策を研究、発信すると
ともに、研修講座を開
催し教職員の指導力
向上に努めます。

事業名 　体力の向上 担当部室名
　教育委員会事務局

　教育センター

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

①　学校教育を充実します。

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。
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２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

①　学校教育を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・特別な支援が必
要な子どもに関し
て、学校と連携しな
がら、子どものデー
タを構築することに
より、保護者が子ど
もの様子を関係機
関とつなぐことがで
き、途切れのない
支援を一層進めま
す。(８６)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、パーソナルカル
テの配布・運用数
の拡大を図るととも
に、カルテの不足
数の補充を行いま
す。

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

事業名 パーソナルカルテ推進事業 担当部室名
　教育委員会事務局

　学校教育室

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、パーソナルカル
テの配布・運用数
の拡大を図るととも
に、カルテの不足
数の補充を行いま
す。

令和元年度目標値（取組予定）

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、パーソナルカル
テの配布・運用数
の拡大を図るととも
に、カルテの不足
数の補充を行いま
す。

・特別支援教育体
制推進事業に統合
し、パーソナルカル
テの配布・運用数
の拡大を図るととも
に、カルテの不足
数の補充を行いま
す。

パーソナルカルテ
を一部改訂し、１０
０部増刷しました。
また、各小中学校
や福祉部局の関係
機関に、さらなる配
付拡大に向けて協
力を依頼し、特別
な支援を必要とす
る児童・生徒保護
者への紹介・配付
を行いました。

各小中学校で、特
別支援学級在籍児
童・生徒について、
１学期中にパーソ
ナルカルテの所有
状況を確認し、未
所有の保護者に運
用を勧めました。ま
た、パーソナルカル
テを１００部増刷し、
各小中学校や福祉
部局の関係機関
に、さらなる配付拡
大に向けて協力を
依頼しました。

各小中学校で、特
別支援学級在籍児
童・生徒について、
１学期中にパーソ
ナルカルテの所有
状況を確認し、未
所有の保護者に運
用を勧めました。

今後の課題
・カルテの有効活用のために、保護者と各機関の連携が重要です。また、各機関が活用
に向けての意識を高めていく必要があります。

目標の進捗状況 B Ｂ
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ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

今後の課題 ・少子高齢化が進み、子ども向けの事業展開が難しくなることが考えられます。

・つながる食を考え
る会　9回（子ども50
人）
・木工教室　1回（こ
ども6人）
・親子のつどい（カ
レー作り）
1回（子ども29人）
・親子のつどい（影
絵）　1回
（こども16人）
合計　101人

・つながる食を考え
る会　前期5回（子
ども27人）
後期7回（子ども53
人）
・親子のつどい（カ
レー作り）
1回（子ども22人）
・つつじが丘幼稚
園親子行事（子ども
12人）
合計　114人

・つながる食を考え
る会　こどもとごは
ん5回（子ども12人）
・国津保育所同窓
会1回（こども32人）
合計　44人

目標の進捗状況 Ｃ  

・多面的な機能の
ある農山村の豊か
な環境のなかで、
子ども達の健やか
な成長を促すととも
に、遊びや自然体
験学習、体験活動
の機会を提供しま
す。（親子木工教
室・親子草木染教
室）（８７）

・施設体験説明会
4回×25人＝100人
・3教室（陶芸・木
工・料理）
各1回×10人＝30
人
合計　130人

・施設体験説明会
4回×26人＝104人
・3教室（陶芸・木
工・料理）
各1回×10人＝30
人
合計　134人

・施設体験説明会
4回×27人＝108人
・3教室（陶芸・木
工・料理）
各1回×10人＝30
人
合計　138人

・施設体験説明会
4回×26人＝104人
・3教室（陶芸・木
工・料理）
各1回×10人＝30
人
合計　134人

実
績
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

②　いろいろな体験の場を提供します。

（令和元年８月末現在）

事業名 　はぐくみ工房あららぎ自主企画事業 担当部室名
　産業部

　農林資源室
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今後の課題
・より効果的に事業目的を達成するべく、事業内容を検討していきます。
・土に親しむことにより、生きる力を育む取組の充実に努めます。

・17家族60人（うち
子ども32人）が参加
しました。
・H29年5月28日に
植えつけし、H29年
7月29日に除草作
業を実施しました。
・H29年10月1日に
収穫をしました。

・13家族45人（うち
子ども24人）の申込
がありました。
・H30年5月28日
植えつけ作業　12
家族41人（うち子ど
も22人）参加
・除草作業を行う予
定であったが、台
風の影響で中止
・H30年10月8日
芋ほり
9家族28人（うち子
ども15人）参加

・13家族45人（うち
子ども22人）の申込
がありました。
・Ｒ1年5月28日
植えつけ作業　11
家族39人（うち子ど
も19人）参加
・Ｒ1年8月4日
10家族38人（うち子
ども18人）参加

目標の進捗状況 C Ｃ

・就学前親子及び
小中学生を対象
に、さつまいもの苗
植えから収穫まで
を体験します。
（８８）

・25家族80人（うち
子ども50人）

・25家族80人（うち
子ども50人）

・25家族80人（うち
子ども50人）

・25家族80人（うち
子ども50人）

実
績
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

③ 様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実し
ます。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

②　いろいろな体験の場を提供します。

（令和元年８月末現在）

事業名 　市民親子体験農業さつまいもづくり 担当部室名
　産業部

　農林資源室
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今後の課題
・不況の折、ご支援いただける事業所の開拓が難しくなる可能性があります。また、事業
所までの交通手段を含めた安全指導を今後も強化する必要があります。

実
績
値
等

・市内5中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ました。

・市内５中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ました。

・市内2中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ました。

・市内5中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ます。（８９）

B B目標の進捗状況

・市内5中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ます。

平成29年度実績（3月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

（令和元年８月末現在）

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

　教育委員会事務局

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

事業名 担当部室名

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

②　いろいろな体験の場を提供します。

４　参加する権利

　学校教育室
　職場体験学習

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・市内5中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ます。

◇事業の概要及び目標・実績

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）事業の概要

目
標
値
等

・市内5中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ます。

・市内5中学校の2
年又は3年の生徒
が、地域の事業所
に3日間出向き、職
場体験学習を行い
ます。
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・体育優良者・いい
歯の8020の表彰・
記念イベント
・スポーツ体験コー
ナー
・健康相談・体験
コーナー
・健康づくりに関す
る啓発（９０）

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・5,000人 ・5,000人 ・1,000人 ・1,000人

（令和元年８月末現在）

担当部室名

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要
目
標
値
等

具体的施策

(2) 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

４　参加する権利

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

(6) 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

　教育委員会事務局・福祉子ども部

　市民スポーツ室・健康・子育て支援室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

２　育まれる権利

～H２９　体育・健康フェスタ
H３０～　健康・医療介護福祉フェスタ

基本的視点区分 行動計画

事業名

②　いろいろな体験の場を提供します。

１　生きる権利 (2)　子どもの健康を守ります。
① 子どもの心身の健やかな発達を支援しま
す。

今後の課題

・健康づくりや、医療・介護・福祉に関する体験ができる機会として今後も継続・充実に努
めます。
・令和元年度は、とれたて！なばり2019に来場された様々な世代にわたる方々に積極的
にPRし、興味をもって参加していただけるように工夫していきます。

実
績
値
等

目標の進捗状況 B B

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

とれたて！なばり
2018（2日目）に、健
康・医療介護福祉
フェスタとして同時
開催
・開催日　平成30
年11月11日（日曜
日）
・場所　名張市役
所及び防災セン
ター
・市役所会場
　参加者550人
　（体験・無料検
診・相談等）
・防災センター会場
　参加者250人
（表彰式、講演会
等）

・令和元年11月10
日（日曜日）の開催
に向けて準備中。
・場所　名張市役
所及び防災セン
ター
＊とれたて！なばり
2019（2日目）に、健
康・医療介護福祉
フェスタとして同時
開催

・開催日　平成29
年10月9日（月曜
日・祝日）
・場所　HOS名張ア
リーナ（名張市総合
体育館）及び名張
中央公園他
・全体テーマ　Ｓｍｉ
ｌｅ　Ｅｖｅｒｙｄａｙ！
～まちじゅう元
気！！～
・延べ参加人数
5,646人（式典参加
者420人）
・体育フェスタ（参
加者1,441人）
・健康フェスタ（参
加者3,065人）
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事業名 　名張ひなち湖紅葉マラソン大会 担当部室名
　教育委員会事務局

　市民スポーツ室

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

◇事業の概要及び目標・実績

③ 様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実し
ます。

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

②　いろいろな体験の場を提供します。

今後の課題 ・より多くの広報媒体を活用し参加を募ります。

目標の進捗状況

事業の概要

目
標
値
等

・ウォーキングの
部：5.5㎞
・ジョギングの部：2
㎞
・レースの部：2・3・
5・10㎞（９１）

平成29年度目標値（取組予定）

700人

平成30年11月18日
（日）開催

令和元年１１月17
日（日）開催予定

実
績
値
等

Ｈ29年11月19日
（日）開催

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

令和2年度実施状況（8月末現在）令和元年度実施状況（8月末現在）

700人 ７00人 700人

B B
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・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行います。
実施回数　月1回
参加人数　90人

・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行います。
実施回数　月1回
参加人数　94人

・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行います。
実施回数　月1回
参加人数　41人

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

（令和元年８月末現在）

事業名 　おはなしの国『おはなばたけ』 担当部室名
　教育委員会事務局

　図書館

基本的視点区分 具体的施策

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

４　参加する権利

行動計画

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行い、読書への
動機付けを図りま
す。
毎月第3日曜日
14:00～14:30
 （９２）

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

②　いろいろな体験の場を提供します。

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行います。
実施回数　月1回
参加人数　110人

・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行います。
実施回数　月1回
参加人数　110人

・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行います。
実施回数　月1回
参加人数　110人

・おはなし会よりも
年齢が上の児童を
対象に素ばなし等
を行います。
実施回数　月１回
参加人数　100人

目標の進捗状況

今後の課題 ・読み聞かせ等を行う人材の確保が必要です。

B B
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（令和元年８月末現在）

具体的施策

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

　絵ばなし（新なばりの昔話） 担当部室名
　教育委員会事務局

基本的視点区分

事業名

行動計画

　図書館

②　いろいろな体験の場を提供します。

事業の概要

目
標
値
等

２　育まれる権利
（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

◇事業の概要及び目標・実績

今後の課題 ・読み聞かせ等を行う人材の確保が必要です。

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施し、伝統
文化にふれます。
毎月第2日曜日
14:00～14:30
（９３）

実
績
値
等

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施します。
実施回数　月１回
参加人数　118人

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施します。
実施回数　月１回
参加人数　43人

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施します。
実施回数　月1回
参加人数　70人

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施します。
実施回数　月１回
参加人数　60人

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施します。
実施回数　月1回
参加人数    60人

目標の進捗状況

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）平成29年度実績（3月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

A Ａ

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施します。
実施回数　月１回
参加人数　　１２０
人

・『なばりの昔話』を
題材にしたおはな
し会を実施します。
実施回数　月1回
参加人数　85人
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・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行いま
す。
実施回数　週1回
参加人数　728人

A Ａ

・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行いま
す。
実施回数　週1回
参加人数　722人

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

事業の概要

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行いま
す。
実施回数　週1回
参加人数　730人

今後の課題 ・読み聞かせ等を行う人材の確保が必要です。

実
績
値
等

・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行い、
読書への動機付け
を図ります。
毎週土曜日
14：00～14：30
（９４）

・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行いま
す。
実施回数　週1回
参加人数　600人

・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行いま
す。
実施回数　週1回
参加人数　590人

・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行いま
す。
実施回数　週１回
参加人数　590人

目
標
値
等

・絵本・紙芝居の読
み聞かせを行いま
す。
実施回数　週1回
参加人数　402人

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

　おはなし会 担当部室名

行動計画

目標の進捗状況

（令和元年８月末現在）

　教育委員会事務局

　図書館

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

事業名

（6） 学校教育等を充実させ、生きる力・
豊かな心を育みます。

基本的視点区分

２　育まれる権利

具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

③　就学前の保育・教育を充実する。

４　参加する権利
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平成29年度目標値（取組予定）

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み聞
かせ、わらべうた、
手遊び等を実施し
ます。
実施回数　月1回
参加人数　120人

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み書
かせ、わらべうた、
手遊び等を実施し
ます。
実施回数　月１回
参加人数　100人

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み書
かせ、わらべうた、
手遊び等を実施し
ます。
実施回数　月１回
参加人数　36人

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み聞
かせ、わらべうた、
手遊び等を通して
図書館に親しみ、
触れ合いを深めま
す。
毎月第1木曜日
11:00～11:15
（９５）

基本的視点区分

２　育まれる権利

目
標
値
等

行動計画 具体的施策

（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み聞
かせ、わらべうた、
手遊び等を実施し
ます。
実施回数　月1回
参加人数　79人

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み書
かせ、わらべうた、
手遊び等を実施し
ます。
実施回数　月１回
参加人数　93人

（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。２　育まれる権利

・読み聞かせ等を行う人材の確保が必要です。
今後の課題

実
績
値
等

（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

４　参加する権利

目標の進捗状況 C Ｃ

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み聞
かせ、わらべうた、
手遊び等を実施し
ます。
実施回数　月1回
参加人数　110人

・0～2歳児を対象
に、絵本の読み聞
かせ、わらべうた、
手遊び等を実施し
ます。
実施回数　月１回
参加人数　120人

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

（令和元年８月末現在）

事業名 　赤ちゃんのためのおはなし会 担当部室名
　教育委員会事務局

　図書館
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・案内はがきを送付
308人
・受取　108人
・受取率　35.1%
・受取場所　図書
館、かがやき、赤目
保育所マイ保育ス
テーションの3施設

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

（令和元年８月末現在）

事業名 　ブックスタート事業 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
(1) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

①　家庭教育を支援します。

目
標
値
等

実
績
値
等

事業の概要

・対象者数のうち事
業への参加率を
85％以上とします。

・対象者数のうち事
業への参加率を
85％以上とします。

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・案内はがきを送付
576人
・受取　377人
・受取率　65.5%
・受取場所　図書
館、かがやき、赤目
保育所マイ保育ス
テーションの3施設

・案内はがきを送付
540人
・受取　343人
・受取率　63.5%
・受取場所　図書
館、かがやき、赤目
保育所マイ保育ス
テーションの3施設

・事業への参加を更に促し、子育て支援へとつなげていく必要があります。
・開催場所の変更について、さらに周知をしていく必要があります。

目標の進捗状況

今後の課題

・生後5～6か月の
乳児を持つ家庭を
対象に、絵本の読
み聞かせを通して
親子のコミュニケー
ションを図るきっか
けを提供するととも
に、乳児の情操を
豊かに育みます。
実施施設：図書
館、かがやき、保健
センター、（Ｈ27年8
月から赤目マイ保
育ステーション）
(９６)

◇事業の概要及び目標・実績

Ｂ　 Ｂ　

・対象者数のうち事
業への参加率を
85％以上とします。

・対象者数のうち事
業への参加率を
85％以上とします。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）
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（令和元年８月末現在）

事業名
　たんぽぽルーム
　ひまわりっ子

担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・たんぽぽルームは
名張幼稚園におい
て、未就園3歳児を
対象に園庭を月2
回程度開放し実施
します。
・ひまわりっ子は桔
梗南幼稚園におい
て、未就園3歳児を
対象に園庭を月2
回程度開放し実施
します。
・幼稚園に在園す
る異年齢の子ども
たちとの交流
・家族以外の人に
慣れ親しむ
・幼稚園に慣れ親
しむ
・保護者同士の交
流
・子育て相談 (９７)

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業継続

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

２　育まれる権利
（1） 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

・事業継続

今後の課題

・他者に親しみ、親が子どもの育ちについて学びあい、成長を喜び合える場として、今後
も、広報活動の充実と、より参加しやすい内容の工夫に努める必要があります。
・保護者同士が子育てについての情報交流をする場となれるように、子育てを支援して
いきます。

目標の進捗状況

・延べ３１５人（たんぽぽ
ルーム１４３人、ひまわ
りっ子１７２人）の親子が
参加。遊具や体操など
体を動かす遊び、親子
つながり遊びなど触れ
合いの機会を大切にし
ました。また水遊びなど
を用意しその時期なら
ではの遊びを親子で楽
しみました。遊びの環境
づくりを行うことで、子ど
も達はたくさんの体験を
通し感性を高め他児と
関わる楽しさを経験する
機会となりました。保護
者は幼稚園の保育を知
ると共に、子育ての情報
交換など保護者交流の
場となり、子育て支援の
機会となりました。

・延べ３６９人（たんぽぽ
ルーム２２８人、ひまわ
りっ子１４１人）の親子が
参加。遊具や体操など
体を動かす遊び、親子
つながり遊びなど触れ
合いの機会を大切にし
ました。また水遊びなど
を用意しその時期なら
ではの遊びを親子で楽
しみました。遊びの環境
づくりを行うことで、子ど
も達はたくさんの体験を
通し感性を高め他児と
関わる楽しさを経験する
機会となりました。また、
地域の方と一緒に遊ん
だり読みかせをしていた
だいたりなどして楽しく
過ごしました。
保護者は幼稚園の保育
を知ると共に、子育ての
情報交換など保護者交
流の場となり、子育て支
援の機会となりました。

・延べ１００人（たんぽぽ
ルーム４５人、ひまわ
りっ子５５人）の親子が
参加。遊具や体操など
体を動かす遊び、親子
つながり遊びなど触れ
合いの機会を大切にし
ています。また水遊びな
どを用意しその時期なら
ではの遊びを親子で楽
しんでいます。遊びの
環境づくりを行うことで、
子ども達はたくさんの体
験を通し感性を高め他
児と関わる楽しさを経験
する機会となります。看
護師や歯科衛生士が入
ることで、成長・発達に
ついての相談機会も
持っています。また、地
域の方と一緒に遊んだ
り読みかせをしていただ
いたりなどして楽しく過
ごしています。
保護者は幼稚園の保育
を知ると共に、子育ての
情報交換など保護者交
流の場となり、子育て支
援の機会となっていま
す。

A Ａ
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令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・母子世帯の生活
を安定させるため、
母子生活支援施設
において保護し自
立を支援するととも
に、経済的に入院
助産を実施できな
い妊産婦の助産を
支援します。(９８)

・事業継続 ・事業継続

・助産施設入所　0
件
・母子生活支援施
設入所　2件

・助産施設入所　1
件
・母子生活支援施
設入所　3件

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・事業継続 ・事業継続

（令和元年８月末現在）

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

事業名
　母子生活支援施設・助産施設への入
所

担当部室名
福祉子ども部

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

具体的施策

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）令和元年度目標値（取組予定）

目標の進捗状況

子ども家庭室

基本的視点区分

・母子生活支援施設入所者の入所期間が長期化することもあるため、更なる自立支援に
よる退所に向けた取組が必要です。

２　育まれる権利
(1) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

今後の課題

実
績
値
等

行動計画

ＡＡ　

・助産施設入所　1
件
・母子生活支援施
設入所　2件
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今後の課題

目標の進捗状況

・Ｈ25年4月より職業能力の向上及び求職活動の支援等の対象が父子にも拡大され、周
知を進める必要があります。

・母子、父子、寡婦
に対して自立に必
要な情報提供及び
相談助言を行うほ
か、職業能力の向
上及び求職活動の
支援等を行いま
す。(９９)

・相談件数　140件 ・相談件数　146件

Ａ　 Ａ

目
標
値
等

・事業継続

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

実
績
値
等

具体的施策

②　子育て支援を充実します。

事業の概要

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

行動計画

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

・相談件数　70件

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

２　育まれる権利
(1) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

◇事業の概要及び目標・実績

（令和元年８月末現在）

事業名 　母子父子自立支援員設置 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室
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Ｂ　 C

・6件 ・0件

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・1件

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続 ・事業継続

平成29年度目標値（取組予定）

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

(1) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

今後の課題
・H28年度より支給額が2割より6割となり、資格取得のための費用負担が軽減され、資格
取得に関心を持つ方が増えてきましたが、予算確保が課題となっています。

目標の進捗状況

（令和元年８月末現在）

事業名 　自立支援教育訓練給付金 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

◇事業の概要及び目標・実績

・母子家庭の母及
び父子家庭の父が
就職に有利な資
格、技能を取得す
るための教育訓練
講座の受講を支援
し、就業につなげま
す。（所得制限あ
り）(１００)

目
標
値
等

事業の概要

具体的施策

実
績
値
等

２　育まれる権利
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Ａ　 Ａ

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・8件（看護師4名・
介護福祉士1名・社
会福祉士1名・美容
師1名・保育士1名)

・12件(看護師7名・
社会福祉士1名・美
容師1名・保育士3
名)

・12件(看護師7名・
社会福祉士2名・美
容師1名・保育士2
名)

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続 ・事業継続・事業継続

(1) 家庭教育を支援し、明るくいきいき
子育てができるようにします。

②　子育て支援を充実します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

今後の課題

・Ｈ31年度より支給対象期間が36ヶ月から48ヶ月に延長され(対象となる資格取得に4年
以上の課程の履修が必須となる場合のみ)、更に支給金額の拡充により、就学期間の最
終12ヶ月について課税世帯・非課税世帯とも4万円を増額とすることとなったため、今後
の予算確保が課題です。

目標の進捗状況

（令和元年８月末現在）

事業名 高等職業訓練促進給付金 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

◇事業の概要及び目標・実績

・一人親家庭の父
又は母が看護師、
保育士、介護福祉
士など就職に有利
な資格の取得を促
進するため養成機
関において修業す
る場合、一定期間
支援を行います。
(所得制限あり)
・Ｈ25年度より、支
給対象者が父子家
庭の父の利用も可
能になりました。
(１０１)

目
標
値
等

事業の概要

具体的施策

実
績
値
等

２　育まれる権利
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・各小学校では、名
張警察署、交通安
全協会、名張自動
車学校等の協力を
得て、交通安全教
室を実施し、学習
に努めています。ま
た、交通安全講話
やＤＶＤ視聴、歩
行・自転車の実技
指導などにより交通
安全についての学
習を深めていま
す。

今後の課題 ・警察や地域、保護者の協力の下、更なる交通安全の啓発に努める必要があります。

目標の進捗状況 AA

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・交通安全教室を
実施し、交通安全
への意識が高まる
ような学習に努めま
す。

・交通安全教室を
実施し、交通安全
への意識が高まる
ような学習に努めま
す。

　交通安全教室 担当部室名

・各学校では、交通
安全教室を実施
し、学習に努めまし
た。また、交通安全
講話や視聴覚教材
等の活用をするな
ど交通安全につい
ての学習を深めま
した。

・各小学校では、名
張警察署、交通安
全協会、名張自動
車学校の協力を得
て、交通安全教室
を実施し、学習に
努めました。また、
交通安全講話やＤ
ＶＤ視聴、歩行・自
転車の実技指導な
どにより交通安全
についての学習を
深めました。

２　育まれる権利

平成29年度目標値（取組予定）

・交通安全教室を
実施し、学習が深
まるように努めま
す。

・交通安全教室を
実施し、学習が深
まるように努めま
す。

平成30年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

事業名

事業の概要

目
標
値
等

・警察の協力の下、
交通安全について
の学習を深めま
す。(１０２)

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

　教育委員会事務局

　学校教育室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

実
績
値
等

（4） 社会のルールを守り、自立する心
を育みます。

① 交通安全や礼儀など、社会のルールやマ
ナーを子どもが身につけられるようにします。

◇事業の概要及び目標・実績

116



ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

（令和元年８月末現在）

２　育まれる権利

事業名 　交通安全推進事業 担当部室名
　都市整備部

（4） 社会のルールを守り、自立する心
を育みます。

① 交通安全や礼儀など、社会のルールやマ
ナーを子どもが身につけられるようにします。

　都市計画室

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

令和2年度目標値（取組予定）平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 平成31年度目標値（取組予定）

・幼児交通安全クラ
ブリーダーを対象
に交通安全指導者
研修会を開催しま
す。

今後の課題

・市内の公立幼稚
園及び各保育園の
幼児交通安全クラ
ブの交通安全事業
活動を支援しま
す。（１０３）

・交通安全研修会を通じて、家族及び地域等で交通安全意識を高められるよう目指しま
す。

実
績
値
等

・幼児交通安全クラ
ブリーダーを対象
に交通安全指導者
研修会を開催しま
す。

A A

・幼児交通安全クラ
ブリーダーを対象
に交通安全指導者
研修会を開催し、
交通安全知識の向
上や街頭での幼児
等に対する指導方
法について研修を
行いました。

・幼児交通安全クラ
ブリーダーを対象
に交通安全指導者
研修会を開催し、
交通安全知識の向
上や街頭での幼児
等に対する指導方
法について研修を
行いました。

・幼児交通安全クラ
ブリーダーを対象
に交通安全指導者
研修会を開催し、
交通安全知識の向
上や街頭での幼児
等に対する指導方
法について研修を
行います。

目標の進捗状況

・幼児交通安全クラ
ブリーダーを対象
に交通安全指導者
研修会を開催しま
す。

・幼児交通安全クラ
ブリーダーを対象
に交通安全指導者
研修会を開催しま
す。
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１　生きる権利
（1） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

⑥ 子どもが自己肯定感をもち、自分の思いを
表現する力を育てます。

道徳の教科化に向
けて講師を招聘し、
継続的、計画的に
子どもたちの心を
耕すことの必然性
について研修を行
いました。

・特別の教科道徳の
実施において、道徳
教育全体計画、別
葉、年間指導計画を
作成し、計画的に、
道徳的な判断力、心
情、実践意欲と態度
を育てる取組を行い
ました。
・講師を招聘し、子ど
もの心に寄り添った
授業展開ができるよ
う、研修会を開催しま
した。
・特別の教科道徳担
当者会を開催し、実
践を交流しました。

特別の教科道徳の
完全実施におい
て、道徳教育全体
計画、別葉、年間
指導計画を作成
し、計画的に、道徳
的な判断力、心
情、実践意欲と態
度を育てる取組を
行っています。

目
標
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要 平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

目標の進捗状況

担当部室名

（令和元年８月末現在）

　教育委員会事務局

行動計画

（4） 社会のルールを守り、自立する心
を育みます。

・家庭や地域と連
携し、公共心や規
範意識、他人を思
いやる心、よりよく
生きようとする意欲
と実践力を育む道
徳教育を推進しま
す。（１０４）

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

令和2年度目標値（取組予定）

実
績
値
等

２　育まれる権利

・平成30年度から小
学校で、平成31年度
から中学校で実施さ
れる道徳の教科化を
にらみ、より一層道徳
の時間の充実が図ら
れるよう取組をすすめ
るとともに、各学校に
おいて、全ての教科
領域において、道徳
教育を進め、公共心
や規範意識、他人を
思いやる心、よりよく
生きようとする意欲と
実践力を育みます。

・各学校において、
特別の教科道徳
が、道徳全体計画
を基に、1年間を見
通し、計画的に実
践され、学校と家
庭、地域との連携
の中で、公共心や
規範意識、他人を
思いやる心、よりよ
く生きようとする力
を育みます。

今後の課題
・家庭、地域との連携した道徳教育のさらなる推進が必要です。また、学校においては、
道徳教育推進教師を中心にした、更なる研修充実の必要があります。

　学校教育室

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

事業名 　道徳教育の推進

② 友達との交流のなかで、互いの考えを認め
合うことの大切さや協調性を体得できるようにし
ます。

具体的施策

・各学校において、
道徳全体計画を基
に、特別の教科道
徳が、1年間を見通
し、計画的に実践さ
れ、学校と家庭、地
域との連携の中
で、命を大切にし、
公共心や規範意
識、他人を思いや
る心、よりよく生きよ
うとする力を育みま
す。

B A

・各学校において、
道徳全体計画を基
に、特別の教科道
徳が、1年間を見通
し、計画的に実践さ
れ、学校と家庭、地
域との連携の中
で、命を大切にし、
公共心や規範意
識、他人を思いや
る心、よりよく生きよ
うとする力を育みま
す。

平成29年度実績（3月末現在）
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（令和元年８月末現在）

事業名 　道徳性の芽生えを培う保育の推進 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・人とのかかわりの
中で、人に対する
愛情と信頼感、人
権を大切にする心
を育てるとともに、
自主、自立、及び
協調の態度を養
い、道徳性の芽生
えを培います。
（１０５）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業継続

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
（4） 社会のルールを守り、自立する心
を育みます。

② 友達との交流のなかで、互いの考えを認め
合うことの大切さや協調性を体得できるようにし
ます。

・事業継続

今後の課題

・幼児教育の推進体制構築事業として作成したカリキュラムを保育計画に取り入れ、保
育実践をおこなっていくことが必要です。
・あわせて保育士･幼稚園教諭の資質及び専門性の向上にかかわる研修の充実を図り
ます

目標の進捗状況

・幼児教育の推進
体制構築事業で作
成した、「しっかりつ
なぐ育ちのバトンカ
リキュラム」（試行
版）に沿って、取り
組みを行い、実践
事例を集めました。

・幼児教育の推進
体制構築事業で作
成した「しっかりつ
なぐ育ちのバトンカ
リキュラム」（試行
版）の検証を行い、
完成版の作成に向
けた取組を進めま
した。

・幼児教育の推進体制
構築事業で作成した
「しっかりつなぐ育ちの
バトンカリキュラム」に
沿った取組を進めてい
ます。
・小学校との接続を意識
した取組（ばりっ子ピカ
ピカ小１体験プロジェト）
を進め、保幼小の研修
の充実を図ります。ま
た、自主・自立・協調
性・道徳性の芽生え等”
幼児期までに育ってほ
しい１０の姿”を保育計
画等において位置づけ
ていくような保育を実践
していくために研修の充
実を図ります。

A Ａ
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今後の課題
・家庭、地域との連携したキャリア教育を推進する必要があります。
・各校でキャリアパスポートを活用する準備が必要です。

目標の進捗状況 B B

令和2年度実施状況（8月末現在）

・望ましい職業観、
勤労観を身に付
け、社会に出て自
立して生活する力
を育成するために、
発達段階に応じ
た、キャリア教育や
進路指導の全体計
画を立案し、実践し
ました。

・望ましい職業観、
勤労観を身に付
け、社会に出て自
立して生活する力
を育成するために、
発達段階に応じ
た、キャリア教育や
進路指導の全体計
画を立案し、実践し
ています。

・望ましい職業観、
勤労観を身に付
け、社会に出て自
立して生活する力
を育成するために、
発達段階に応じ
た、キャリア教育や
進路指導の全体計
画を立案し、実践し
ました。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等・小学校の段階か

ら、望ましい職業
観、勤労観を身に
付けるための学習
を進めながら、自己
の個性を理解して、
進路を選択する力
を育成し、社会に
出て自立して生活
する力を発達段階
に応じて身に付け
ることができるよう、
また、主体的に学
ぶことができるよう、
キャリア教育を推進
します。（１０６）

実
績
値
等

・望ましい職業観、
勤労観を身に付
け、社会に出て自
立して生活する力
を育成するために、
発達段階に応じ
た、キャリア教育や
進路指導の全体計
画を立案し、実践し
ます。

・望ましい職業観、
勤労観を身に付
け、社会に出て自
立して生活する力
を育成するために、
発達段階に応じ
た、キャリア教育や
進路指導の全体計
画を立案し、実践し
ます。

・望ましい職業観、
勤労観を身に付
け、社会に出て自
立して生活する力
を育成するために、
発達段階に応じ
た、キャリア教育や
進路指導の全体計
画を立案し、実践し
ます。

・望ましい職業観、
勤労観を身に付
け、社会に出て自
立して生活する力
を育成するために、
発達段階に応じ
た、キャリア教育や
進路指導の全体計
画を立案し、キャリ
アパスポートを活用
した実践を推進しま
す。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
（4） 社会のルールを守り、自立する心
を育みます。

③ 自分の事は自分でできるようになることに
心を配り、自立する心を育てます。

（令和元年８月末現在）

事業名 　キャリア教育の推進 担当部室名
　教育委員会事務局

　学校教育室
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（令和元年８月末現在）

事業名 　キャリア教育の推進 担当部室名
福祉子ども部

保育幼稚園室

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・子ども一人一人が
その発達課題を達
成し、将来、社会
人･職業人として自
立していく為に必
要な態度や能力を
身につけていける
よう保育や教育を
行います。（１０７）

実
績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・事業継続

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・事業継続 ・事業継続

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

２　育まれる権利
（4） 社会のルールを守り、自立する心
を育みます。

③ 自分の事は自分でできるようになることに
心を配り、自立する心を育てます。

・事業継続

今後の課題
・家庭、地域社会、企業、関連機関等との連携、資源を有効活用するとともに、幼稚園教
諭・保育士の資質及び専門性の向上に関わる研修の実施の必要があります。

目標の進捗状況

・友だちと一緒に生活
や遊びを共にする中
で、いろいろな経験
が子どもの心と身体
の成長につながって
います。自然や地域
などへの体験活動を
通し、生きる力・健
康・社会性などにつ
ながったように、実体
験（アクティブラーニ
ング）からの学びを大
切にしています。　ま
た、幼児教育の推進
体制構築事業の
「しっかりつなぐ育ち
のバトンカリキュラム」
（試行版）の中のつな
がりを意識し、保育施
設だけでなく、家庭や
地域そして就学へと
向けた取組を実施し
ました。

・乳幼児期は生活
の中で興味や要求
に基づいた体験
（アクティブラーニ
ング）を通して子ど
もたちの生きる力の
育成につながること
がキャリア教育であ
ることを踏まえて、
自己を発揮し自信
を持って行動でき
る保育の充実を図
りました。
また、幼児教育の
推進体制構築事業
の「しっかりつなぐ
育ちのバトンカリ
キュラム」（試行版）
の中のつながりを
意識し、家庭や地
域そして就学に向
けた取組を実施し
ました。

・乳幼児期は生活
の中で興味や要求
に基づいた体験
（アクティブラーニ
ング）を通して子ど
もたちの生きる力の
育成につながること
がキャリア教育であ
ることを踏まえて、
自己を発揮し自信
を持って行動でき
る保育の充実を図
ります。
また、幼児教育の
推進体制構築事業
の「しっかりつなぐ
育ちのバトンカリ
キュラム」の中のつ
ながりを意識し、家
庭や地域そして乳
児からの育ちと就
学に向けた取組を
実施します。

A Ａ
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（令和元年８月末現在）

　教育センター
事業名

⑤ 地域に開かれた学校づくりを進め、登下校
の安全ボランティアや図書ボランティア等、地
域住民に連携・協力を求めます。

担当部室名
　教育委員会事務局

　学校生活支援ボランティア

具体的施策

（5） 地域とともにある学校づくりを進め
ます。

行動計画

２　育まれる権利

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

２　育まれる権利
（5） 地域とともにある学校づくりを進め
ます。

① 優れた知識や技術を持つ社会人、また、
地域の伝統を受け継ぐ人などをゲストティー
チャーとして迎えます。

今後の課題

・ボランティアの高齢化、固定化が進む中、今後も学校・地域との連携を図りながらボラ
ンティアの拡大と育成に努めていきます。
・今後、英語教育やふるさと学習の推進が本格化する中、学校現場のニーズにあったボ
ランティアの発掘を進めていく必要があります。

目標の進捗状況

目
標
値
等

・登下校時及び校
内外活動の安全の
支援、校舎の補修
等、地域の人の豊
富な経験や知識を
活用させていただ
き、学校教育の一
層の充実を図りま
す。（１０８）

・学校生活ボラン
ティア登録者数：
768人（うちH29年
度新規登録者数：
138人）
・活動内容は、学
校のニーズにより
多岐にわたり、学校
教育の充実につな
がっています。
＜主な活動内容＞
・児童生徒の安全
確保：212人
・学習支援:191人
・学校図書館支援：
135人
・環境整備支援：
138人　　等

・学校生活ボラン
ティア登録者数：
855人（うちH30年
度新規登録者数：
144人）
・活動内容は、学
校のニーズにより
多岐にわたり、学校
教育の充実につな
がっています。
＜主な活動内容＞
・児童生徒の安全
確保：266人
・学習支援:206人
・学校図書館支援：
154人
・環境整備支援：
204人　　等

実
績
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・登下校時及び校
内外活動の安全の
支援、学習環境の
整備等、地域の人
の豊富な経験や知
識を活用させてい
ただき、学校教育
の一層の充実を図
ります。
・地域の方の特技
や経験を、児童生
徒の学習に積極的
に生かす取組を行
います。

・登下校時及び校
内外活動の安全の
支援、学習環境の
整備等、地域の人
の豊富な経験や知
識を活用させてい
ただき、学校教育
の一層の充実を図
ります。
・地域の方の特技
や経験を、児童生
徒の学習に積極的
に生かす取組を行
います。

・登下校時及び校
内外活動の安全の
支援、学習環境の
整備等、地域の人
の豊富な経験や知
識を活用させてい
ただき、学校教育
の一層の充実を図
ります。
・地域の方の特技
や経験を、児童生
徒の学習に積極的
に生かす取組を行
います。

・登下校時及び校
内外活動の安全の
支援、学習環境の
整備等、地域の人
の豊富な経験や知
識を活用させてい
ただき、学校教育
の一層の充実を図
ります。
・地域の方の特技
や経験を、児童生
徒の学習に積極的
に生かす取組を行
います。

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要 平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

A A

・学校生活ボラン
ティア登録者数：
923人（うちR元年度
新規登録者数：68
人）
・活動内容は、学
校のニーズにより
多岐にわたり、学校
教育の充実につな
がっています。
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令和2年度実施状況（8月末現在）

目標の進捗状況

　教育委員会事務局

・学校便りやホーム
ページ等を通して、
保護者や地域の人
に情報を発信しま
す。
・学校関係者評価
委員会または学校
運営協議会を全小
中学校で設置し、
地域とともにある学
校づくりに努めま
す。
学校関係者評価委
員会実施校　1校
学校運営協議会設
置校　18校

・学校便りやホーム
ページ等を通して、
保護者や地域の人
に情報を発信しま
す。
・学校運営協議会
を全小中学校で設
置し、地域とともに
ある学校づくりに努
めます。
学校運営協議会設
置校　19校

A A

・教育課程を介して地域社会とめざす子ども像や学校の姿を共有し、名張版コミュニ
ティ・スクールの実施に向けた取組を一層すすめる必要があります。

今後の課題

・学校便りやホーム
ページを作成し、
保護者や地域の人
に情報を発信しま
す。
・学校評議員会や
学校関係者評価委
員会を通して、保
護者や地域の方の
意見を生かした学
校づくりを進めま
す。
・学校評議員会や
学校関係者評価委
員会の機能を兼ね
備えた学校運営協
議会を設置し、地
域とともにある学校
づくりを進めます。
（１０９）

事業名

目
標
値
等

事業の概要

担当部室名

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

　学校評議員・学校関係者評価委員会

② 学校等の情報を積極的に保護者、地域へ
提供し、意見、協力を受けながら開かれた施設
づくりに努めます。

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

（令和元年８月末現在）

　学校教育室

実
績
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

２　育まれる権利
（5） 地域とともにある学校づくりを進め
ます。

行動計画 具体的施策

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

・学校便りやホーム
ページ等を通して、
保護者や地域の人
に情報を発信しま
す。
・学校関係者評価
委員会を全小中学
校で設置し、より地
域に開かれた学校
経営に努めます。
・名張版コミュニ
ティ・スクールの実
施に向けた取組を
すすめます。
学校関係者評価委
員会実施校　19校

・学校便りやホーム
ページ等を通して、
保護者や地域の人
に情報を発信しま
す。
・学校関係者評価
委員会または学校
運営協議会を全小
中学校で設置し、
地域とともにある学
校づくりに努めま
す。
学校関係者評価委
員会実施校　10校
学校運営協議会設
置校　9校

・学校便りの地域へ
の配布や回覧、ホー
ムページにおける学
校の情報発信等を行
いました。
・学校の組織にコミュ
ニティ・スクール担当
者を位置付けるととも
に、学校関係者評価
委員会または学校運
営協議会を全小中学
校で設置し、地域とと
もにある学校づくりに
努めました。
学校関係者評価委員
会実施校　11校
学校運営協議会設置
校　8校

・学校便りやホーム
ページ等を通して、
保護者や地域の人に
情報を発信します。
・学校関係者評価委
員会または学校運営
協議会を全小中学校
で設置し、地域ととも
にある学校づくりに努
めます。
学校関係者評価委員
会実施校　3校
学校運営協議会設置
校　16校

・学校便りの地域へ
の配布や回覧、ホー
ムページにおける学
校の情報発信等を行
いました。
・学校の組織にコミュ
ニティ・スクール担当
者を位置付けるととも
に、学校関係者評価
委員会または学校運
営協議会を全小中学
校で設置し、地域とと
もにある学校づくりに
努めました。
学校関係者評価委員
会実施校　1７校
学校運営協議会設置
校　2校
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・地域コーディネーターがいない学校には、地域と連携し、配置できるよう取り組む必要
があります。また、名張版コミュニティ・スクールの実践化及び立ち上げに向け、学校・家
庭・地域の連携共同体制づくりをめざし、さらに地域への啓発にも努めていきます。

今後の課題

　教育センター・文化生涯学習室

③ 保護者や地域住民の訪問、行事参加（授
業参観など）を幅広く柔軟に認めます。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

・学校の教育活動
の支援を目的と し
て、地域住民の学
校支援ボランティア
などへの参加 を促
進し、学校・家庭・
地域が一体となっ
て地域ぐるみで子
どもを育てる体制
づくりを推進しま
す。（１１０）

令和2年度実施状況（8月末現在）

実
績
値
等

事業の概要

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・市内全小中学校
19校の学校支援地
域本部の充実ととも
に、名張版コミュニ
ティ・スクールの実
践化や立ち上げに
向けて、地域本部
をベースとして、組
織作りに取り組みま
す。

（令和元年８月末現在）

目標の進捗状況

事業名 　学校支援地域本部事業 担当部室名
　教育委員会事務局

２　育まれる権利
（5） 地域とともにある学校づくりを進め
ます。

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

・市内全小中学校１
9校の学校支援地
域本部の充実ととも
に、名張版コミュニ
ティ・スクールの立
ち上げに向けて、
地域本部をベース
とした組織作りに取
り組みます。

・市内全小中学校１
9校の学校支援地
域本部の充実ととも
に、名張版コミュニ
ティ・スクールの立
ち上げに向けて、
地域本部をベース
とした組織作りに取
り組みます。

・市内全小中学校
19校の学校支援地
域本部の充実ととも
に、名張版コミュニ
ティ・スクールの実
践化や立ち上げに
向けて、地域本部
をベースとして、組
織作りに取り組みま
す。

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・学校ボランティア
室にチーフコー
ディネーターを7人
配置し、学校や地
域との連携体制を
強化しました。
・全小中学校への
定期訪問（年3回）
・ボランティア活動
や懇談会、児童生
徒等の参観（随時）
・ボランティア研修
会（7月）やコーディ
ネーター養成研修
会（11月）を実施
し、ボランティアの
養成やコミュニ
ティ・スクールの立
ち上げに向けた研
修を行いました。

・学校ボランティア
にチーフコーディ
ネーターを8人配置
し、学校や地域との
連携体制を強化し
ました。
・全小中学校への
定期訪問（年3回）
・ボランティア活動
や懇談会、児童生
徒等の参観（随時）
・ボランティア研修
会（7月）を実施し、
ボランティアの育成
を図り、地域学校
協働活動の研修会
（11月）を実施し、コ
ミュニティ・スクール
の実践化や立ち上
げの支援に取り組
みました。

・学校ボランティア
にチーフコーディ
ネーターを8人配置
し、学校や地域との
連携体制を強化し
ました。
・全小中学校への
定期訪問（年2回）
・ボランティア活動
や懇談会、児童生
徒等の参観（随時）
・地域支援コーディ
ネーター研修会（6
月）、ボランティア
研修会（8月）を実
施し、ボランティア
の育成を図りまし
た。

A A
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・22クラブ開設のう
ち、7校の空き教室
及び3校の旧用務
員室をクラブ室とし
て活用しています。
・学校内教室：桔梗
が丘東、箕曲、つ
つじが丘、百合が
丘、桔梗が丘南、
美旗、錦生赤目
・旧用務員室：　薦
原、錦生赤目、名
張

・22クラブ開設のう
ち、7校の空き教室
及び4校の旧用務
員室をクラブ室とし
て活用しています。
・学校内教室：桔梗
が丘東、箕曲、つ
つじが丘、百合が
丘、桔梗が丘南、
美旗、錦生赤目
・旧用務員室：　薦
原、錦生赤目、名
張、百合が丘

・H30年度に実施したアンケート調査の結果を勘案しながら、既存の施設の活用を図りま
す。

目標の進捗状況

今後の課題

・20クラブ開設のう
ち、7校の空き教室
及び3校の旧用務
員室をクラブ室とし
て活用しています。
・学校内教室：桔梗
が丘東、箕曲、つ
つじが丘、百合が
丘、桔梗が丘南、
美旗、錦生赤目
・旧用務員室：　薦
原、錦生赤目、名
張

A　 A　

２　育まれる権利

子ども家庭室
担当部室名

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

④ 学校の空きスペースを開放し、地域行事等
に有効に活用できるようにします。

事業の概要

行動計画

（5） 地域とともにある学校づくりを進め
ます。

目
標
値
等

令和元年度目標値（取組予定）

・クラブ室の適正な
面積を確保するた
め、空き教室及び
旧用務員室をクラ
ブ室として活用しま
す。

（令和元年８月末現在）

福祉子ども部

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

　空き教室の有効利用

・学校の空きスペー
スを開放し、地域行
事等に有効に活用
できるようにしま
す。（１１１）

・クラブ室の適正な
面積を確保するた
め、空き教室及び
旧用務員室をクラ
ブ室として活用しま
す。

・クラブ室の適正な
面積を確保するた
め、空き教室及び
旧用務員室をクラ
ブ室として活用しま
す。

・クラブ室の適正な
面積を確保するた
め、空き教室及び
旧用務員室をクラ
ブ室として活用しま
す。

基本的視点区分

実
績
値
等

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

事業名
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２　育まれる権利

行動計画

（令和元年８月末現在）

事業名 　幼児教育資質向上事業 担当部室名
　教育委員会事務局

　教育センター

具体的施策

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

（7）　職員の専門性の向上を図ります。
① 育児や子どもへの指導力の向上を図る研
修や今日的課題に応じた研修を実施します。

・特別支援教育は、幼児期からの適切な支援が必要であり、そのためには教職員の研
修は必要不可欠です。研修講座に少しでも多くの方に受講してもらうために、保育所
（園）、幼稚園へも積極的に働きかけをしていく必要があります。

今後の課題

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

目標の進捗状況

・乳幼児教育に対
する理解・技能を
高めるために、特
別支援教育講演会
を実施します。
また、精神科医や
臨床心理士を交え
て、事例検討や支
援の方法などの研
修を行います。（幼
稚園教諭・保育士・
小学校教諭対象）
（１１２） 実

績
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・特別支援教育講
演会を実施しま
す。
・臨床心理士を交
えての事例検討会
を実施します。
・特別支援教育担
当者研修を実施し
ます。

A A

・特別支援教育研
修講座を実施しま
す。
・臨床心理士を交
えての事例検討会
を実施します。
・特別支援教育担
当者研修を実施し
ます。

・特別支援教育研
修講座を実施しま
す。
・臨床心理士を交
えての事例検討会
を実施します。
・特別支援教育担
当者研修を実施し
ます。

・特別支援教育研
修講座を1回実施
し、106人の参加が
ありました。
・臨床心理士を交
えての事例検討会
を8回実施しまし
た。
・特別支援教育担
当者研修を3回実
施し、延べ40人の
参加がありました。
・自主研修講座「通
級教室」を1回実施
し、12人の参加が
ありました。

・特別支援教育研
修講座を1回実施
し、97人の参加が
ありました。
・臨床心理士を交
えての事例検討会
を6回実施しまし
た。
・特別支援教育担
当者研修を3回実
施し、延べ62人の
参加がありました。

・特別支援教育研
修講座を1回実施
し、100人の参加が
ありました。
・臨床心理士を交
えての事例検討会
を3回実施しまし
た。
・特別支援教育担
当者研修を3回実
施し、延べ53人の
参加がありました。

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・特別支援教育講
演会を実施しま
す。
・臨床心理士を交
えての事例検討会
を実施します。
・事例をもとに少人
数での特別支援教
育事例検討研修講
座を実施します。
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事業名
　教育センター

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

（令和元年８月末現在）

　各種研修講座 担当部室名
　教育委員会事務局

具体的施策行動計画

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・教育講演会、教
科・領域研修、課
題研修、研究報告
研修、職務研修、
教育支援ボランティ
ア研修等の研修講
座（69講座）を実施
し、延べ2,128人の
参加がありました。
（他施策と重複しな
いよう、幼児教育、
ケースカンファレン
ス、特別支援教育
事例検討、特別支
援教育、体力向
上、子育て支援、
家庭教育、ちょっと
ホッとの会、栄養教
諭研修を除いて計
上しています）

・教育講演会、教
科・領域研修、課
題研修、研究報告
研修、職務研修、
教育支援ボランティ
ア研修等の研修講
座（68講座）を実施
し、延べ2,525人の
参加がありました。
（他施策と重複しな
いよう、幼児教育、
ケースカンファレン
ス、特別支援教育
事例検討、特別支
援教育、体力向
上、子育て支援、
家庭教育、ちょっと
ホッとの会、栄養教
諭研修を除いて計
上しています）

・教育講演会、教
科・領域研修、課
題研修、研究報告
研修、職務研修、
教育支援ボランティ
ア研修等の研修講
座（34講座）を実施
し、延べ1,338人の
参加がありました。
（他施策と重複しな
いよう、幼児教育、
ケースカンファレン
ス、特別支援教育
事例検討、特別支
援教育、体力向
上、子育て支援、
家庭教育、ちょっと
ホッとの会、栄養教
諭研修を除いて計
上しています）

（7）　職員の専門性の向上を図ります。

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

◇事業の概要及び目標・実績

２　育まれる権利
① 育児や子どもへの指導力の向上を図る研
修や今日的課題に応じた研修を実施します。

平成29年度目標値（取組予定）

・今後も今日的課題に応じた内容や、名張市における喫緊の課題に応じた内容に対応
できるような研修講座を実施するとともに、教職員のニーズに合った研修を実施し、教職
員の資質向上に努める必要があります。

今後の課題

・教職員研修、教
育講演会、研修講
座を企画します。
（１１３）

目
標
値
等

事業の概要

実
績
値
等

・教育講演会、教
科・領域研修、課
題研修、職務研
修、教育支援ボラ
ンティア研修等の
研修講座（50講座）
を開設します。

Ａ A

・教育講演会、教
科・領域研修、課
題研修、職務研
修、教育支援ボラ
ンティア研修等の
研修講座（50講座）
を開設します。

・教育講演会、教
科・領域研修、課
題研修、職務研
修、教育支援ボラ
ンティア研修等の
研修講座（50講座）
を開設します。

・教育講演会、教
科・領域研修、課
題研修、職務研
修、教育支援ボラ
ンティア研修等の
研修講座（50講座）
を開設します。

目標の進捗状況

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）
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今後の課題
・研修の機会は充実してきているので、より実態に応じた教職員の指導力向上を目指し
ていきます。

・生徒指導推進委
員会を開催し、問
題行動や虐待防止
の研修を進めまし
た。
・教育相談担当者
会議の開催し、不
登校児童生徒への
支援の研修を進め
ました。
・学級満足度調査
(ＱＵ)活用検討委
員会を開催し、いじ
め防止等の研修を
進めました。

・生徒指導推進委
員会を開催し、問
題行動や虐待防止
の研修を進めまし
た。
・教育相談担当者
会議の開催し、不
登校児童生徒への
支援の研修を進め
ました。
・学級満足度調査
(ＱＵ)活用検討委
員会を開催し、いじ
め防止等の研修を
進めました。

目標の進捗状況 Ａ

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

A

◇事業の概要及び目標・実績

・教職員の研修の
機会を設けます。
（１１４）

・生徒指導推進委
員会を開催し、委
員研修会等で問題
行動や虐待防止の
研修を進めていま
す。
・教育相談担当者
会議の開催し、不
登校児童生徒への
支援の研修を進め
ています。
・学級満足度調査
(ＱＵ)活用検討委
員会を開催し、いじ
め防止等の研修を
進めています。

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・生徒指導推進委
員会の開催　年間6
回
・教育相談担当者
会議の開催　年間2
回
・学級満足度調査
(ＱＵ)活用検討委
員会　年間2回など
・いじめ防止研修
会の開催

・生徒指導推進委
員会の開催　年間7
回
・教育相談担当者
会議の開催　年間3
回
・学級満足度調査
(ＱＵ)活用検討委
員会　年間2回など
・いじめ防止研修
会

・生徒指導推進委
員会の開催　年間7
回
・教育相談担当者
会議の開催　年間2
回
・学級満足度調査
(ＱＵ)活用検討委
員会　年間2回など
・いじめ防止研修
会

・生徒指導推進委
員会の開催　年間6
回
・教育相談担当者
会議の開催　年間2
回
・学級満足度調査
(ＱＵ)活用検討委
員会　年間2回など
・いじめ防止研修
会の開催

事業の概要

目
標
値
等

実
績
値
等

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

① いじめには毅然とした態度で対応します。
いじめを許さない心情といじめをなくす実践力
を育てます。

２　育まれる権利 （7）　職員の専門性の向上を図ります。
② いじめ防止や児童虐待に関する職員研修
や相談体制など、職員の専門性の向上を図り
ます。

３　守られる権利
（1） いじめ、虐待はしません、許しませ
ん。

（令和元年８月末現在）

　教育委員会事務局
事業名 　生徒指導の推進

　学校教育室
担当部室名
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Ｂ Ｂ

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

人権・男女共同参画推進室（人権啓発担当）

（令和元年８月末現在）

事業名 教職員の資質向上支援 担当部室名
地域環境部

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

（1） いじめ、虐待はしません、許しませ
ん。

２　育まれる権利 （7）　職員の専門性の向上を図ります。
② いじめ防止や児童虐待に関する職員研
修や相談体制など、職員の専門性の向上を図
ります。

・人権教育主事、
社会同和教育指導
員、人権啓発担当
職員を、要請に応
じて派遣し、学習
指導案の検討や、
教職員の資質向上
を支援していきま
す。
・関係機関と連携し
て教職員研修、教
育講演会、研修講
座を企画します。
(１１５)

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

３　守られる権利
① いじめには毅然とした態度で対応します。
いじめを許さない心情といじめをなくす実践力
を育てます。

今後の課題
・教職員資質向上のための学習機会の提供に際しては、テーマ、開催時期、学習手法
など、学習ニーズの事前把握に努め、多くの参加者を得られるようにします。

実
績
値
等

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
派遣しました。
・関係機関と連携
し、教職員の資質
向上のための学習
機会を提供しまし
た。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
派遣しました。
・関係機関と連携
し、教職員の資質
向上のための学習
機会を提供しまし
た。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
派遣しています。
・関係機関と連携
し、教職員の資質
向上のための学習
機会を提供してい
ます。

令和2年度目標値（取組予定）

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
派遣します。
・関係機関と連携
し、教職員の資質
向上のための学習
機会を提供しま
す。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
派遣します。
・関係機関と連携
し、教職員の資質
向上のための学習
機会を提供しま
す。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
派遣します。
・関係機関と連携
し、教職員の資質
向上のための学習
機会を提供しま
す。

・人権教育主事（3
人）、社会同和教
育指導員（2人）、
人権啓発担当職員
を、要請に応じて
派遣します。
・関係機関と連携
し、教職員の資質
向上のための学習
機会を提供しま
す。

目標の進捗状況
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

① いじめには毅然とした態度で対応します。
いじめを許さない心情といじめをなくす実践力
を育てます。

３　守られる権利
（1） いじめ、虐待はしません、許しませ
ん。

今後の課題

・いじめ防止対策推進法や国の基本方針に基づき、いじめの未然防止、早期発見、迅速かつ適
切な対応ができるよう教職員の資質・指導力向上及び組織対応ができるように努めていきます。ま
た、国および県の基本方針の改定に伴い、市の基本方針も改定しました。これに合わせた学校の
基本方針の見直しを進めます。

２　育まれる権利 （7）　職員の専門性の向上を図ります。
② いじめ防止や児童虐待に関する職員研修
や相談体制など、職員の専門性の向上を図り
ます。

目標の進捗状況

事業の概要

目
標
値
等

実
績
値
等

令和2年度目標値（取組予定）

◇事業の概要及び目標・実績

・家庭や地域及び
関係諸機関や団体
と連携し、いじめの
未然防止、早期発
見、適切かつ迅速
な対応によりいじめ
の解消に努めま
す。(１１６)

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）

（令和元年８月末現在）

　教育委員会事務局
事業名 いじめ防止対策事業

　学校教育室
担当部室名

Ａ A

・各学校において、学
校いじめ防止基本方
針を策定します。学
校いじめ防止対策委
員会を組織し、いじめ
の未然防止、早期発
見、早期対応によりい
じめの解消に努めま
す。
・各学校で随時、全
児童生徒を対象とし
たいじめアンケートを
実施します。
・名張市いじめ問題
対策連絡協議会の開
催（年間2回）、名張
市いじめ問題専門委
員会（随時）
・名張市小中学校い
じめ防止研修会の開
催をします。

・各学校において、学
校いじめ防止基本方
針を策定します。学
校いじめ防止対策委
員会を組織し、いじめ
の未然防止、早期発
見、早期対応によりい
じめの解消に努めま
す。
・各学校で随時、全
児童生徒を対象とし
たいじめアンケートを
実施します。
・名張市いじめ問題
対策連絡協議会の開
催（年間2回）、名張
市いじめ問題専門委
員会（随時）
・名張市小中学校い
じめ防止研修会の開
催をします。

・すべての小中学校
で学校いじめ防止基
本方針を策定しホー
ムページに掲載。ま
た、学校いじめ防止
対策委員会を組織
し、いじめの未然防
止、早期発見、早期
対応によりいじめの解
消に努めました。
・名張市いじめ問題
対策連絡協議会の開
催をしました。
・いじめ防止研修会
を開催しました。

・すべての小中学校
で学校いじめ防止基
本方針を策定しホー
ムページに掲載。ま
た、学校いじめ防止
対策委員会を組織
し、いじめの未然防
止、早期発見、早期
対応によりいじめの解
消に努めました。
・名張市いじめ問題
対策連絡協議会の開
催をしました。
・いじめ防止研修会
を開催しました。

・国、県、市の基本方
針改定に合わせ、す
べての小中学校で学
校いじめ防止基本方
針を見直しています。
また、学校いじめ防
止対策委員会を組織
し、いじめの未然防
止、早期発見、早期
対応によりいじめの解
消に努めています。
・名張市いじめ問題
対策連絡協議会の開
催をしました。

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・各学校において、学
校いじめ防止基本方
針を策定し、HPに掲
載するなど周知を図
るとともに、学校いじ
め防止対策委員会を
組織し、いじめの未
然防止、早期発見、
早期対応によりいじ
めの解消に努めま
す。
・名張市いじめ問題
対策連絡協議会の開
催（年間2回）、名張
市いじめ問題専門委
員会（随時）
・名張市小中学校い
じめ防止研修会の開
催をします。

・各学校において、学
校いじめ防止基本方
針を策定し、HPに掲
載するなど周知を図
るとともに、学校いじ
め防止対策委員会を
組織し、いじめの未
然防止、早期発見、
早期対応によりいじ
めの解消に努めま
す。
・名張市いじめ問題
対策連絡協議会の開
催（年間2回）、名張
市いじめ問題専門委
員会（随時）
・名張市小中学校い
じめ防止研修会の開
催をします。
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子ども家庭室

・「児童虐待防止推進
月間」の11月に、関
係機関へポスターや
リーフレットの配布、
市内大型ショッピング
センターでの街頭啓
発、広報なばりに児
童虐待の防止・早期
発見に関する記事の
掲載、FMなばりでの
放送を行いました。
・職員に対し、オレン
ジリボン装着を推進
し、市民の方に向け
ての啓発に努めまし
た。
・平成29年11月３０日
に名張市子ども条例
啓発事業と協同で名
張市要保護児童対策
及びＤＶ対策地域協
議会研修会を開催し
ました。
・依頼のあった保育
所（園）、民生・児童
委員等に研修を行い
ました。

・「児童虐待防止月
間」に基づき、関係
機関にポスター、
リーフレットを配布す
るほか、広報なばり
に児童虐待の防
止、早期発見に関
する記事の掲載や、
FMなばりでの放送
を行います。
・各関係機関の方に
研修を行います。

・「児童虐待防止月
間」に基づき、関係
機関にポスター、
リーフレットを配布す
るほか、広報なばり
に児童虐待の防
止、早期発見に関
する記事の掲載や、
FMなばりでの放送
を行います。
・各関係機関の方に
研修を行います。

・「児童虐待防止月
間」に基づき、関係
機関にポスター、
リーフレットを配布す
るほか、広報なばり
に児童虐待の防
止、早期発見に関
する記事の掲載や、
FMなばりでの放送
を行います。
・各関係機関の方に
研修を行います。

・「児童虐待防止月
間」に基づき、関係
機関にポスター、
リーフレットを配布す
るほか、広報なばり
に児童虐待の防
止、早期発見に関
する記事の掲載や、
FMなばりでの放送
を行います。
・各関係機関の方に
研修を行います。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

３　守られる権利

事業の概要

令和2年度実施状況（8月末現在）

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

② 虐待についての理解を深める啓発活動を
行います。

（令和元年８月末現在）

事業名
福祉子ども部

◇事業の概要及び目標・実績

目標の進捗状況

担当部室名　虐待防止月間街頭啓発

・11月に虐待防止
の研修会や街頭啓
発活動を行いま
す。(１１７)

実
績
値
等

(１) いじめ、虐待はしません、許しませ
ん。

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

Ａ　 Ａ

今後の課題

・「児童虐待防止推進
月間」の11月に、関
係機関へポスターや
リーフレットの配布、
市内大型ショッピング
センターでの街頭啓
発、広報なばりに児
童虐待の防止・早期
発見に関する記事の
掲載、FMなばりでの
放送を行いました。
・職員に対し、オレン
ジリボン装着を推進
し、市民の方に向け
ての啓発に努めまし
た。
・平成30年11月22日
に名張市子ども条例
啓発事業と協同で名
張市要保護児童対策
及びＤＶ対策地域協
議会研修会を開催し
ました。
・依頼のあった保育
所（園）、民生・児童
委員等に研修を行い
ました。

・11月に、関係機関
へポスターやリーフ
レットの配布、市内大
型ショッピングセン
ターでの街頭啓発、
広報なばりに児童虐
待の防止・早期発見
に関する記事の掲
載、FMなばりでの放
送を行います。
・令和元年11月7日に
名張市要保護児童対
策及びＤＶ対策地域
協議会研修会を開催
します。
・依頼のあった保育
所（園）、民生・児童
委員等に研修を行い
ます。

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・啓発活動についてはポスターやティッシュ配布、広報なばりへの掲載などいろいろな方法で実施
しているので徐々に広がってきています。今後も引き続き啓発活動を実施します。
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令和2年度実施状況（8月末現在）

・要保護児童対策
及びDV対策地域
協議会において情
報交換、関係機関
との連携、役割分
担などを協議する
「代表者会議」を1
回、「事務担当者
会議」を5回、相談・
通告のあった事例
を具体的に協議す
る「ケース会議」を
36回実施しました

・要保護児童対策
及びDV対策地域
協議会において情
報交換、関係機関
との連携、役割分
担などを協議する
「代表者会議」を1
回、「事務担当者
会議」を5回、相談・
通告のあった事例
を具体的に協議す
る「ケース会議」を
42回実施しました。

・要保護児童対策
及びDV対策地域
協議会において情
報交換、関係機関
との連携、役割分
担などを協議する
「代表者会議」を1
回、「事務担当者
会議」を3回、相談・
通告のあった事例
を具体的に協議す
る「ケース会議」を
20回実施しました。

今後の課題
・相談件数、虐待通告が増加するなか、今後もこれまでと同様、要保護児童に関する協
議を続けていく一方、関係機関(者)との連携を強化していく必要があります。

目標の進捗状況 Ｂ　 Ｂ

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・要保護児童及び
DV被害者等に必
要、適切な支援を
図るために情報の
交換を行うととも
に、要保護児童及
びDV被害者等に
対する支援及び対
策について協議し
ます。（H24年4月
設立）(１１８)

・代表者会議・事務
担当者会議の開催
継続

・代表者会議・事務
担当者会議の開催
継続+H11

・代表者会議・事務
担当者会議の開催
継続

・代表者会議・事務
担当者会議の開催
継続

実
績
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

３　守られる権利
(１) いじめ、虐待はしません、許しませ
ん。

③ 地域住民、関係機関との連携による虐待
防止体制を充実します。

（令和元年８月末現在）

事業名
　要保護児童対策及びＤＶ対策地域協
議会

担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室
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・相談業務継続

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

(1) いじめ、虐待はしません、許しませ
ん。

（令和元年８月末現在）

・相談件数　481件（うち児童
虐待相談件数 186件 ）
児童虐待相談件数の主な内
容：身体的虐待60件/ネグレ
クト49件/心理的虐待77件/
性的虐待0件/終結98件
・相談件数が増加し、案件も
多種多様化、複雑さを増し
てきているなかで、相談・通
告を受けた案件に対し、関
係機関とのケース検討会議
を随時開催し対応策を検討
するとともに、一定期間（6か
月間）巡回訪問等による定
期的な情報収集によりケー
ス検討会議等で協議した問
題点の改善や子どもの安全
が確保されているかなどの
確認を行いました。その後、
関係機関と連携を図り、要支
援児童として更に3か月間の
モニタリングを行い子どもの
状況の安定が判断できるも
のを終結としています。Ｈ29
年度において家庭児童相談
室が相談を受けた児童虐待
相談186件のうちの約53％は
終結しました。
・残りの案件は、情報収集や
モニタリング中の子どもで
あったり、その段階に心配な
状況が見られたことから、再
度関係機関と協議をして要
保護児童としての対応を継
続しています。
・子どもを取り巻く環境上養
護を要する必要がある児童4
人については、伊賀児童相
談所へ送致して専門的な支
援を行いました。

・相談件数　518件（うち児童
虐待相談件数 198件 ）
児童虐待相談件数の主な内
容：身体的虐待60件/ネグレ
クト50件/心理的虐待88件/
性的虐待0件/終結95件
・相談件数が増加し、案件も
多種多様化、複雑さを増し
てきているなかで、相談・通
告を受けた案件に対し、関
係機関とのケース検討会議
を随時開催し対応策を検討
するとともに、一定期間（6か
月間）巡回訪問等による定
期的な情報収集によりケー
ス検討会議等で協議した問
題点の改善や子どもの安全
が確保されているかなどの
確認を行いました。その後、
関係機関と連携を図り、要支
援児童として更に3か月間の
モニタリングを行い子どもの
状況の安定が判断できるも
のを終結としています。Ｈ30
年度において家庭児童相談
室が相談を受けた児童虐待
相談198件のうちの約48％は
終結しました。
・残りの案件は、情報収集や
モニタリング中の子どもで
あったり、その段階に心配な
状況が見られたことから、再
度関係機関と協議をして要
保護児童としての対応を継
続しています。
・子どもを取り巻く環境上養
護を要する必要がある児童
14人については、伊賀児童
相談所へ送致して専門的な
支援を行いました。

・相談件数　352件（うち児
童虐待相談件数 172件 ）
児童虐待相談件数の主な
内容：身体的虐待62件/ネ
グレクト36件/心理的虐待
74件/性的虐待0件
・相談件数、虐待通告件数
が増加の傾向にあります。
・相談・通告された案件に
対し、関係機関とのケース
検討会議を随時開催し対
応策を検討するとともに、
一定期間（6か月間）巡回
訪問等による定期的な情
報収集によりケース検討会
議等で協議した問題点の
改善や子どもの安全が確
保されているかなどの確認
しています。
・要保護児童から要支援児
童へ移行した場合も更に3
か月間のモニタリングを行
い、子どもの状況の安定が
判断できるものを終結とし
ています。その段階に心配
な状況が確認された場合
は、再度関係機関と協議を
して要保護児童に移行し、
対応を継続します。
・子どもを取り巻く環境上養
護を要する必要がある児童
1人について、伊賀児童相
談所へ送致し、専門的な支
援を行っています。
・関係機関の代表者等で
構成された代表者会議を8
月8日に実施しました。

・相談業務継続

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

事業名 　家庭児童相談 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

◇事業の概要及び目標・実績

行動計画

③ 地域住民、関係機関との連携による虐待
防止体制を充実します。

具体的施策

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）事業の概要

基本的視点区分

３　守られる権利

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

今後の課題
・今後も関係機関との連携を図り、児童虐待の早期発見・早期対応を図るため、少しでも
疑いのある案件の相談・通告が受けられるよう市民への啓発を行うとともに、きめ細かな
支援活動を行っていく必要があります。

目標の進捗状況

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

Ｂ　 Ｂ

・総合福祉センター
「ふれあい」に相談
室を開設し、18歳
未満の子を持つ家
庭を対象に児童相
談所や各関係機関
と連携し相談・助言
指導を行います。
（１１９）

・相談業務継続 ・相談業務継続

実
績
値
等

目
標
値
等
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今後の課題

・月1回の有害図書
回収において、有
害図書やＤＶＤ類
等を回収します。
・補導センター補導
員による日常の巡
回指導に加え、市
民活動団体とともに
有害環境一掃大作
戦を実施します。

・月1回の有害図書
回収において、有
害図書やＤＶＤ類
等を回収します。
・補導センター補導
員による日常の巡
回指導に加え、市
民活動団体とともに
有害環境一掃大作
戦を実施します。

Ａ

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・月1回の有害図
書、悪書回収にお
いて、合計910点の
有害図書、ＤＶＤ類
等を回収しました。
・補導センター補導
員による日常の巡
回指導に加え、7月
1日に青少年育成
市民会議等 ６３名
の参加のもと有害
環境一掃大作戦を
実施しました。

A

・有害環境一掃大作戦では、各店舗を巡回し協力を依頼することにより、三重県青少年
健全育成条例が遵守されています。今後も引き続き、実際に店舗を巡回することを中心
に有害環境から子どもを守っていきます。

実
績
値
等

目標の進捗状況

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・月1回の有害図
書、悪書回収にお
いて、8月末合計６
９点の有害図書、Ｄ
ＶＤ類等を回収しま
した。
・補導センター補導
員による日常の巡
回指導に加え、7月
6日に市民活動団
体とともに63人で有
害環境一掃大作戦
を実施しました。

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

（令和元年８月末現在）

事業名 　有害環境浄化活動 担当部室名
　教育委員会事務局

　文化生涯学習室

令和2年度目標値（取組予定）

・月2回の有害図書
回収において、有
害図書やＤＶＤ類
等を回収します。
・補導センター補導
員による日常の巡
回指導に加え、市
民活動団体とともに
有害環境一掃大作
戦を実施します。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

・月1回、市内4箇
所の駅前に設置さ
れた有害図書回収
箱から、青少年に
とって有害な有害
図書等を回収しま
す。
・ゲームセンター、
カラオケボックス、
大型小売店舗への
巡回指導をし、有
害環境の浄化活動
を行います。
（１２０）

３　守られる権利

行動計画

目
標
値
等

（2）　地域とともに子どもを守ります。

・月1回の有害図書
回収において、有
害図書やＤＶＤ類
等を回収します。
・補導センター補導
員による日常の巡
回指導に加え、市
民活動団体とともに
有害環境一掃大作
戦を実施します。

・月1回の有害図
書、悪書回収にお
いて、合計586点の
有害図書、ＤＶＤ類
等を回収しました。
・補導センター補導
員による日常の巡
回指導に加え、
H29年7月1日に市
民活動団体とともに
70人で有害環境一
掃大作戦を実施し
ました。

事業の概要

◇事業の概要及び目標・実績

具体的施策

① 有害図書や薬物など、子どもを取り巻く有
害環境の浄化を進めます。

平成29年度目標値（取組予定）
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令和2年度実施状況（8月末現在）

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

（令和元年８月末現在）

　学校教育室

（2）　地域とともに子どもを守ります。

・危機管理マニュア
ルを見直し、危機
管理体制の確立、
未然防止、発生時
の対応、再発防止
に努めます。
・学校安全対策会
議の開催　2回

・危機管理マニュア
ルを見直し、危機
管理体制の確立、
未然防止、発生時
の対応、再発防止
に努めます。
・学校安全対策会
議の開催　1回

・危機管理マニュア
ルを見直し、危機
管理体制の確立、
未然防止、発生時
の対応、再発防止
に努めます。
・学校安全対策会
議の開催　1回

・危機管理マニュア
ルを見直し、危機
管理体制の確立、
未然防止、発生時
の対応、再発防止
に努めます。
・学校安全対策会
議の開催　1回

令和元年度目標値（取組予定）

②　子どもの安全を確保する取組を進めます。

◇事業の概要及び目標・実績

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

・随時マニュアルの見直しや検討を行うとともに、継続的に危機管理意識の向上と実践
力の向上を図ります。

今後の課題

・毎年度、危機管
理マニュアルの見
直しを行い、子ども
や保護者に周知徹
底を図ります。
（１２１）

目
標
値
等

・危機管理マニュア
ルの見直しを行
い、危機管理体制
の確立、未然防
止、発生時の対
応、再発防止や防
災教育の推進に努
めました。
・危機管理室等との
連携
・学校安全対策会
議の開催　2回

・危機管理マニュア
ルの見直しを行い、
危機管理体制の確
立、未然防止、発
生時の対応、再発
防止や防災教育の
推進に努めました。
・危機管理室等との
連携
・学校安全対策会
議の開催

事業の概要

・危機管理マニュア
ルの見直しを行
い、危機管理体制
の確立、未然防
止、発生時の対
応、再発防止や防
災教育の推進に努
めています。
・危機管理室等との
連携

B

実
績
値
等

目標の進捗状況 B

令和元年度実施状況（8月末現在）

３　守られる権利

　教育委員会事務局
担当部室名　学校危機管理マニュアル

行動計画

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 具体的施策

事業名
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事業の概要

B B

・PTA、警察、教育
委員会事務局、市
各部室等と連携・
協力し、危険箇所
の把握などを行
い、安全確保の取
組、各校における
安全マップの作成
等を進めました。

・PTA等と連携・協
力し、危険箇所の
把握などを行い、
安全確保の取組や
各校における安全
マップの作成等を
進めます。

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

目
標
値
等

実
績
値
等

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

（令和元年８月末現在）

事業名 　安全マップ 担当部室名
　教育委員会事務局

　学校教育室

・合同点検等を通じて危険箇所の把握とともに、登下校の付添い等の安全確保の充実
が必要です。

今後の課題

具体的施策

３　守られる権利 （2）　地域とともに子どもを守ります。

目標の進捗状況

・毎年度、見直しを
行い、子どもや保
護者に周知徹底を
図ります。（１２２）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

②　子どもの安全を確保する取組を進めます。

・PTA等と連携・協
力し、危険箇所の
把握などを行い、
安全確保の取組や
各校における安全
マップの作成等を
進めます。

・PTA等と連携・協
力し、危険箇所の
把握などを行い、
安全確保の取組や
各校における安全
マップの作成等を
進めます。

・PTA等と連携・協
力し、危険箇所の
把握などを行い、
安全確保の取組や
各校における安全
マップの作成等を
進めます。

◇事業の概要及び目標・実績

・PTA、警察、教育
委員会事務局、市
各部室等と連携・
協力し、危険箇所
の把握などを行
い、安全確保の取
組、各校における
安全マップの作成
等を進めました。

・PTA、警察、教育
委員会事務局、市
各部室等と連携・
協力し、危険箇所
の把握などを行
い、安全確保の取
組、各校における
安全マップの作成
等を進めました。
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目標の進捗状況

３　守られる権利 （2）　地域とともに子どもを守ります。 ②　子どもの安全を確保する取組を進めます。

事業の概要 平成29年度目標値（取組予定）

実
績
値
等

・青少年育成市民
会議や関係機関と
の連携を強化し、
実態に即応した対
策を市民ぐるみで
講じる体制をつく
り、その中核となっ
て非行防止活動を
行います。

・青少年育成市民
会議や関係機関と
の連携を強化し、
実態に即応した対
策を市民ぐるみで
講じる体制をつく
り、その中核となっ
て非行防止活動を
行います。

Ａ Ａ

・青少年育成市民
会議や関係機関と
の連携を強化し、
実態に即応した対
策を市民ぐるみで
講じる体制をつく
り、その中核となっ
て非行防止活動を
行います。

・青少年育成市民
会議や関係機関と
の連携を強化し、
実態に即応した対
策を市民ぐるみで
講じる体制をつく
り、その中核となっ
て非行防止活動を
行います。

・青少年育成推進員
や学校・警察、青少
年に関わる様々な団
体や機関等による
「名張少年サポートふ
れあい隊」を結成し、
愛のひと声をかけな
がら夜間パトロールを
行いました(10班146
名　年延べ737名参
加)。
・補導センターでは、
日常の補導活動や安
全パトロールに加え、
ふれあい隊と合同で
駅周辺の不審者対策
の夜間パトロールを2
回実施しました(8・9
月　124名参加)。ま
た、祭礼時にもパト
ロールを行いました
(68名参加)。
・小、中、高校等を訪
問し、情報交換を実
施しました。

今後の課題 ・学校や地域、警察などの関係機関や団体等との連携を更に強化する必要があります。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

・週5回午後、大型
小売店舗、駅、
ゲームセンターなど
を中心に補導活動
や小学校の低学年
の下校時刻にあわ
せた安全パトロー
ル活動を行いま
す。（１２３）

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・青少年育成推進員
や学校・警察、青少
年に関わる様々な団
体や機関等による
「名張少年サポートふ
れあい隊」を結成し、
愛のひと声をかけな
がら夜間パトロールを
行いました(10班143
名　年延べ701名参
加)。
・補導センターでは、
日常の補導活動や安
全パトロールに加え、
ふれあい隊と合同で
駅周辺の不審者対策
の夜間パトロールを2
回実施しました(8・9
月　114名参加)。ま
た、祭礼時にもパト
ロールを行いました
(106名参加)。
・小、中、高校等を訪
問し、情報交換を実
施しました。

・青少年育成推進員
や学校、警察、青少
年に関わる様々な団
体や機関等による
「名張少年サポートふ
れあい隊」を結成し、
愛のひと声をかけな
がら夜間パトロールを
行っています。
・補導センターでは、
日常の補導活動や安
全パトロールに加え、
ふれあい隊と合同で
駅周辺の不審者対策
の夜間パトロールを2
回実施しました（8月2
日・9月6日　123名参
加）。
・祭礼時（名張川納涼
花火大会19名参加、
名張秋祭、戎祭）に
パトロールを行う予定
です。
・パトロール時間帯を
弾力的に見直し、非
行防止活動に取り組
みます。
・４月から5月にかけ
て小、中、高                    校等を
訪問し、情報交換を
実施しました。

（令和元年８月末現在）

事業名 　補導・パトロール 担当部室名
　教育委員会事務局

　文化生涯学習室
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目標の進捗状況

平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・各地区における
「子どもを守る家」
の配置や、件数な
どについて、確認
を行うとともに、実
際に逃げ込む子ど
も達に、「子どもを
守る家」の事を知っ
てもらうよう事業を
展開します。

Ａ Ａ

・子ども達が「子どもを守る家」に気軽に立ち寄れる、安心できるまちづくりにつなげてい
くことが課題となります。
・各地域においての更新や、配置数の確認を行い、事業についての講習等を行う必要
があります。

今後の課題

（令和元年８月末現在）

事業名 　子どもを守る家 担当部室名

３　守られる権利 （2）　地域とともに子どもを守ります。

　教育委員会事務局

　文化生涯学習室

・学校や地域づくり
組織等からの依頼
に基づき「子どもを
守る家」の新規登
録や更新について
協力をお願いしま
した。
件数　1,906件

・学校や地域づくり
組織等を通じて、
各地区において、
「子どもを守る家」
の新規登録や更新
について協力をお
願いしました。
件数　2,015件

具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

平成29年度目標値（取組予定）事業の概要

②　子どもの安全を確保する取組を進めます。

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

・子ども達が登下校
時や塾の行き帰り、
また公園等で遊ん
でいる時などに危
険な目に遭った場
合に避難させてい
ただく”緊急避難場
所” として「子ども
を守る家」事業に取
り組みます。（１２４）

行動計画

実
績
値
等

・各地区における
「子どもを守る家」
の配置や、件数な
どについて、確認
を行うとともに、実
際に逃げ込む子ど
も達に、「子どもを
守る家」の事を知っ
てもらうよう事業を
展開します。

・各地区における
「子どもを守る家」
の配置や、件数な
どについて、確認
を行うとともに、実
際に逃げ込む子ど
も達に、「子どもを
守る家」の事を知っ
てもらうよう事業を
展開します。

・各地区における
「子どもを守る家」
の配置や、件数な
どについて、確認
を行うとともに、実
際に逃げ込む子ど
も達に、「子どもを
守る家」の事を知っ
てもらうよう事業を
展開します。

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・学校や地域づくり
組織等を通じて、
各地区において、
「子どもを守る家」
の新規登録や更新
について協力をお
願いしていきます。
件数　2,026件

令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在）
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① 有害図書や薬物など、子どもを取り巻く有
害環境の浄化を進めます。

・小学校では喫煙防止や薬物乱用防止、性教育について高学年の保健の授業で確実
に学習するものの内容によっては、より早い段階での実施、中学校における保健指導の
充実が課題です。

今後の課題

目標の進捗状況 Ｂ Ａ

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

・各学校とライオン
ズクラブ又は名張
警察署との連携に
よる薬物乱用防止
教室を開催しまし
た。（予定した13校
の全校実施）
・生徒指導推進委
員会を開催しまし
た。
・薬物乱用防止教
室の実施状況調査
を実施します。

・各学校とライオン
ズクラブ又は名張
警察署との連携に
よる薬物乱用防止
教室を開催しまし
た。（予定18校中16
校実施）
・生徒指導推進委
員会を開催しまし
た。

・各学校とライオン
ズクラブ又は名張
警察署との連携に
よる薬物乱用防止
教室を開催しまし
た。（予定16校中4
校実施）
・生徒指導推進委
員会を開催しまし
た。

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・各学校とライオン
ズクラブ又は名張
警察署との連携に
よる薬物乱用防止
教室を開催します。
・生徒指導推進委
員会を開催します。
・薬物乱用防止教
室の実施状況調査
を実施します。
・中学校における
保健指導の充実を
図ります。

・各学校とライオン
ズクラブ又は名張
警察署との連携に
よる薬物乱用防止
教室を開催します。
・生徒指導推進委
員会を開催します。
・薬物乱用防止教
室の実施状況調査
を実施します。

・各学校とライオン
ズクラブ又は名張
警察署との連携に
よる薬物乱用防止
教室を開催します。
・生徒指導推進委
員会を開催します。
・薬物乱用防止教
室の実施状況調査
を実施します。

実
績
値
等

目
標
値
等

・各学校とライオン
ズクラブ又は名張
警察署との連携に
よる薬物乱用防止
教室を開催します。
・生徒指導推進委
員会を開催します。
・薬物乱用防止教
室の実施状況調査
を実施します。
・中学校における
保健指導の充実を
図ります。

事業の概要

・警察等の協力の
下、児童生徒に講
演会等を開催しま
す。（１２５）

（令和元年８月末現在）

　学校教育室

行動計画

◇事業の概要及び目標・実績

担当部室名事業名

具体的施策

（2）　地域とともに子どもを守ります。

　薬物乱用防止教室
　教育委員会事務局

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

３　守られる権利
③ 喫煙防止、薬物乱用防止教室や性教育、
デートＤＶ防止教育など、子どもに身近で、より
深刻な課題に取り組みます。

３　守られる権利 （2）　地域とともに子どもを守ります。
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平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

　子ども権利週間行事（ばりっ子ひろ
ば）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

令和2年度実施状況（8月末現在）

・子どもによる子ど
ものためのイベント
「ばりっ子ひろば」
を子どもの発案で
実施します。企画、
準備、実行まで子
ども中心に行いま
す。

・子どもによる子ど
ものためのイベント
「ばりっ子ひろば」
を子どもの発案で
実施します。企画、
準備、実行まで子
ども中心に行いま
す。

・子どもによる子ど
ものためのイベント
「ばりっ子ひろば」
を子どもの発案で
実施します。企画、
準備、実行まで子
ども中心に行いま
す。

・子どもによる子ど
ものためのイベント
「ばりっ子ひろば」
を子どもの発案で
実施します。企画、
準備、実行まで子
ども中心に行いま
す。

平成30年度実施（3月末現在）平成29年度実績（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

・MIK運動推進委
員会に業務委託
し、子どもによる子
どものためのイベン
ト「ばりっ子ひろ
ば」、H29年11月23
日に「ばりっこモー
ル」を開催しまし
た。

・MIK運動推進委
員会に業務委託
し、子どもによる子
どものためのイベン
ト「ばりっ子ひろ
ば」、H30年11月23
日に「ばりっこモー
ル」を開催しまし
た。

・MIK運動推進委
員会に業務委託
し、子どもによる子
どものためのイベン
ト「ばりっ子ひろ
ば」、Ｒ元年11月24
日に「ばりっこモー
ル」を開催予定で
す。

Ｂ　 Ｂ

（令和元年８月末現在）

事業名

・ばりっ子モールの参加者は前年に比べて増加しました。今後も、子どもを中心に据え
た行事の継続、更に市民を巻き込んだ行事となるように関係機関と連携して実施する必
要があります。

目標の進捗状況

目
標
値
等

実
績
値
等

・子どもの企画によ
る子どものための
催し「ばりっ子ひろ
ば」を開催します。
(１２６)

行動計画 具体的施策

② 子どもによる企画、運営等、子どもの自主
的な活動を支援します。

福祉子ども部
担当部室名

４　参加する権利
（1） 子どもが、積極的に参画できる機
会と場を広げます。

子ども家庭室

今後の課題
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令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

事業名 　児童会活動 担当部室名
　教育委員会事務局

令和2年度目標値（取組予定）

・小中一貫したカリキュラムの中に小中が連携した児童会・生徒会活動を位置付けること
が必要です。また、主体的な活動の評価の観点を明らかにし、児童自らで活動の見直し
を進める必要があります。

B

（令和元年８月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

・小中一貫及び連
携した特別活動の
取組が実施されま
した。

令和元年度目標値（取組予定）

　学校教育室

・学級会と児童会が
連携し、子どもたち
一人一人の意見を
児童会が把握でき
るよう、児童会の運
営について学校で
協議します。
（１２７）

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・生徒会、児童会の
小中連携を進めま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向け、
児童による主体的
な活動を展開しま
す。

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・生徒会、児童会の
小中連携を進めま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向け、
児童による主体的
な活動を展開しま
す。

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・生徒会、児童会の
小中連携を進めま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向け、
児童による主体的
な活動を展開しま
す。

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・生徒会、児童会の
小中連携を進めま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向け、
児童による主体的
な活動を展開しま
す。

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

B

実
績
値
等

今後の課題

行動計画 具体的施策

４　参加する権利
（1） 子どもが、積極的に参画できる機
会と場を広げます。

事業の概要

③ 学校内外の諸行事や諸活動に子どもの意
見を反映させます。

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

目標の進捗状況

・小中一貫及び連
携した特別活動の
取組が実施されま
した。

・小中一貫及び連
携した特別活動の
取組を実施します。

141



ばりっ子すくすく計画関連事業進捗状況調書

今後の課題

目標の進捗状況

・教職員一人一人
に子どもたちの意
見を尊重する意識
の高揚を図ります。
（１２８）

　教育委員会事務局

４　参加する権利

◇事業の概要及び目標・実績

実
績
値
等

具体的施策行動計画

（1） 子どもが、積極的に参画できる機
会と場を広げます。

・各中学校区にお
いて、生徒会と小
学校の児童との交
流が持てるよう教職
員が支援しました。
・小学校の児童会
活動と中学校生徒
会活動が連携し
て、挨拶運動等に
取り組みました。（2
中学校区）

令和2年度実施状況（8月末現在）

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・児童会、生徒会の
小中連携を進めら
れるよう行政や教
職員が支援しま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向けさ
せ、児童の主体的
な活動が展開でき
るよう、行政や教職
員が支援します。

・各中学校区にお
いて、生徒会と小
学校の児童との交
流が持てるよう教職
員が支援していま
す。
・小学校の児童会
活動と中学校生徒
会活動が連携し
て、挨拶運動等に
取り組みます。（2中
学校区）

事業名

・各中学校区にお
いて、生徒会と小
学校の児童との交
流が持てるよう教職
員が支援しました。
・小学校の児童会
活動と中学校生徒
会活動が連携し
て、挨拶運動等に
取り組みました。（2
中学校区）

（令和元年８月末現在）

　学校教育室

・子どもたちが積極的に参加できる場を増やすとともに、目標をもった意欲的な取組が展
開できるように小中一貫のカリキュラムを作成していく必要があります。

B B

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在）

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・児童会、生徒会の
小中連携を進めら
れるよう行政や教
職員が支援しま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向けさ
せ、児童の主体的
な活動が展開でき
るよう、行政や教職
員が支援します。

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・児童会、生徒会の
小中連携を進めら
れるよう行政や教
職員が支援しま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向けさ
せ、児童の主体的
な活動が展開でき
るよう、行政や教職
員が支援します。

・児童会活動に係
る年間計画に子ど
もの主体的な活動
を評価する観点に
基づき、評価・改善
活動を各校で実施
します。
・児童会、生徒会の
小中連携を進めら
れるよう行政や教
職員が支援しま
す。
・自校のみならず、
社会に目を向けさ
せ、児童の主体的
な活動が展開でき
るよう、行政や教職
員が支援します。

事業の概要

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

　児童の活動支援

④ 学級会、児童会等、子どもの自主的な活動
を支援します。

担当部室名

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定）

目
標
値
等

４　参加する権利
（1） 子どもが、積極的に参画できる機
会と場を広げます。

③ 学校内外の諸行事や諸活動に子どもの意
見を反映させます。
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◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

４　参加する権利

基本的視点区分

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

① 子どもが人間関係を築き、安心して心を開
いて話せる居場所の確保に努めます。

（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

行動計画 具体的施策

◇事業の概要及び目標・実績

事業の概要

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

・新規の教室を開
設できるよう事業を
展開します。

・新規の教室を開
設できるよう事業を
展開します。

・新規の教室を開
設できるよう事業を
展開します。

・新規の教室を開
設できるよう事業を
展開します。

（令和元年８月末現在）

事業名 　放課後子ども教室 担当部室名
　教育委員会事務局

　文化生涯学習室

・新規教室を開設できるように、地域づくり組織への事業の説明を行う必要があります。
・国の補助金の動向が不透明であり、増設が困難となっています。
・地域との調整を図る必要があります。

今後の課題

実
績
値
等

・名張・梅が丘・す
ずらん台・百合が
丘・錦生・桔梗が丘
の６地域８小学校
区で５教室開催し
ました。
・子ども達の居場所
づくりとして、体験
活動を中心とした
教室を展開しまし
た。

・名張・梅が丘・す
ずらん台・百合が
丘・錦生・桔梗が丘
の６地域８小学校
区で６教室開催し
ました。
・子ども達の居場所
づくりとして、体験
活動を中心とした
教室を展開しまし
た。

・週末（土曜日、日
曜日）や平日の放
課後に、子ども達
が安全に安心して
活動できる居場所
を作り、並びに体験
活動を行います。
・異年齢の交流や、
地域の方々との触
れ合いを通して、
子ども達の健全育
成を図ります。
（１２９）

・今年度も名張・梅
が丘・すずらん台・
百合が丘・錦生・桔
梗が丘の６地域８
小学校区で６教室
開催しています。
・新規の教室開催
に向けて地域づくり
組織や関係者と協
議中です。

B B目標の進捗状況

目
標
値
等

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）
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平成30年度目標値（取組予定）

(2) 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

① 子どもが人間関係を築き、安心して心を開
いて話せる居場所の確保に努めます。

目
標
値
等

事業の概要

・保護者の就労機
会の保障を行い、
小学生の健全育成
を図っていきます。

・保護者の就労機
会の保障を行い、
小学生の健全育成
を図っていきます。

・保護者の就労機
会の保障を行い、
小学生の健全育成
を図っていきます。

平成29年度目標値（取組予定）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分 行動計画

今後の課題

・子ども・子育て新制度による対象児童の拡大や施設の設置基準が明確にされたことに
伴い、小学校の児童数が減少しているにもかかわらず、放課後児童クラブの利用希望児
童数は、どのクラブも増加しており、老朽化が進む既存施設の施設整備も含め、今後の
受入れ体制が大きな課題である。

◇事業の概要及び目標・実績

実
績
値
等

目標の進捗状況

具体的施策

４　参加する権利

・放課後児童クラブ
開設数　22箇所
・登録児童数
1,032人

・就労などで昼間、
保護者が自宅に居
ない小学生の健全
育成を図ることを目
的に開設し、運営
は各小学校区の地
域の方々の理解と
協力によって組織
された運営委員会
が行います。
（１３０）

令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

・保護者の就労機
会の保障を行い、
小学生の健全育成
を図っていきます。

（令和元年８月末現在）

事業名 　放課後児童対策事業 担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在） 令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

Ａ　 Ａ　

・放課後児童クラブ
開設数　20箇所
・登録児童数　874
人
・名張小学校区放
課後児童クラブ3施
設整備工事
・桔梗が丘東小学
校区放課後児童ク
ラブトイレ改修工事
・すずらん台小学
校区放課後児童ク
ラブエアコン修繕
工事　他

・放課後児童クラブ
開設数　22箇所
・登録児童数　995
人
・桔梗が丘南小学
校区放課後児童ク
ラブ床改修工事
・名張小学校放課
後児童クラブ排水
修繕　他
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（1） 子どもの権利、命の大切さを学ぶ
機会を提供します。

⑤ 子ども条例の周知について更に取組を進
めます。

・広報なばりに啓発
記事を掲載しま
す。
・子ども条例の更な
る周知のための啓
発、情報提供を行
います。

平成29年度実績（3月末現在） 平成30年度実施（3月末現在）

B　 B

・広報なばりに啓発
記事を掲載しま
す。
・子ども条例の更な
る周知のための啓
発、情報提供を行
います。

・広報なばりに啓発
記事を掲載しま
す。
・子ども条例の更な
る周知のための啓
発、情報提供を行
います。

・広報なばりに啓発
記事を掲載しま
す。
・子ども条例の更な
る周知のための啓
発、情報提供を行
います。

・当該計画がより多くの市民に周知されるような方策を考えていく必要があります。

目標の進捗状況

今後の課題

実
績
値
等

・広報なばりやホー
ムページ等を利用
して市民活動の情
報の提供を行いま
す。（１３１）

目
標
値
等

・市内小学校1年生に
子ども条例パンフレッ
ト及びクリアファイル
を配布。
・市内全ての小中学
校・高等学校・県立学
校・工業高等専門学
校生に子ども相談室
案内カードを配布。
・市内小中学校全クラ
スに、相談室だより保
存用ファイルと子ども
条例パンフレットを配
布。
・小中学校生向け子
ども相談室便り「ほっ
とライン」、高校生向
け子ども相談室便り
「ほっとラインｐｌｕｓ」を
発行。（H29年4・7月・
12月・H30年3月）

・市内小学校1年生に
子ども条例パンフレッ
トを配布。
・市内全ての小中学
校・高等学校・県立学
校・工業高等専門学
校生に子ども相談室
案内カードを配布。
・市内全ての高等学
校・県立学校・工業高
等専門学校に、相談
室だより保存用ファイ
ルと子ども条例パンフ
レットを配布。
・小学校1年生から3
年生向け子ども相談
室便り「ほっとライン
ぷち」小学校4年生か
ら中学生向け子ども
相談室便り「ほっとラ
イン」、高校生向け子
ども相談室便り「ほっ
とラインｐｌｕｓ」を発
行。（H30年4・7月・12
月・H31年3月）

・市内小学校1年生に
子ども条例パンフレッ
トを配布予定。
・市内全ての小中学
校・高等学校・県立学
校・工業高等専門学
校生に子ども相談室
案内カードを配布予
定。
・小学校1年生から3
年生向け子ども相談
室便り「ほっとライン
ぷち」小学校4年生か
ら中学生向け子ども
相談室便り「ほっとラ
イン」、高校生向け子
ども相談室便り「ほっ
とラインｐｌｕｓ」を発
行。（Ｒ１年4・7月・12
月・Ｒ2年3月）

平成29年度目標値（取組予定） 平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定） 令和2年度目標値（取組予定）

令和元年度実施状況（8月末現在） 令和2年度実施状況（8月末現在）

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

事業の概要

◇事業の概要及び目標・実績

② 地域で行う子どもの体験活動を支援するた
め、情報の提供や、事業の円滑な実施を支援
します。

（令和元年８月末現在）

担当部室名
福祉子ども部

子ども家庭室
事業名 　　子ども条例の啓発

基本的視点区分 行動計画 具体的施策

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

１　生きる権利
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（令和元年８月末現在）

事業名 　なばり子ども情報センター 担当部室名

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

　教育委員会事務局

　文化生涯学習室

具体的施策

◇ばりっ子すくすく計画に位置付けられた施策体系

基本的視点区分

４　参加する権利
（2） 居場所を確保し、体験活動を支援
します。

② 地域で行う体験活動を支援するため、情
報の提供や、事業の円滑な実施を支援しま
す。

目標の進捗状況

・社会教育における子どもの体験活動機会の提供は、重要性を増しています。地域や各
種団体等が実施する事業を広く周知し、行事の参加者数を増やす手段として、この事業
の充実が必要ですが、有償ボランティアスタッフの確保が困難です。

今後の課題

・子ども向け体験活
動情報誌「レイン
ボー名張っ子」を
年4回発行、また、
ホームページの更
新は毎月行いまし
た。
・情報誌について
は、定期的な発行
により、小学生等に
定着しました。

・子ども向け体験活
動情報誌「レイン
ボー名張っ子」を
年4回発行、また、
ホームページの更
新は毎月行いまし
た。
・情報誌について
は、定期的な発行
により、小学生等に
定着しました。

◇事業の概要及び目標・実績

目
標
値
等

・ボランティアが中
心となって週末の
子どもの体験活
動、地域のボラン
ティア活動、イベン
ト、サークル活動な
どの情報を収集し、
年４回発行の子ど
も向け体験活動情
報誌「レインボー名
張っ子」やホーム
ページで情報発信
します。
（１３２）

行動計画

実
績
値
等

・引き続きＰＴＡ連
合会に委託実施し
ます。
・子ども向け体験活
動情報誌「レイン
ボー名張っ子」を
年4回発行し、ホー
ムページの内容等
を検討しその都度
更新を行います。

・引き続きＰＴＡ連
合会に委託実施し
ます。
・子ども向け体験活
動情報誌「レイン
ボー名張っ子」を
年4回発行し、ホー
ムページの内容等
を検討しその都度
更新を行います。

平成29年度実績（3月末現在）

・引き続きＰＴＡ連
合会に委託実施し
ます。
・子ども向け体験活
動情報誌「レイン
ボー名張っ子」を
年4回発行し、ホー
ムページの内容等
を検討しその都度
更新を行います。

平成29年度目標値（取組予定）事業の概要

③　様々な体験の中から人と人との触れ合いを
通して生きる力を身につける体験活動を充実
します。

・引き続きＰＴＡ連
合会に委託実施し
ます。
・子ども向け体験活
動情報誌「レイン
ボー名張っ子」を
年4回発行し、ホー
ムページの内容等
を検討しその都度
更新を行います。

平成30年度目標値（取組予定） 令和元年度目標値（取組予定）

・子ども向け体験活
動情報誌「レイン
ボー名張っ子」を7
月に発行、また、
ホームページの更
新は毎月実施しま
す。

令和2年度目標値（取組予定）

ＡＡ

令和2年度実施状況（8月末現在）令和元年度実施状況（8月末現在）平成30年度実施（3月末現在）
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